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7 ポート Gigabit Ethernet スイッチ

(2×RGMII/MII/RMII インターフェイス )

注意 : この日本語版文書は参考資料としてご利用ください。最新情報は必ずオリジ

ナルの英語版をご参照願います。
ハイライト

• ノンブロッキング ワイヤスピード Ethernet スイッチ
ファブリック

• フル機能の転送およびフィルタリング制御 ( アクセス
制御リスト (ACL) フィルタリングを含む )

• VLAN と QoS のフルサポート

• 5 ポート 10/100/1000BASE-T PHY 内蔵トランシーバ

• 2 ポート 10/100/1000 Ethernet MAC および設定可能
RGMII/MII/RMII インターフェイス

• IEEE 802.1X アクセス制御のサポート 
• EtherGreen™ 電源管理機能、 

低消費電力スタンバイを含む

• 管理インターフェイスの柔軟な選択肢: SPI、I2C、MIIM、
任意のポート経由のインバンド管理

• 商業用 / 産業用温度レンジのサポート

• 128ピンTQFP-EP (14 x 14 mm) RoHS準拠パッケージ

代表的アプリケーション

• スタンドアロン 10/100/1000 Mbps Ethernet スイッチ

• VoIP インフラストラクチャ スイッチ

• ブロードバンド ゲートウェイ / ファイアウォール

• Wi-Fi アクセスポイント

• DSL/ ケーブルモデム

• セキュリティ / 監視システム

• 産業用制御 / 自動化スイッチ

• ネットワーク化された計測 / 制御システム

特長

• スイッチ管理機能
- 10/100/1000 Mbps Ethernet スイッチ機能 : フレームバッファ

管理、アドレス ルックアップ テーブル、キュー管理、MIB
カウンタ

- ノンブロッキング ストアアンドフォワード スイッチ

ファブリックが、256 KBのフレームバッファを備えた4,096
エントリの転送テーブルを利用する事で高速パケット転送

を保証

- ジャンボパケットのサポート ( 最大 9,000 バイト )
- ポートのミラーリング / 監視 / スニッフィング : 

任意のポートへの Ingressおよび /またはEgressトラフィック

- 完全準拠の統計収集のための MIB カウンタ    ポートあたり

34 のカウンタ 
- テールタギング モード (FCS の前に 1 バイトのタグを追加 )

をホストポートでサポートする事で、パケットを受け取った

Ingressポートとそのパケットの優先度をプロセッサに通知 
- 遠隔障害診断用ループバック モード 
- RSTP (Rapid Spanning Tree Protocol) のサポートによる

トポロジ管理とリング / リニアリカバリ

- MSTP (Multiple Spanning Tree Protocol) のサポート

• 5x 内蔵 PHY ポート
- 1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-Te IEEE 802.3 
- 高速リンクアップ機能によるリンクアップ時間の大幅な短縮

- オート ネゴシエーションと Auto-MDI/MDI-X のサポート

- 差動ペア用の終端抵抗とバイアス回路を内蔵する事で消費

電力を低減

- LinkMD® ケーブル診断機能でケーブルの断線、短絡、長さ

を判断

• 2x 設定可能外部 MAC ポート
- RGMII (Reduced Gigabit Media Independent Interface) v2.0
- RMII (Reduced Media Independent Interface) v1.2 (50 MHz

参照クロック入力 / 出力オプション付き )
- PHY/MAC モードでの MII (Media Independent Interface)

• 高度なスイッチ機能
- IEEE 802.1Q VLAN をサポートする事で 128 のアクティブ

VLAN グループと 4096 の全 VLAN ID に対応

- ポートごとの IEEE 802.1p/Q タグ挿入 / 削除

- ポートまたは VLAN ごとの VLAN ID
- IEEE 802.3x 全二重フロー制御および半二重バック プレッ

シャー コリジョン制御

- IEEE 802.1X アクセス制御 
( ポートベースおよび MAC アドレスベース )

- IGMP v1/v2/v3 スヌーピングによるマルチキャスト パケット

フィルタリング

- IPv6 MLD (Multicast Listener Discovery) スヌーピング

- IPv4/IPv6 QoSのサポート、QoS/CoSパケット優先順位付け

- 4 つの優先度キューを備えた 802.1p QoS パケット分類

- Ingress/Egress ポートでのプログラマブルなレート制限

- ブロードキャスト ストーム保護 
- 動的パケット マッピングを備えた 4 つの優先度キューで

IEEE 802.1p、IPv4 DIFFSERV、IPv6 トラフィック クラス

に対応 
- MAC フィルタリング機能による未知のパケット ( ユニキャ

スト、マルチキャスト、VLAN) のフィルタリングまたは転送 
- 自己アドレス フィルタリングによるリングトポロジの実装 

• 包括的なコンフィグレーション レジスタアクセス

- 高速 4 線式 SPI( 最大 50 MHz)、I2C インターフェイスで

全ての内部レジスタにアクセス可能

- MII 管理 (MIIM、MDC/MDIO 2 線式 ) インターフェイスで

全ての PHY レジスタにアクセス可能

- 任意のデータポート経由のインバンド管理

- I/O ピンストラップ機能により、リセット時に I/O ピンから

特定のレジスタビットを設定

- 実行時に設定可能な制御レジスタ 
• 電源管理

- ケーブル切り離し時のエナジー ディテクト パワーダウン

モード

- 動的クロックツリー制御 
- 未使用ポートを個別にパワーダウン可能

- フルチップ ソフトウェア パワーダウン

- システム復帰トリガイベントのためのPME割り込み出力を

備えた Wake-On-LAN (WoL) スタンバイ パワーモード
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大切なお客様へ

弊社は、大切なお客様が Microchip 社製品を最適にお使いになれるよう、文書の作成に最善の努力を尽くしています。このため、

お客様のニーズにより的確にお応えできるよう継続的に文書の改善に努め、更新版をリリースする際に内容の見直しと充実を

図って参ります。 
本書に関してご質問またはご意見がございましたら、マーケティング コミュニケーション部宛てにメールでご連絡ください。

メールの宛先は docerrors@microchip.com です。皆様からのご意見をお待ちしております。

最新の文書

本書の最新版を入手するには、弊社ウェブサイトにご登録ください。

http://www.microchip.com

データシートのリビジョンは、各ページの欄外下隅に記載されている文書番号で確認できます。文書番号の最後の文字がリビ
ジョン番号を表します ( 例 : DS30000000A_JP であれば文書 DS30000000_JP のリビジョン A)。

エラッタ

現行のデバイスに対して、データシートとの動作上の微妙な相違点と推奨回避策を説明したエラッタシートを発行する場合が
あります。弊社はデバイスや文書に関する問題を認識した時点でエラッタを発行します。エラッタには該当するシリコンと文書の
リビジョンを明記しています。

お使いのデバイス向けにエラッタシートが発行されているかどうかは以下で確認できます。

• Microchip 社のウェブサイト : http://www.microchip.com
• Microchip 社営業所 ( 本書の最後のページに記載 )
お問い合わせの際は、お使いのデバイス、シリコンとデータシートのリビジョン ( 文書番号を含む ) をお知らせください。

お客様向け通知システム

弊社ウェブサイト (www.microchip.com) でご登録頂いた客様には、弊社の全製品に関する最新情報をお届けします。
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1.0 序章

1.1 用語集

表 1-1: 一般用語

用語 説明

10BASE-Te 2.5 V 信号、IEEE 802.3 準拠の 10 Mbps Ethernet
100BASE-TX IEEE 802.3u 準拠の 100 Mbps Fast Ethernet
1000BASE-T IEEE 802.3ab 準拠の 1000 Mbps Gigabit Ethernet
ADC アナログ / デジタル コンバータ

AN オート ネゴシエーション

BLW 基線変動

BPDU Bridge Protocol Data Unit: スパニングツリー プロトコルの情報を伝達するメッセージ

バイト 8 ビット

CRC Cyclic Redundancy Check: 巡回冗長検査
データ転送エラー検出のための一般的な方法です。Ethernet の CRC は 32 ビット長
です。

CSR Control and Status Registers: 制御 / ステータス レジスタ

DA Destination Address: 宛先アドレス

DWORD 32 ビット

FCS Frame Check Sequence: エラーの検出と訂正のために Ethernet フレームの末尾に追加
されるチェックサム文字

FID フレームまたはフィルタ ID
フレーム指定子を指定します。またはフィルタ指定子を指定します。 

FIFO 先入れ先出し方式のバッファ

FSM 有限ステートマシン

GPIO 汎用 I/O
ホスト 外部システム ( プロセッサ、アプリケーション ソフトウェア等を含む )
IGMP Internet Group Management Protocol: IPv4 ネットワークのマルチキャスト グループ 

メンバーシップを確立するために RFC 1112、RFC 2236、RFC 4604 が定義。

IPG Inter-Packet Gap: パケット間ギャップ。プロトコル上の理由でネットワーク規格が
定める、連続するデータパケットの間隔

ジャンボパケット 標準 Ethernet パケット (1518 バイト ) より大きなパケット
大きなパケットサイズは、帯域幅の使用効率の向上、オーバーヘッドの低減、処理工程
数の低減等を可能にします。

LSb 最下位ビット

LSB 最下位バイト

MAC Media Access Controller: メディアアクセス制御 (MAC) 層 ( データリンク層の副層 )
を実装するための機能ブロック 

MDI Medium Dependent Interface: ネットワークハブまたはスイッチが、ヌルモデム ケー
ブル ( クロスオーバー ケーブル ) を使わないでその他のハブまたはスイッチに接続で
きる Ethernet ポート接続

MDIX Media dependent Interface with Crossover: ネットワーク接続された端末 ( 例 : PC、
ワークステーション ) が、ヌルモデム ケーブル ( クロスオーバー ケーブル ) を使って
互いに接続できる Ethernet ポート接続

MIB Management Information Base: MIB はネットワーク デバイスの管理部分から構成さ
れる。これは、トラフィック レベルとフォルトの統計的監視を含み、ネットワーク 
ノードの動作パラメータ ( 静的転送アドレス ) を変更する事も可能。

MII Media Independent Interface: IEEE 802.3 仕様の定義に従い PHY レジスタにアクセス
するインターフェイス 
DS00002330B_JP - p.4  2018 Microchip Technology Inc.
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MIIM Media Independent Interface Management
MLD Multicast Listening Discovery: IPv6 ネットワークのマルチキャスト グループ メン

バーシップを確立するために RFC 3810 と RFC 4604 が定義したプロトコル 
MLT-3 Multi-Level Transmission-3: コードビットが「1」なら論理レベルの出力を 3 段階で変

化させ、コードビットが「0」なら論理レベルの出力を維持する符号化方式

MSb 最上位ビット

MSB 最上位バイト

NRZ Non Return to Zero: 信号のデータ符号化のタイプの 1 つ。ビットとビットの合間に
信号がゼロ状態に戻らない。 

NRZI Non Return to Zero Inverted: 「1」の場合に信号を反転し、「0」の場合に信号を維持
する符号化方式

N/A 該当なし

NC 未接続

OUI Organizationally Unique Identifier: ベンダー識別子

PHY ネットワーク内で物理層インターフェイス機能を実行するデバイスまたは機能ブロック 
PLL Phase Locked Loop: 位相ロックループ。入力 ( 参照 ) 信号の周波数において一定の

位相角を維持する ( ロックする ) ようにオシレータを制御する電子回路 
予約済み 予約済みのビットフィールドまたはアドレス

特に明記しない限り、書き込み時には予約ビットを 0 とする必要があります。特に
明記しない限り、予約ビットを読み出した時の値は保証されません。特に明記しない
限り、予約アドレスに対する読み出しまたは書き込みを実行してはいけません。

RTC リアルタイム クロック

SA Source Address: 送信元アドレス

SFD Start of Frame Delimiter: Ethernet フレームのプリアンブル終了を示す 8 ビット値

SQE Signal Quality Error( ハートビートとも呼ぶ )
SSD Start of Stream Delimiter: ストリームの先頭を示す区切り文字

TCP Transmission Control Protocol: 伝送制御プロトコル

UDP User Datagram Protocol: IP ネットワーク上で動作するコネクションレス型プロトコル

UTP Unshielded Twisted Pair: 通常 4 対のツイストペア線を含むケーブル 
UUID Universally Unique Identifier: 一意の識別子

VLAN Virtual Local Area Network: 仮想 LAN
ワード 16 ビット

表 1-1: 一般用語 ( 続き )
用語 説明
 2018 Microchip Technology Inc. DS00002330B_JP - p.5
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1.2 バッファタイプ

表 1-2: バッファタイプ

バッファタイプ 説明

I 入力

IPU 入力 ( プルアップ抵抗 (58 kΩ±30%) 内蔵 )
IPU/O 起動 / リセット時 : 入力 ( プルアップ抵抗 (58 kΩ±30%) 内蔵 ) 

通常動作中 : 出力ピン

IPD 入力 ( プルダウン抵抗 (58 kΩ±30%) 内蔵 )
IPD/O 起動 / リセット時 : 入力 ( プルダウン抵抗 (58 kΩ±30%) 内蔵 )

通常動作中 : 出力ピン

O8 シンク能力 8 mA、ソース能力 8 mA の出力

O24 シンク能力 24 mA、ソース能力 24 mA の出力

OPU 8 mA の出力 ( プルアップ抵抗 (58 kΩ±30%) 内蔵 )
OPD 8 mA の出力 ( プルダウン抵抗 (58 kΩ±30%) 内蔵 )

A アナログ

AIO アナログ入出力

ICLK 水晶振動子オシレータ入力ピン

OCLK 水晶振動子オシレータ出力ピン

P 電源

GND グランド

Note: 各種バッファの電気的特性はセクション 6.3、「電気的特性」(p. 167) を参照してください。
DS00002330B_JP - p.6  2018 Microchip Technology Inc.
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1.3 レジスタの分類

1.4 参考文献

• NXP 社の I2C バス仕様 (UM10204、2014 年 4 月 4 日 ): www.nxp.com/documents/user_manual/UM10204.pdf

表 1-3: レジスタの分類

レジスタビットの種別 レジスタビットの説明

R Read: この属性を持つレジスタまたはビットは読み出しが可能です。

W Write: この属性を持つレジスタまたはビットは書き込みが可能です。

RO Read Only: 読み出し専用です。書き込んでも何も変化しません。

RC Read to Clear: 読み出し後に値がクリアされます。書き込んでも何も変化しません。

WO Write Only: この属性を持つレジスタまたはビットを読み出すと、不定のデータが
返されます。

WC Write One to Clear: 1 を書き込むと値がクリアされます。0 を書き込んでも何も変化
しません。

LL Latch Low: 特定の RO ステータスビットに適用します。ステータス条件によって、
このビットは Low に変化すると、ステータス条件が変わっても読み出すまで Low 状態
を維持します。読み出すとラッチがクリアされ、ステータス条件で決まっている場合、
このビットは High になります。

LH Latch High: 特定の RO ステータスビットに適用します。このビットは、ステータス
条件によって High に変化すると、ステータス条件が変わっても読み出しまで High
状態を維持します。このビットを読み出すとラッチがクリアされ、ステータス条件で
決定付けられている場合、このビットは Low になる事ができます。

SC Self-Clearing: セットした後、内容は自動的にクリアされます。0 を書き込んでも何も
変化しません。内容の読み出しは可能です。

RESERVED Reserved Field: 互換性維持のため、特に明記しない場合、予約済みフィールドには
0 を書き込む必要があります。予約ビットを読み出した場合の値は保証されません。
 2018 Microchip Technology Inc. DS00002330B_JP - p.7
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2.0 はじめに

2.1 概要

KSZ9897R は IEEE 802.3 準拠の高集積ネットワーク デバイスです。レイヤ 2 マネージド Gigabit Ethernet スイッチ、

5x10BASE-Te/100BASE-TX/1000BASE-T 物理層トランシーバ (PHY) および関連する MAC ユニット、2xMAC ポートを

内蔵し、ホストプロセッサ / コントローラ、その他の Ethernet スイッチ、Ethernet PHY トランシーバに直接接続するた

めの個別に設定可能な RGMII/MII/RMII インターフェイスを備えています。

KSZ9897R は、業界トップレベルの Ethernet 技術に基づいており、ホスト処理を軽減し設計全体を合理化する以下の

機能を備えています。 

• ノンブロッキング ワイヤスピード Ethernet スイッチ ファブリック

• フル機能の転送およびフィルタリング制御 ( ポートベースのアクセス制御リスト (ACL) フィルタリングを含む )
• VLAN と QoS のフルサポート

• ポートごとの Ingress/Egress キューを備えた、トラフィック分類によるトラフィックの優先順位付け

• スパニングツリーのサポート

• IEEE 802.1X アクセス制御のサポート

ホストプロセッサは、KSZ9897R の PHY、MAC、スイッチの各機能を制御する全レジスタにアクセスできます。SPI
または I2C インターフェイス経由と、任意のデータポート経由のインバンド管理によって、レジスタ全体にアクセス

できます。PHY レジスタは MIIM インターフェイスでアクセスします。デジタル I/O の電源電圧レンジが広いため、

MAC ポートから 1.8/2.5/3.3 V のホストプロセッサ / コントローラ /FPGA と直接接続できます。

また、低消費電力スタンバイ動作のための Wake-On-LAN (WoL) を含む電源管理機能の堅牢な組み合わせは、エネルギ

効率の高いシステムの要件を満足するように設計されています。

KSZ9897R は、商業用 (0 ～ +70 ℃ ) および産業用 (-40 ～ +85 ℃ ) 温度レンジで提供しています。図 2-1 に KSZ9897R
の内部ブロック図を示します。

図 2-1: 内部ブロック図
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3.0 ピンの説明と設定

3.1 ピン割り当て

図 3-1 に、KSZ9897R のピン配置図を示します。表 3-1 に、KSZ9897R のピン割り当てを示します。各ピンの詳細は

セクション 3.2、「ピンの説明」で説明します。

図 3-1: ピン配置図 ( 上面 )

Note: 信号名末尾の「_N」は、その信号がアクティブ Low である事を示します。例えば、RESET_N はアクティブ
Low のリセット信号です。

各信号のバッファタイプは、セクション 3.2、「ピンの説明」のピンの説明表の「バッファタイプ」欄に
示しています。各バッファタイプの説明はセクション 1.2、「バッファタイプ」を参照してください。 

128-TQFP-EP
(Top View)

ISET
XI

XO

GND

TXRX5M_D
TXRX5P_D

AVDDL
TXRX5M_C
TXRX5P_C

TXRX5M_B
TXRX5P_B

TXRX5M_A
TXRX5P_A

NC

LED1_1
LED1_0

LED5_1
LED5_0

SCL/MDC
SCS_N

SDI/SDA/MDIO
SDO

TXRX4P_A
TXRX4M_A

TXRX4P_B
TXRX4M_B
TXRX4P_C
TXRX4M_C

TXRX4P_D
TXRX4M_D

TX_CLK6/REFCLKI6
TX_EN6/TX_CTL6
TX_ER6
COL6
TXD6_3
TXD6_2
TXD6_1
TXD6_0

RX_CLK6/REFCLKO6
RX_DV6/CRS_DV6/RX_CTL6
RX_ER6
CRS6

RXD6_3
RXD6_2
RXD6_1

33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64

128
127
126
125
124
123
122
121
120
119
118
117
116
115
114
113
112
111
110
109
108
107
106
105
104
103
102
101
100
99
98
97

AVDDH

AVDDL

AVDDL

AVDDH

AVDDH

AVDDL

AVDDH

AVDDH

AVDDL

DVDDL

DVDDL
DVDDL

DVDDL

GND

GND

GND
GND

VDDIO
VDDIO

(Connect exposed pad to ground with a via field)
GND
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Note 3-1 このピンは、ハードウェア / ソフトウェア リセットの際、コンフィグレーション ストラップの設定に
も使います。詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション ストラップ」を参照してください。

表 3-1: ピン割り当て

ピン ピン名 ピン ピン名 ピン ピン名 ピン ピン名

1 TXRX1P_A 33 AVDDH 65 RXD6_0 (Note 3-1) 97 SDO
2 TXRX1M_A 34 TXRX4P_A 66 TX_CLK7/REFCLKI7 98 SDI/SDA/MDIO
3 AVDDL 35 TXRX4M_A 67 TX_EN7/TX_CTL7 99 VDDIO
4 TXRX1P_B 36 AVDDL 68 TX_ER7 100 SCS_N
5 TXRX1M_B 37 TXRX4P_B 69 COL7 101 SCL/MDC
6 TXRX1P_C 38 TXRX4M_B 70 TXD7_3 102 LED5_0
7 TXRX1M_C 39 TXRX4P_C 71 TXD7_2 103 LED5_1 (Note 3-1)

8 TXRX1P_D 40 TXRX4M_C 72 TXD7_1 104 DVDDL
9 TXRX1M_D 41 AVDDL 73 TXD7_0 105 LED1_0

10 AVDDH 42 TXRX4P_D 74 DVDDL 106 LED1_1 (Note 3-1)

11 DVDDL 43 TXRX4M_D 75 RX_CLK7/REFCLKO7 107 GND
12 TXRX2P_A 44 AVDDH 76 RX_DV7/CRS_DV7/

RX_CTL7 (Note 3-1)
108 NC

13 TXRX2M_A 45 DVDDL 77 VDDIO 109 GND
14 AVDDL 46 GND 78 RX_ER7 110 DVDDL
15 TXRX2P_B 47 GND 79 CRS7 111 AVDDH
16 TXRX2M_B 48 TX_CLK6/REFCLKI6 80 RXD7_3 (Note 3-1) 112 TXRX5P_A
17 TXRX2P_C 49 TX_EN6/TX_CTL6 81 RXD7_2 (Note 3-1) 113 TXRX5M_A
18 TXRX2M_C 50 TX_ER6 82 RXD7_1 (Note 3-1) 114 AVDDL
19 AVDDL 51 COL6 83 RXD7_0 (Note 3-1) 115 TXRX5P_B
20 TXRX2P_D 52 TXD6_3 84 GND 116 TXRX5M_B
21 TXRX2M_D 53 TXD6_2 85 LED4_0 (Note 3-1) 117 TXRX5P_C
22 AVDDH 54 TXD6_1 86 LED4_1 (Note 3-1) 118 TXRX5M_C
23 DVDDL 55 TXD6_0 87 DVDDL 119 AVDDL
24 TXRX3P_A 56 DVDDL 88 LED3_0 120 TXRX5P_D
25 TXRX3M_A 57 RX_CLK6/REFCLKO6 89 LED3_1 (Note 3-1) 121 TXRX5M_D
26 TXRX3P_B 58 RX_DV6/CRS_DV6/

RX_CTL6
90 NC 122 AVDDH

27 TXRX3M_B 59 RX_ER6 91 LED2_0 (Note 3-1) 123 GND
28 TXRX3P_C 60 CRS6 92 LED2_1 (Note 3-1) 124 AVDDL
29 TXRX3M_C 61 VDDIO 93 PME_N 125 XO
30 AVDDL 62 RXD6_3 (Note 3-1) 94 INTRP_N 126 XI
31 TXRX3P_D 63 RXD6_2 (Note 3-1) 95 CLKO_25_125 127 ISET
32 TXRX3M_D 64 RXD6_1 (Note 3-1) 96 RESET_N 128 AVDDH

露出パッドは GND に接続する事
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3.2 ピンの説明

以下では、各種デバイス信号の機能を説明します。 

表 3-2: ピンの説明

名前 記号
バッファ
タイプ

説明

ポート 5 ～ 1 Gigabit Ethernet ピン

Port 5-1 
Ethernet TX/
RX Pair A +

TXRX[5:1]P_A AIO ポート 5 ～ 1 1000BASE-T 差動データペア A (+)
Note: 100BASE-TXと 10BASE-Teも、AおよびBペアでサポート

しています。

Port 5-1 
Ethernet TX/
RX Pair A -

TXRX[5:1]M_A AIO ポート 5 ～ 1 1000BASE-T 差動データペア A (-)
Note: 100BASE-TXと 10BASE-Teも、AおよびBペアでサポート

しています。

Port 5-1 
Ethernet TX/
RX Pair B +

TXRX[5:1]P_B AIO ポート 5 ～ 1 1000BASE-T 差動データペア B (+)
Note: 100BASE-TXと 10BASE-Teも、AおよびBペアでサポート

しています。

Port 5-1 
Ethernet TX/
RX Pair B -

TXRX[5:1]M_B AIO ポート 5 ～ 1 1000BASE-T 差動データペア B (-)
Note: 100BASE-TXと 10BASE-Teも、AおよびBペアでサポート

しています。

Port 5-1 
Ethernet TX/
RX Pair C +

TXRX[5:1]P_C AIO ポート 5 ～ 1 1000BASE-T 差動データペア C (+)

Port 5-1 
Ethernet TX/
RX Pair C -

TXRX[5:1]M_C AIO ポート 5 ～ 1 1000BASE-T 差動データペア C (-)

Port 5-1 
Ethernet TX/
RX Pair D +

TXRX[5:1]P_D AIO ポート 5 ～ 1 1000BASE-T 差動データペア D (+)

Port 5-1 
Ethernet TX/
RX Pair D -

TXRX[5:1]M_D AIO ポート 5 ～ 1 1000BASE-T 差動データペア D (-)

ポート 7 ～ 6 RGMII/MII/RMII ピン

Port 7-6
Transmit/
Reference 

Clock

TX_CLK[7:6]/
REFCLKI[7:6]

I/O8 MII モード : TX_CLK[7:6] はポート 7 ～ 6 の 25/2.5 MHz 送信クロック
です。このピンは PHY モードでは出力、MAC モードでは入力です。

RMII モード : REFCLKI[7:6] は、RMII 通常モードではポート 7 ～
6 の 50 MHz 参照クロック入力です。
このピンは RMII クロックモードでは使いません。

RGMII モード : TX_CLK[7:6] はポート 7 ～ 6 の 125/25/2.5 MHz 送
信クロック入力です。

Port 7-6
Transmit 

Enable/Control

TX_EN[7:6]/
TX_CTL[7:6]

IPD MII/RMII モード : TX_EN[7:6] はポート 7 ～ 6 の送信イネーブルです。

RGMII モード : TX_CTL[7:6] はポート 7 ～ 6 の送信制御です。 
Port 7-6

Transmit Error
TX_ER[7:6] IPD MII モード : ポート 7 ～ 6 送信エラー入力

RMII/RGMII モード : 未使用。これらの動作モードでは
このピンは接続しません。
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Port 7-6
Collision 
Detect

COL[7:6] IPD/O8 MII モード : ポート 7 ～ 6 コリジョン検出。このピンは PHY モード
では出力、MAC モードでは入力です。 

RMII/RGMII モード : 未使用。これらの動作モードではこのピンは
接続しません。

Port 7-6
Transmit Data 

3

TXD[7:6]_3 IPD MII/RGMII モード : ポート 7 ～ 6 送信データバスのビット 3

RMII モード : 未使用。この動作モードではこのピンは接続しません。

Port 7-6
Transmit Data 

2

TXD[7:6]_2 IPD MII/RGMII モード : ポート 7 ～ 6 送信データバスのビット 2

RMII モード : 未使用。この動作モードではこのピンは接続しません。

Port 7-6
Transmit Data 

1

TXD[7:6]_1 IPD MII/RMII/RGMII モード : ポート 7 ～ 6 送信データバスのビット 1

Port 7-6
Transmit Data 

0

TXD[7:6]_0 IPD MII/RMII/RGMII モード : ポート 7 ～ 6 送信データバスのビット 0

Port 7-6
Receive/

Reference 
Clock

RX_CLK[7:6]/
REFCLKO[7:6]

I/O24 MII モード : RX_CLK[7:6] はポート 7 ～ 6 の 25/2.5 MHz 受信クロック
です。このピンは PHY モードでは出力、MAC モードでは入力です。

RMII モード : REFCLKO[7:6] は、RMII クロックモードではポート
7 ～ 6 の 50 MHz 参照クロック出力です。このピンは RMII 通常
モードでは使いません。

RGMII モード : RX_CLK[7:6] はポート 7 ～ 6 の 125/25/2.5 MHz 受信
クロック出力です。

Port 7-6
Receive Data 
Valid / Carrier 

Sense / 
Control

RX_DV[7:6]/
CRS_DV[7:6]/
RX_CTL[7:6]

IPD/O24 MII モード : RX_DV[7:6] はポート 7 ～ 6 の受信データ有効 (Receive 
Data Valid) 出力です。 

RMII モード : CRS_DV[7:6] はキャリア検出 / 受信データ有効
(Receive Data Valid) 出力です。

RGMII モード : RX_CTL[7:6] は受信制御出力です。

Note: RX_DV7/CRS_DV7/RX_CTL7 ピンは、ハードウェア /
ソフトウェア リセットの際、コンフィグレーション スト
ラップの設定にも使います。詳細はセクション 3.2.1、

「コンフィグレーション ストラップ」を参照してください。 
Port 7-6

Receive Error
RX_ER[7:6] IPD/O24 MII モード : ポート 7 ～ 6 受信エラー出力

RMII/RGMII モード : 未使用。これらの動作モードではこのピンは
接続しません。

Port 7-6
Carrier Sense

CRS[7:6] IPD/O8 MII モード : ポート 7 ～ 6 キャリア検出です。このピンは PHY モード
では出力、MAC モードでは入力です。

RMII/RGMII モード : 未使用。これらの動作モードではこのピンは
接続しません。

表 3-2: ピンの説明 ( 続き )

名前 記号
バッファ
タイプ

説明
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Port 7-6
Receive Data 3

RXD[7:6]_3 IPD/O24 MII/RGMII モード : ポート 7 ～ 6 受信データバスのビット 3

RMII モード : 未使用。この動作モードではこのピンは接続しません。

Note: これらピンは、ハードウェア / ソフトウェア リセット
の際、コンフィグレーション ストラップの設定にも使い
ます。詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション
ストラップ」を参照してください。 

Port 7-6
Receive Data 2

RXD[7:6]_2 IPD/O24 MII/RGMII モード : ポート 7 ～ 6 受信データバスのビット 2

RMII モード : 未使用。この動作モードではこのピンは接続しません。

Note: これらピンは、ハードウェア / ソフトウェア リセット
の際、コンフィグレーション ストラップの設定にも使い
ます。詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション
ストラップ」を参照してください。 

Port 7-6
Receive Data 1

RXD[7:6]_1 IPD/O24 MII/RMII/RGMII モード : ポート 7 ～ 6 受信データバスのビット 1
Note: これらピンは、ハードウェア / ソフトウェア リセット

の際、コンフィグレーション ストラップの設定にも使い
ます。詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション
ストラップ」を参照してください。 

Port 7-6
Receive Data 0

RXD[7:6]_0 IPD/O24 MII/RMII/RGMII モード : ポート 7 ～ 6 受信データバスのビット 0
Note: これらピンは、ハードウェア / ソフトウェア リセット

の際、コンフィグレーション ストラップの設定にも使い
ます。詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション
ストラップ」を参照してください。 

SPI/I2C/MIIM インターフェイス ピン

SPI/I2C/MIIM 
Serial Clock

SCL/MDC IPU SPI/I2C モード : SCL シリアルクロック

MIIM モード : MDC シリアルクロック

SPI Data Out SDO O8 SPI モード : データ出力 (MISO とも呼ぶ )

I2C/MIIM モード : 未使用

SPI Data In / 
I2C/MIIM Data 

In/Out

SDI/SDA/MDIO IPU/O8 SPI モード : SDI データ入力 (MOSI とも呼ぶ )

I2C モード : SDA データ入出力

MIIM モード : MDIO データ入出力

出力状態の場合、SDI と MDIO はオープンドレイン信号です。
VDDIO への外付けプルアップ抵抗 (1.0 ～ 4.7 kΩ) が必要です。

SPI Chip 
Select

SCS_N IPU SPI モード : チップセレクト ( アクティブ Low)

I2C/MIIM モード : 未使用

表 3-2: ピンの説明 ( 続き )

名前 記号
バッファ
タイプ

説明
 2018 Microchip Technology Inc. DS00002330B_JP - p.13



KSZ9897R
LED ピン

Port 1
LED Indicator 0

LED1_0 IPU/O8 ポート 1 の LED インジケータ 0
アクティブ Low の出力が電流をシンクし外付け LED を点灯させます。

Port 1
LED Indicator 1

LED1_1 IPU/O8 ポート 1 の LED インジケータ 1
アクティブ Low の出力が電流をシンクし外付け LED を点灯させます。

Note: このピンは、ハードウェア / ソフトウェア リセットの際、
コンフィグレーション ストラップの設定にも使います。
詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション スト
ラップ」を参照してください。 

Port 2
LED Indicator 0

LED2_0 IPU/O8 ポート 2 の LED インジケータ 0
アクティブ Low の出力が電流をシンクし外付け LED を点灯させます。

Note: このピンは、ハードウェア / ソフトウェア リセットの際、
コンフィグレーション ストラップの設定にも使います。
詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション スト
ラップ」を参照してください。 

Port 2
LED Indicator 1

LED2_1 IPU/O8 ポート 2 の LED インジケータ 1
アクティブ Low の出力が電流をシンクし外付け LED を点灯させます。

Note: このピンは、ハードウェア / ソフトウェア リセットの際、
コンフィグレーション ストラップの設定にも使います。
詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション スト
ラップ」を参照してください。 

Port 3
LED Indicator 0

LED3_0 IPU/O8 ポート 3 の LED インジケータ 0
アクティブ Low の出力が電流をシンクし外付け LED を点灯させます。

Port 3
LED Indicator 1

LED3_1 IPU/O8 ポート 3 の LED インジケータ 1
アクティブ Low の出力が電流をシンクし外付け LED を点灯させます。

Note: このピンは、ハードウェア / ソフトウェア リセットの際、
コンフィグレーション ストラップの設定にも使います。
詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション スト
ラップ」を参照してください。 

Port 4
LED Indicator 0

LED4_0 IPU/O8 ポート 4 の LED インジケータ 0
アクティブ Low の出力が電流をシンクし外付け LED を点灯させます。

Note: このピンは、ハードウェア / ソフトウェア リセットの際、
コンフィグレーション ストラップの設定にも使います。
詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション スト
ラップ」を参照してください。 

Port 4
LED Indicator 1

LED4_1 IPU/O8 ポート 4 の LED インジケータ 1
アクティブ Low の出力が電流をシンクし外付け LED を点灯させます。

Note: このピンは、ハードウェア / ソフトウェア リセットの際、
コンフィグレーション ストラップの設定にも使います。
詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション スト
ラップ」を参照してください。 

Port 5
LED Indicator 0

LED5_0 IPU/O8 ポート 5 の LED インジケータ 0
アクティブ Low の出力が電流をシンクし外付け LED を点灯させます。

Port 5
LED Indicator 1

LED5_1 IPU/O8 ポート 5 の LED インジケータ 1
アクティブ Low の出力が電流をシンクし外付け LED を点灯させます。

Note: このピンは、ハードウェア / ソフトウェア リセットの際、
コンフィグレーション ストラップの設定にも使います。
詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション スト
ラップ」を参照してください。 

表 3-2: ピンの説明 ( 続き )

名前 記号
バッファ
タイプ

説明
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その他のピン

Interrupt INTRP_N OPU アクティブ Low、オープンドレインの割り込み

Note: このピンには外付けプルアップ抵抗が必要です。 
Power

Management
Event

PME_N O8 電源管理イベント
この出力信号は、エナジー ディテクト イベントが発生した事を示し
ます。システムを低消費電力モードから復帰させるためのものです。 

Note: アサートの極性はプログラマブル ( 既定値はアクティブ
Low) です。アクティブ Low 動作の場合、外付けプル
アップ抵抗が必要です。アクティブ High 動作の場合、
外付けプルダウン抵抗が必要です。 

System Reset RESET_N IPU アクティブ Low のシステムリセット 
本デバイスは、起動中またはその後にリセットする必要があります。
パワーオン リセット用に RC 回路を推奨します。 

Crystal Clock / 
Oscillator Input

XI ICLK 水晶振動子クロック / オシレータ入力 
25 MHz 水晶振動子を使う場合、この入力は水晶振動子の片方のピン
に接続します。オシレータを使う場合、このピンはオシレータから
の入力になります。水晶振動子オシレータの公差は ±50 ppm である
事が必要です。 

Crystal Clock 
Output

XO OCLK 水晶振動子クロック / オシレータ出力 
25 MHz 水晶振動子を使う場合、この出力は水晶振動子の片方のピン
に接続します。オシレータを使う場合、このピンは未接続のままにし
ます。 

25/125MHz 
Reference 

Clock Output

CLKO_25_125 O24 水晶振動子入力からの 25/125 MHz 参照クロック出力 

Transmit 
Output Current 

Set Resistor

ISET A 送信出力電流の設定抵抗です。
このピンは物理的な送信出力電流を設定します。6.04 kΩ±1% の抵抗
を介して GND に接続する必要があります。

No Connect NC - 未接続。このピンを接続すると正しく動作しません。

電源 / グランドピン

+3.3/2.5/1.8V
I/O Power

VDDIO P +3.3 V/+2.5 V/+1.8 V I/O 電源

+2.5V
Analog Power

AVDDH P +2.5 V アナログ電源 

+1.2V
Analog Power

AVDDL P +1.2 V アナログ電源

+1.2V
Digital Power

DVDDL P +1.2 V デジタル電源

Ground GND GND グランド ( ピンおよびパッド )

表 3-2: ピンの説明 ( 続き )

名前 記号
バッファ
タイプ

説明
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3.2.1 コンフィグレーション ストラップ

KSZ9897R はコンフィグレーション ストラップを利用してデバイスを各種モードに設定します。RESET_N が Low の間、

これらのピンはハイ インピーダンスになります。これらのピンを High または Low 状態にするため、プルアップ / ダウン

抵抗を使います。これらのピンは、RESET_N の立ち上がりエッジで内部的にサンプリングされます。これらのピン

は全て、コンフィグレーション ストラップの既定値のレベルを設定する弱プルアップまたはプルダウン抵抗を内蔵し

ています。LED ピンを Low 固定するには、750 Ω ～ 1 kΩ の外付けプルダウン抵抗を使います。LED ピン以外を High
固定するには、VDDIO への 1 ～ 10 kΩ の外付けプルアップ抵抗を使います。RESET_N が High になると、これらの

ピンは全て駆動された出力になります。

内部プルアップ / ダウン抵抗は強くないため、基板上またはこれらのピンに接続されたデバイス内にあるその他のプル

アップ / ダウン抵抗を考慮する必要があります。

LED ピンが直接 LED を駆動している場合、ストラップ設定レベルに対する LED と LED 負荷抵抗の影響を考慮する

必要があります。これが、LED ピンを Low に引くために小さな値の抵抗を使う理由です。この影響は、VDDIO より

高い電圧で LED を駆動する場合、特に顕著です。

表 3-3 に、コンフィグレーション ストラップピンとそれらに関連する機能の詳細を示します。

表 3-3: コンフィグレーション ストラップの説明

コンフィグレーション 
ストラップピン

説明

LED1_1 フロー制御 ( 全ポート )
0: フロー制御無効 
1: フロー制御有効 ( 既定値 )

LED2_1 リンクアップ モード ( 全 PHY)
0: 高速リンクアップ : オート ネゴシエーションと Auto MDI/MDI-X を無効にする
1: 通常リンクアップ : オート ネゴシエーションと Auto-MDI/MDI-X を有効にする ( 既定値 ) 

Note: 高速リンクアップはオート ネゴシエーションとオート クロスオーバーを無効
にするので、特殊な応用にのみ適しています。

LED2_0, LED4_0 ストラップイン時に LED2_1 = 1 の場合 ( 通常リンクアップ ):
[LED2_0, LED4_0]: オート ネゴシエーション有効 ( 全 PHY)/NAND ツリー テストモード
00: 予約済み
01: オート ネゴシエーション無効
10: NAND ツリー テストモード
11: オート ネゴシエーション有効 ( 既定値 )

ストラップイン時に LED2_1 = 0 の場合 ( 高速リンクアップ、全 PHY が全二重 ):
LED2_0: 1000BASE-Tマスタ / スレーブモード、10/100BASE-T MDI/MDI-Xモード (全PHY)
0: 1000BASE-T: スレーブモード
    10/100BASE-T: MDI-X
1: 1000BASE-T: マスタモード ( 既定値 )
    10/100BASE-T: MDI( 既定値 )
LED4_0: PHY 速度選択 ( 全 PHY)
0: 1000BASE-T
1: 100BASE-TX( 既定値 )

LED4_1, LED3_1 [LED4_1, LED3_1]: 管理インターフェイス モード
00: MIIM (MDIO)
01: I2C
1x: SPI( 既定値 )

LED5_1 起動時のスイッチ イネーブル 
0: スイッチ起動を無効にする ( スイッチ動作レジスタのスイッチ起動ビットがセットされ

るまでスイッチはパケットを転送しません。) 
1: スイッチ起動を有効にする ( リセット後、スイッチはただちにパケットを転送します。)

( 既定値 )
RXD6_3, RXD6_2 [RXD6_3, RXD6_2]: ポート 6 モード

00: RGMII( 既定値 )
01: RMII
10: 予約済み
11: MII
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RXD6_1 ポート 6 MII/RMII モード
0: MII: PHY モード ( 既定値 )

RMII: クロックモード。RMII 50 MHz 参照クロックが REFCLKO6 に出力される ( 既定値 )
RGMII: 影響なし

1: MII: MAC モード
RMII: 通常モード。RMII 50 MHz 参照クロックが REFCLKO6 に入力される
RGMII: 影響なし

RXD6_0 ポート 6 速度選択
0: 1000 Mbps モード ( 既定値 )
1: 10/100 Mbps モード 

Note: ポート6がMIIまたはRMIIに設定されている場合、速度を100 Mbpsに設定します。
RXD7_3, RXD7_2 [RXD7_3, RXD7_2]: ポート 7 モード

00: RGMII( 既定値 )
01: RMII
10: 予約済み
11: MII

RXD7_1 ポート 7 MII/RMII モード
0: MII: PHY モード ( 既定値 )

RMII: クロックモード。RMII 50 MHz 参照クロックが REFCLKO7 に出力される ( 既定値 )
RGMII: 影響なし

1: MII: MAC モード
RMII: 通常モード。RMII 50 MHz 参照クロックが REFCLKI7 に入力される
RGMII: 影響なし

RXD7_0 ポート 7 速度選択
0: 1000 Mbps モード ( 既定値 )
1: 10/100 Mbps モード 

Note: ポート7がMIIまたはRMIIに設定されている場合、速度を100 Mbpsに設定します。
RX_DV7/CRS_DV7/

RX_CTL7
インバンド管理
0: インバンド管理を無効にする ( 既定値 )
1: インバンド管理を有効にする

表 3-3: コンフィグレーション ストラップの説明 ( 続き )
コンフィグレーション 

ストラップピン
説明
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4.0 機能説明

このセクションでは、以下に示す機能を説明します。

• 物理層トランシーバ (PHY)
• LED
• MAC (Media Access Controller)
• スイッチ

• NAND ツリーのサポート

• クロッキング

• 電源

• 電源管理

• 管理インターフェイス

• インバンド管理

• MAC インターフェイス (RGMII/MII/RMII ポート 6 ～ 7)

4.1 物理層トランシーバ (PHY)
ポート 1 ～ 5 は、標準の 4 ペアシールドなしツイストペア (UTP)、CAT-5 またはそれ以上の仕様の Ethernet ケーブル

で 3 段階の速度 (10BASE-Te、100BASE-TX、1000BASE-T) によるデータ送受信をサポートする完全一体型 Ethernet
物理層トランシーバを備えています。

本デバイスは 4 つの差動ペアに内部終端抵抗を備えているため、外付け終端抵抗は不要です。終端抵抗およびバイアス

印加機能を内蔵しているため、外付け部品を使う場合と比べて大幅に電力を節約できます。

本デバイスは、差動ペアの誤った配置と逆極性を自動的に検出して修正できます。また 1000BASE-T 動作の場合、

IEEE 802.3 規格の仕様に従って 4 つの差動ペア間の伝播遅延の差を修正できます。

4.1.1 1000BASE-T トランシーバ

1000BASE-T トランシーバはミクストシグナル / デジタルシグナル処理 (DSP) アーキテクチャに基づき、アナログ

フロントエンド、デジタル チャンネル イコライザ、トレリス エンコーダ / デコーダ、エコーキャンセラ、クロストーク

キャンセラ、高精度クロックリカバリ スキーム、高電力効率ラインドライバを備えています。

4.1.1.1 アナログ エコーキャンセル回路

1000BASE-T モードでは、アナログ エコーキャンセル回路によって近端エコーを低減します。このアナログ ハイブ

リッド回路は ADC と適応型イコライザの負担を軽減します。この回路は 10BASE-Te/100BASE-TX モードでは無効

です。

4.1.1.2 自動ゲイン制御 (AGC)
1000BASE-T モードでは、自動ゲイン制御回路が信号レベルを増幅するための初期ゲイン調整を行います。この前段

コンディショニング回路を使う事で、受信信号の信号 / ノイズ比が向上します。

4.1.1.3 A/D コンバータ (ADC)
1000BASE-T モードでは、A/D コンバータ (ADC) が受信信号をデジタル化します。ADC 性能は、トランシーバの総合

性能にとって非常に重要です。この回路は 10BASE-Te/100BASE-TX モードでは無効です。

4.1.1.4 タイミング リカバリ回路

1000BASE-T モードでは、ミクストシグナル クロックリカバリ回路とデジタル位相ロックループ (PLL) の組み合わせ

により、受信データからタイミング情報を復元して追跡します。受信信号の信号 / ノイズ比を最大限に高めるため、

デジタル PLL の長期的ジッタは非常に低く抑えられています。

1000BASE-T スレーブ PHY は、受信データから復元した正確な受信クロック周波数を、1000BASE-T マスタ PHY へ

返信する必要があります。そうしないと、長い伝送の後でマスタとスレーブが同期しなくなります。これは、エコー
キャンセルと NEXT の除去を容易にする効果も提供します。
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4.1.1.5 適応型イコライザ

1000BASE-T モードでは、適応型イコライザが以下の機能を提供します。

• 部分応答信号の検出

• NEXT およびエコーノイズの低減

• チャンネル イコライゼーション

インピーダンス不整合のためにアナログ ハイブリッド回路で除去されなかった残留エコーは信号クオリティを低下

させます。本デバイスは、デジタル エコーキャンセラを使って、受信信号のエコー成分をさらに削減します。

1000BASE-T モードでは、データの送受信は 4 ペアのケーブル (4 チャンネル ) の全てで同時に発生します。このため、

隣接したケーブルから高周波クロストークが発生します。本デバイスは各受信チャンネルで 3 つの NEXT キャンセラ

を使う事により、他の 3 チャンネルによって誘起されるクロストークを最小限に抑えます。

10BASE-Te/100BASE-TX モードの場合、適応型イコライザはシンボル間干渉の除去と受信データのチャンネル損失

の復元だけを実行します。

4.1.1.6 トレリス エンコーダおよびデコーダ

1000BASE-T モードでは、8 ビットの送信データは 9 ビットシンボルへスクランブルされ、さらに 4D-PAM5 シンボル

へエンコードされます。受信側では、アイドル ストリームが最初に検査されます。スクランブラ シード、ペア間

スキュー、ペアの順番、極性はロジックによって解決する必要があります。受信した 4D-PAM5 データは、9 ビット

シンボルへ変換され、8 ビットデータへデスクランブルされます。

4.1.2 100BASE-TX トランシーバ

4.1.2.1 100BASE-TX 送信

100BASE-TX 送信機能はパラレルからシリアルへの変換、4B/5B コーディング、スクランブル、NRZ から NRZI への

変換、MLT3 エンコード / 送信を実行します。

回路はパラレル - シリアル変換で始まります。これは MAC からの MII データを 125 MHz のシリアル ビットストリームに

変換します。次に、データおよび制御ストリームが 4B/5B コーディングに変換され、その後にスクランブラが続きます。

シリアルに変換されたデータは NRZ から NRZI フォーマットへ変換された後に、MLT3 電流出力で送信されます。

出力電流は、ISET の 1 本の外付け抵抗によって 1:1 の変圧比向けに設定されます。

出力信号は 4 ns (typ.) の立ち上がり / 立ち下がり時間を有し、振幅バランス、オーバーシュート、タイミングジッタ

に関する ANSI TP-PMD 規格に適合します。波形整形した 10BASE-Te 出力のドライバも 100BASE-TX ドライバに組み

込まれています。

4.1.2.2 100BASE-TX 受信

100BASE-TX レシーバ機能は適応型イコライズ、DC リカバリ、MLT3 から NRZI への変換、データ / クロックリカバリ、

NRZI から NRZ への変換、デスクランブル、4B/5B デコード、シリアルからパラレルへの変換を実行します。

受信側は、ツイストペア ケーブルの符号間干渉 (ISI) を補償するためのイコライザ フィルタで始まります。振幅損失と

位相歪みはケーブル長によって変化するため、性能を最適化するためにイコライザは特性を調整する必要があります。
本回路の可変イコライザは、受信信号強度を既知のケーブル特性に対して比較する事で初期の推定を行い、最適に自己
調整します。この処理を継続的に実行する事で、温度等の環境条件の変化に対して自己調整します。

イコライザで処理された信号は DC リカバリおよびデータ変換ブロックを経由します。DC リカバリ回路は、Baseline
Wander の影響を補償する事でダイナミック レンジを向上させます。差動データ変換回路は、MLT3 フォーマットを

NRZI へ変換し戻します。スライスするしきい値も適応型です。

クロックリカバリ回路は、NRZI 信号のエッジから 125 MHz クロックを抽出します。この復元されたクロックを使って、

NRZI 信号を NRZ フォーマットへ変換します。この信号はデスクランブラを経由して 45/4B デコーダへ伝送されます。

最後に、NRZ シリアルデータが MII フォーマットへ変換され、MAC への入力データとして提供されます。

4.1.2.3 スクランブラ / デスクランブラ

スクランブラの目的は、信号のパワースペクトルを拡散させて電磁干渉 (EMI) と Baseline Wander を低減させる事です。

スクランブラは 100BASE-TX にのみ使います。

送信データは、11 ビット幅の線形帰還シフトレジスタ (LFSR) を使ってスクランブルします。スクランブラは 2047
ビットの非反復配列を生成します。次にレシーバは、トランスミッタと同じ配列を使って受信データストリームを
デスクランブルします。
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4.1.3 10BASE-Te トランシーバ

10BASE-Te は、2.5 V 電源で動作する 10BASE-T の省電力版です。送信信号振幅が小さく、CAT-5 ケーブルが必要です。

CAT-5 ケーブルを使った場合、10BASE-T と 100 m まで相互運用可能です。

4.1.3.1 10BASE-Te 送信

10BASE-Te ドライバは 100BASE-TX ドライバに組み込まれており、同じパルストランスを使って送信できます。

これらの信号は内部的に波形成形およびプリエンファシスされ1.75 V (typ.)振幅(10BASE-Tの送信振幅は2.5 V (typ.))
で出力されます。全て「1」のマンチェスタ エンコード信号で駆動した場合高調波成分は基本周波数成分よりも 27 dB
下回ります。

4.1.3.2 10BASE-Te 受信

受信側では、入力バッファとレベル検出スケルチ回路を使います。差動入力レシーバ回路と位相ロックループ (PLL) は、

デコーディング機能を実行します。

マンチェスタ エンコーディングされたデータストリームは、クロック信号と NRZ データに分離されます。スケルチ

回路は、400 mV 未満の低レベル信号または幅の短いパルスを取り除く事で、RXP1 または RXM1 入力のノイズによる

デコーダの誤トリガを防ぎます。入力がスケルチリミットを超えると、PLL は受信信号を追跡し、本デバイスはデータ

フレームをデコードします。レシーバクロックは、アイドル期間中 ( データを受信してから次のデータを受信するま

での間 ) に動作を維持します。

4.1.4 Auto MDI/MDI-X
Auto MDI/MDI-X 機能 ( オート クロスオーバーとも呼ぶ ) により、本デバイスとリンクパートナーとの接続にストレート

ケーブルとクロスケーブルのどちらを使うかべきか判断する必要がなくなります。この自動検出機能は、リンク
パートナーから MDI/MDI-X ペアのマッピングを検出し、それに応じて本デバイスの MDI/MDI-X ペアを割り当てます。

表 4-1 に、MDI/MDI-X ピンマッピングに対応する本デバイスの 10/100/1000 Mbps のピン設定の割り当てを示します。

Auto MDI/MDI-X 機能は既定値により有効です。この機能はポート制御レジスタを使って無効にできます。Auto MDI/
MDI-X が無効の場合、ポート制御レジスタは MDI と MDI-X の設定を選択するのにも使えます。

Auto MDI/MDI-X 機能をサポートするため、対称の送受信データパスを持つパルストランスを推奨します。

4.1.5 ペアスワップ、アラインメント、極性チェック

1000Base-T モードでは、本デバイスは以下を行います。

• 不正なチャンネル順を検出し、A/B/C/D ペア (4 チャンネル ) のペア順を自動的に復元します。

• IEEE 802.3 規格に従い、チャンネルのペア間で 50±10 ns の伝播遅延差をサポートしています。また、修正された
4 ペアのデータシンボルが同期するよう、データスキューを自動的に修正します。

差動信号の不正なペア極性は、全ての速度で自動的に修正されます。

4.1.6 波形整形、スルーレート制御、部分応答

通信システムでは、信号伝送エンコード手法を使ってノイズ整形機能を提供し、伝送チャンネルの歪みとエラー
を最小限に抑えます。

• 1000BASE-T の場合、特別な部分応答信号手法を使って、伝送パスに帯域幅制限機能を提供します。

• 100BASE-TX の場合、簡潔なスルーレート制御手法を使って、EMI を最小限に抑えます。

• 10BASE-Te の場合、プリエンファシスを使って、ケーブルを通過する信号のクオリティを向上させます。

表 4-1: MDI/MDI-X ピンの定義

ピン (RJ45 ペア )
MDI MDI-X

1000BASE-T 100BASE-TX 10BASE-Te 1000BASE-T 100BASE-TX 10BASE-Te
TXRXxP/M_A (1,2) A+/- TX+/- TX+/- B+/- RX+/- RX+/-
TXRXxP/M_B (3,6) B+/- RX+/- RX+/- A+/- TX+/- TX+/-
TXRXxP/M_C (4,5) C+/- 未使用 未使用 D+/- 未使用 未使用

TXRXxP/M_D (7,8) D+/- 未使用 未使用 C+/- 未使用 未使用
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4.1.7 オート ネゴシエーション

本デバイスは、オート ネゴシエーション プロトコル (IEEE 802.3 参照 ) に準拠しています。オート ネゴシエーションに

より、互いに共通する最良の動作モードをリンクパートナーが選択できるようにする事で、各ポートは 10BASE-Te、
100BASE-TX、1000BASE-T のいずれかで動作できます。オート ネゴシエーション中に、リンクパートナー同士は

リンクを介して互いに自分の能力を宣言し合い、自分の機能とパートナーから受信した機能を比較します。そして、
双方で共通する最速の通信速度 (10/100/1000) と全二重 / 半二重の組み合わせを動作モードとして選択します。

下表に、動作モード ( 速度と全二重 / 半二重の組み合わせ ) を、優先度の高い順番に示します。

• 優先順位 1: 1000BASE-T/ 全二重

• 優先順位 2: 1000BASE-T/ 半二重

• 優先順位 3: 100BASE-TX/ 全二重

• 優先順位 4: 100BASE-TX/ 半二重

• 優先順位 5: 10BASE-Te/ 全二重

• 優先順位 6: 10BASE-Te/ 半二重

KSZ9897R のリンクパートナーがオート ネゴシエーションをサポートしていない場合、または 10BASE-Te および

100BASE-TX モードのオート ネゴシエーションをバイパスするよう制限している場合、KSZ9897R のポートはレシーバ

での入力信号を観察する事によって動作モードを設定します。これはパラレル検出と呼びます。これにより KSZ9897R は、

オート ネゴシエーションのアドバタイズ プロトコルが存在しなくても、固定された信号プロトコルをリッスンする

事でリンクを確立できます。

オート ネゴシエーションのリンクアップ プロセスを図 4-1 に示します。 

1000BASE-T モードの場合、オート ネゴシエーションはリンクを確立するために常に必要です。リンクパートナー同士

の間で最初にマスタ / スレーブ設定が解決された後に、互いに共通する最速のモードでリンクが確立されます。

図 4-1: オート ネゴシエーションとパラレル動作
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オート ネゴシエーションは、起動またはハードウェア リセット後に、既定値により有効となります。その後で、PHY
基本制御レジスタのビット 12 を使ってオート ネゴシエーションを有効または無効にできます。オート ネゴシエー

ションを無効にした場合、速度は PHY 基本制御レジスタのビット 6 および 13 で設定し、全二重 / 半二重はビット 8
で設定します。 

リンク中に通信速度を変更するとリンクはダウンします。リンクを回復するには、オート ネゴシエーションまたは

パラレル検出が起動して KSZ9897R とリンクパートナーの間で共通の通信速度でリンクを再確立する必要があります。

リンクが確立済みで実行時に速度が変更されない場合、PHY 基本制御レジスタのビット 9 によってオート ネゴシエー

ションが再開されるか、ケーブルの切り離しと再接続によってリンクダウンからリンクアップへの遷移が発生しない
限り、変更 ( 例えば全二重 / 半二重、ポーズ機能の変更 ) は効力を持ちません。

オート ネゴシエーションの完了後に、リンクステータス (PHY 基本ステータス レジスタ ) とリンクパートナーの能力

(PHY オート ネゴシエーション リンクパートナー機能レジスタ、PHY オート ネゴシエーション拡張ステータス レジ

スタ、PHY 1000BASE-T ステータス レジスタ ) が更新されます。 

4.1.8 高速リンクアップ

リンクアップ時間は通常、オート ネゴシエーションに要する時間で決まります。Auto MDI/MDI-X 機能によって時間

が延びる場合があります。起動またはケーブル接続からの総リンクアップ時間は通常 1 秒以上です。

高速リンクアップ モードは、オート ネゴシエーションと Auto MDI/MDI-X をどちらも無効にし、TX および RX チャン

ネルを固定する事で 100BASE-TX のリンクアップ時間を大幅に短縮します。このモードは、LED2_1 のストラップ設定

で有効または無効にできます。高速リンクアップはレジスタ設定ではないため、起動と同時に即座に利用できます。
起動時の高速リンクアップは、100BASE-TX のリンク速度 (LED4_0 ピンを High にストラップする事で選択 ) に対し

てのみ利用できます。高速リンクアップは 10BASE-Te に対しても利用できます。しかし、このリンク速度は、最初

にレジスタ書き込みで選択する必要があります。

高速リンクアップは、リンクパートナーがどちらも既知であるという特殊な応用を想定しています。一方のデバイス
の固定の送信チャンネルが他方のデバイスの固定の受信チャンネルに接続するように、リンクも既知である必要があ
ります ( 逆の場合も同じです )。これらの TX および RX チャンネルの割り当ては LED2_0 の MDI/MDI-X ストラップ

設定で決定します。

高速リンクアップ モードのデバイスが通常のデバイス ( オート ネゴシエーションおよび Auto MDI/MDI-X) に接続する

場合、リンクする上では問題ありません。しかし、高速リンクアップの速度面の利点は得られません。

コンフィグレーション ストラップの詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション ストラップ」(p. 16) を参照し

てください。

4.1.9 LinkMD® ケーブル診断

LinkMD® 機能は、Time Domain Reflectometry (TDR) を使って、ケーブルの一般的な問題 ( 断線、短絡、インピー

ダンス不整合等 ) を解析します。

LinkMD® は、既知の振幅と幅を持つパルスを MDI または MDI-X ペアに送信し、反射してくる信号の波形を解析する

事で、異常のタイプを特定します。反射信号が戻るまでの時間は、異常箇所までの大まかな距離を示します。LinkMD®

機能はこの TDR 情報を処理し、ケーブルの距離に換算可能な数値として出力します。

4.1.10 リモート PHY ループバック

このループバック モードは 10/100/1000 Mbps 全二重向けにサポートされ、KSZ9897R とその Ethernet PHY リンク

パートナーの間のライン ( 差動ペア、トランス、RJ-45 コネクタ、Ethernet ケーブル ) 送受信データパスをチェック

します。

図 4-2 に示すループバック データパスは以下のように機能します。

• Ethernet PHY リンクパートナーはデータを KSZ9897R の PHY へ送信する。

• PHYポートの外部ピンで受信されたデータは、MACと内部スイッチ ファブリックを通らずにループバックされる。 
• 同じ KSZ9897R の PHY ポートが Ethernet PHY リンクパートナーへデータを返信する。
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以下の設定ステップとレジスタ設定値は、1000BASE-T マスタモード、1000BASE-T スレーブモード、100BASE-TX
モード、10BASE-T モードのリモート PHY ループバック モードのためのものです。 

• 1000BASE-T マスタモード

- ポート N (1 ～ 5) の PHY 1000BASE-T 制御レジスタを 0x1F00 に設定する。

- ポート N (1 ～ 5) の PHY リモート ループバック レジスタを 0x01F0 に設定する。

- ポート N (1 ～ 5) の PHY 基本制御レジスタを 0x1340 に設定する。

• 1000BASE-T スレーブモード 
- ポート N (1 ～ 5) の PHY 1000BASE-T 制御レジスタを 0x1300 に設定する。

- ポート N (1 ～ 5) の PHY リモート ループバック レジスタを 0x01F0 に設定する。

- ポート N (1 ～ 5) の PHY 基本制御レジスタを 0x1340 に設定する。

• 100BASE-TX モード

- ポート N (1 ～ 5) の PHY オート ネゴシエーション アドバタイズ レジスタを 0x0181 に設定する。

- ポート N (1 ～ 5) の PHY 1000BASE-T 制御レジスタを 0x0C00 に設定する。

- ポート N (1 ～ 5) の PHY リモート ループバック レジスタを 0x01F0 に設定する。

- ポート N (1 ～ 5) の PHY 基本制御レジスタを 0x3300 に設定する。

• 10BASE-T モード

- ポート N (1 ～ 5) の PHY オート ネゴシエーション アドバタイズ レジスタを 0x0061 に設定する。

- ポート N (1 ～ 5) の PHY 1000BASE-T 制御レジスタを 0x0C00 に設定する。

- ポート N (1 ～ 5) の PHY リモート ループバック レジスタを 0x01F0 に設定する。

- ポート N (1 ～ 5) の PHY 基本制御レジスタを 0x3300 に設定する。

図 4-2: リモート PHY ループバック

RJ-45 Switch
FabricMAC10/100/1000

PHY

Device PHY Port N

CAT-5 
(UTP)

RJ-45 Ethernet PHY
Link Partner
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4.2 LED
各 PHY ポートはプログラマブルな 2 つの LED 出力ピン (LEDx_0 と LEDx_1) を備えており、PHY のリンク / アクティ

ビティ ステータスを表示します。2 種類の LED モードを利用できます。LED モードは、PHY 間接レジスタの PHY
モードビット (MMD 2、アドレス 0、ビット 4) に書き込む事で各 PHY ポートごとに個別に変更できます。

• 1 = シングル LED モード

• 0 = Tri-Color デュアル LED モード ( 既定値 )
各LED出力ピンは、直列抵抗(通常は220～470 Ω)を使ってLEDを直接駆動できます。LED出力はアクティブLowです。

4.2.1 シングル LED モード

シングル LED モードでは、LEDx_1 ピンはリンクステータスを示し、LEDx_0 ピンはアクティビティ ステータスを示

します ( 図 4-2 参照 )。

4.2.2 Tri-Color デュアル LED モード

Tri-Color デュアル LED モードでは、リンク / アクティビティ ステータスは 1000BASE-T の場合は LEDx_1 ピンで表示

され、100BASE-TX の場合は LEDx_0 ピンで表示されます。10BASE-T の場合、LEDx_1 ピンと LEDx_0 ピンが同時に

ON/OFF する事で表示されます ( 図 4-3 参照 )。

4.3 MAC (Media Access Controller)

4.3.1 MAC 動作

本デバイスは、互換性を最大限に高めるため、IEEE 802.3 規格に厳密に準拠しています。また、ユニキャスト パケット

をフィルタ処理するための MAC フィルタリング機能も備えています。この MAC フィルタリング機能は VoIP 等の応用

で便利です。特定のパケットを制限する事で、輻輳（ふくそう : 混雑状態）を緩和し性能を向上させる事ができるた

めです。

送信 MAC は Egress バッファからデータを取り込み、プリアンブルと SFD (Start of Frame Delimiter) をデータの前に

追加する事で完全な Ethernet フレームを作成し、さらにフレーム末尾に追加する FCS を生成します。必要に応じて、

フロー制御パケットも送信します。

表 4-2: シングル LED モードのピン定義

LED ピン ピンの状態 ピンの LED の定義 リンク / アクティビティ

LEDx_1
H OFF リンク OFF
L ON リンク ON( 任意の速度 )

LEDx_0
H OFF アクティビティなし

トグル 点滅 アクティビティ (RX、TX)

表 4-3: Tri-Color デュアル LED モードのピン定義

LED ピン ( 状態 ) LED ピン ( 定義 ) リンク / アクティビティ

LEDx_1 LEDx_0 LEDx_1 LEDx_0

H H OFF OFF リンク OFF
L H ON OFF 1000 Mbps リンク / アクティビティなし

トグル H 点滅 OFF 1000 Mbps リンク / アクティビティ (RX、TX)
H L OFF ON 100 Mbps リンク / アクティビティなし

H トグル OFF 点滅 100 Mbps リンク / アクティビティ (RX、TX)
L L ON ON 10 Mbps リンク / アクティビティなし

トグル トグル 点滅 点滅 10 Mbps リンク / アクティビティ (RX、TX)
DS00002330B_JP - p.24  2018 Microchip Technology Inc.



KSZ9897R

受信 MAC は、内蔵 PHY 経由または MII/RMII/RGMII インターフェイス経由でデータを受け取ります。受信 MAC は

データバイトをデコードし、各フレームのプリアンブルと SFD を取り除きます。さらに宛先アドレス、ソースアドレス、

VLAN タグをフィルタリングおよびアドレス /ID 検索用に抽出します。受信フレームの CRC も計算し、それを FCS
フィールドと比較します。この MAC はサイズが合わないフレーム、FCS エラーを起こしているフレーム、送信元

MAC アドレスが本スイッチの MAC アドレスと一致しているフレームを破棄できます。

受信 MAC は Wake-On-LAN (WoL) 機能も実装しています。このシステム省電力機能についてはセクション 4.8、「電

源管理」で詳しく説明します。

MIB 統計は、受信と送信の両方向で収集します。

4.3.2 IPG (Inter-Packet Gap: パケット間ギャップ )
フレームの送信に成功すると、2 つの連続するパケットの間で最小 96 ビットの IPG 時間が挿入されるように規定さ

れます。現在のパケットでコリジョンが発生している場合、キャリア検出 (CRS) から次の送信パケットまでに最小 96
ビットの IPG 時間が挿入されるように規定されます。

4.3.3 Back-Off アルゴリズム

本デバイスは、IEEE 802.3 規格の半二重モードのバイナリ エクスポネンシャル Back-Off アルゴリズムを実装してい

ます。コリジョンが 16 になると、そのパケットはドロップされます。

4.3.4 レイトコリジョン

送信の 512 ビット時間より後で送信パケットにコリジョンが発生すると、パケットは破棄されます。

4.3.5 有効なパケットサイズ

本デバイスは全ポートで 64 バイト未満 (VLAN タグを除く、FCS を含む ) の受信パケットと最大サイズより大きい受信

パケットを破棄します。既定値の最大サイズは IEEE 規格である 1518 バイトです。しかし、2000 バイトに設定でき

ます。1000 Mbps で動作しているポートは、最大 9000 バイトのジャンボパケットを受け取るように設定できます。

しかし性能上の理由から、ジャンボパケットを同時に有効にするポートは 2 つ以下にする事を推奨します。

4.3.6 フロー制御

本デバイスは、全二重接続の送受信で、標準の MAC 制御 PAUSE (802.3x フロー制御 ) フレームをサポートします。

受信方向では、任意のポートで PAUSE 制御フレームを受信した場合、PAUSE 制御フレームで指定されたタイマ期間が

終了するまで、本デバイスはそのポートで次の通常フレームを送信しません。このタイマ期間が終了する前に次の
PAUSE フレームを受信した場合、タイマはこの PAUSE フレーム内の新しい値を使って更新されます。このフロー

制御期間中は、本デバイスからのフロー制御パケットのみが送信されます。

送信方向では、本デバイスはインテリジェントで効率的な方法を使って、フロー制御を呼び出し PAUSE フレームを

送信するタイミングを決定します。フロー制御は、利用可能なシステムリソース ( バッファ、送信キュー、受信キュー等 )
に基づいています。

本デバイスは、IEEE 802.3x で定義されている最大ポーズ時間を格納したフロー制御フレーム (XOFF) を発行します。

リソースが解放されると、本デバイスは 0 のポーズ時間を格納したもう 1 つのフロー制御フレームを送信する事で、

フロー制御を OFF にします ( ポートへの送信を ON にします )。フロー制御機構が余計な ON/OFF を繰り返さないよ

うに、ヒステリシス機能を備えています。

4.3.7 半二重 Back Pressure
本デバイスは半二重 Back Pressure オプション (IEEE 802.3 規格ではない ) も備えています。このオプションの有効化 /
無効化条件は、全二重モードと同じです。Back Pressure が必要な場合、本デバイスはプリアンブルを送信する事で、

他のステーションの送信を延期します ( キャリア検知延期 )。 

802.3 規格の定義に従ってジャバーと余計な延期を防ぐため、特定期間の後に、本デバイスはキャリア検出を中断し、

再び速やかに再開します。キャリア検知を短期間だけ休止する事で、他のステーションがパケットを送信する事を防ぎ、
それらのステーションをキャリア検知延期状態に保ちます。Back Pressure 状態中に送信する必要のあるパケットが

ポート上にある場合、キャリア検知型 Back Pressure は中断され、それらのパケットが代わりに送信されます。送信

するパケットがなくなると、キャリア検知型 Back Pressure はチップリソースが解放されるまで再びアクティブになり

ます。コリジョンが発生すると、Binary exponential backoff アルゴリズムはスキップされ、キャリア検知がただちに

生成されます。これにより、さらなるコリジョンが発生する機会を減らし、キャリア検知を継続してパケットの受信
を防ぎます。
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10BASE-Te または 100BASE-TX 半二重モードでのパケットの喪失を確実に防ぐため、ユーザは以下を有効にする必要

があります。

• No excessive collision drop ( スイッチ MAC 制御 1 レジスタ )
• Back Pressure ( ポート MAC 制御 1 レジスタ )

4.3.8 フロー制御および Back Pressure レジスタ

表 4-4 に、フロー制御と Back Pressure に関連するレジスタの一覧を示します。

4.3.9 ブロードキャスト ストーム保護

本デバイスは、スイッチシステムがあまりにも多数のブロードキャスト パケットを受信してしまう事を防ぐため、

インテリジェントなオプションを備えています。ブロードキャスト パケットはソースポートを除く全てのポートに転送

されるため、スイッチリソース ( 帯域幅と送信キュー内の利用可能スペース ) を過大に消費します。本デバイスは、

ストーム制御に「マルチキャスト パケット」を含めるためのオプションを備えています。ブロードキャスト ストームの

レート パラメータはグローバルに設定され、ポートごとに有効または無効にできます。このレートは、1000BASE-T
では 5 ms、100BASE-TX では 50 ms、10BASE-Te では 500 ms の期間にそれぞれ基づいています。各インターバル

の開始時にカウンタは 0 にクリアされ、レートリミット機能がそのインターバル中のバイト数をカウントし始めます。

レートは制御レジスタで定義します。既定値設定は 1% のレートに相当します。

4.3.10 自己アドレス フィルタリング

受信パケットの送信元アドレスが本デバイスの MAC アドレスと一致する場合、それらの受信パケットをフィルタ

リング ( ドロップ ) できます。この機能は、パケットがリング状のネットワークを周回してパケットの送信元に戻っ

た時点で自動的にパケットを終了させるのに便利です。この機能は、スイッチ ルックアップ エンジン制御 1 レジス

タとポート制御 2 レジスタによってポートごとに有効にできます。

4.4 スイッチ

4.4.1 スイッチング エンジン

MACのパケットバッファとの間でデータを双方向に転送するための高性能スイッチング エンジンを備えています。

これはストアおよびフォワードモードで動作し、効率的なスイッチング方式によって総レイテンシを低減します。この
スイッチング エンジンは、全ポートが共有する 256K バイトの内部フレームバッファを備えています。

スイッチ機能の大多数に対して、全データポートは同等に扱われます。しかし、IGMP スヌーピング、802.1X、無効

VLAN パケットの転送等の少数の機能に対しては、ホストポートは特殊であると認識します。任意のポート ( しかし

ほとんどの場合ポート 6 またはポート 7) に対してテールタギング モードを有効にする事で、そのポートをホストポート

として割り当てる事ができます。ホストポートになれるのは 1 つのみです。

表 4-4: フロー制御および Back Pressure レジスタ

レジスタ 説明

LED コンフィグレーション ストラップ レジ
スタ

LED コンフィグレーション ストラップ設定 : 
LED1_1 でフロー制御と Back Pressure を有効にします。

スイッチ MAC アドレス 0 レジスタ
～
スイッチ MAC アドレス 5 レジスタ

スイッチの MAC アドレス : PAUSE 制御フレームのソースアドレス
として使います。

スイッチ MAC 制御 0 レジスタ 「Aggressive back-off」有効

スイッチ MAC 制御 1 レジスタ BP モード、「フェアモード」、「No excessive collision drop」を有効に
します。

スイッチ MAC 制御 4 レジスタ PAUSE 制御フレームを転送するかどうかを設定します。

ポートステータス レジスタ フロー制御イネーブル ( ポートごと )
PHY オート ネゴシエーション アドバタイズ 
レジスタ

PHY - フロー制御アドバタイズ ( ポートごと )

ポート MAC 制御 1 レジスタ 半二重 Back Pressure イネーブル ( ポートごと )
ポート Ingress レートリミット制御レジスタ Ingress レートリミット フロー制御イネーブル ( ポートごと )
ポート制御 0 レジスタ ドロップモード ( ポートごと )
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スイッチが、エラーのないパケットを受信すると、スイッチング エンジンはそのパケットの宛先 MAC アドレスを確認

します。そのアドレスが既知の場合、宛先 MAC アドレスに関連する出力ポートにそのパケットを転送します。以下の

段落では、宛先アドレス検索と送信元アドレス学習の主な機能を説明します。これらの過程は、後続のサブセクション
で説明する VLAN サポートおよびその他の機能と併用できます。

4.4.2 アドレス検索

宛先アドレスの検索は、デバイス内の 3 つの独立した内部アドレステーブルで実行します。

1. アドレス ルックアップ (ALU) テーブル : 4K の動的および静的エントリ

2. 静的アドレステーブル : 16 の静的エントリ

3. 予約済みマルチキャスト アドレステーブル : 8 つの設定済み静的エントリ

4.4.2.1 アドレス ルックアップ (ALU) テーブル

アドレス ルックアップ (ALU) テーブルは、MAC アドレスとそれらに対応する情報を保存しています。このテーブルは

動的エントリと静的エントリの両方を保存しています。動的エントリはハードウェアで自動生成されます ( セクション

4.4.2.4、「学習」参照 )。静的エントリは管理ソフトウェアによって生成されます。

このテーブルは、1K バケットを備えた合計 4K エントリの 4 way アソシエティブ メモリです。ハッシュ関数は、受信

パケットの MAC アドレス ( と任意で FID) を、テーブルにアクセスするための 10 ビット索引に変換します。各バケット

には 4 つのフルアソシエティブ アドレスエントリが格納されています。一致しているかどうかを確認するため、4 つの

エントリは全て同時に MAC アドレス ( および任意で FID) と比較されます。

ハッシュ関数には 3 つの方法が利用できます ( 表 4-5 参照 )。VLAN が有効 ( スイッチ ルックアップ エンジン制御 0
レジスタの 802.1Q VLAN イネーブルビット ) な場合、MAC アドレスと共に VLAN グループ (FID) をハッシュ関数に

含めます。VLANが有効でない場合、MACアドレスと既定値のVLAN (VID = 1)のFID (0)にハッシュ関数を適用します。

4.4.2.2 静的アドレステーブル

16 エントリの静的アドレステーブルは通常マルチキャスト アドレスを格納するのに使います。しかし、これに限定

されません。ALU テーブルの静的エントリと同様、静的アドレステーブルのエントリは管理ソフトウェアが生成します。

これらのエントリは、ALU テーブルで生成された静的エントリと同じ機能を備えているため、使うかどうかは任意です。

4.4.2.3 予約済みマルチキャスト アドレステーブル

予約済みマルチキャスト アドレステーブルは、表 4-6で定義する設定済みの 8 つのアドレスエントリを格納しています。

このテーブルは任意で設定できる機能であり、起動時は無効になっています。転送するポートは必要に応じて変更で
きます。 

表 4-5: アドレス ルックアップ テーブルのハッシング オプション

HASH_OPTION
( スイッチ ルックアップ 
エンジン制御 0 レジスタ )

説明

01b( 既定値 ) 「MAC アドレス + FID」の CRC に基づくハッシュ アルゴリズムです。このハッシュ アル
ゴリズムは CRC-CCITT 多項式を使っています。ハッシュへの入力は 16 ビット CRC
ハッシュ値になります。「ハッシュ値のビット [9:0] + (2 進加算 )7 ビット FID( 左側をゼロ
拡張 )」をテーブルの索引として使います。この CRC-CCITT 多項式は X16 + X12 + X5 + 1
です。

10b 3 つに折り畳んだ MAC アドレスの XOR の 16 ビットに基づく XOR アルゴリズムです。
「XOR 値のビット [9:0] + 7 ビット FID( 左側をゼロ拡張 )」をテーブルの索引として使います。

00b または 11b 直接アルゴリズムです。「MAC アドレスの下位 10 ビット + 7 ビット FID( 左側をゼロ拡張 )」
をテーブルの索引として使います。
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DS
1 つのテーブルで一致が見つかった場合、そのテーブルのエントリから宛先ポートが読み出されます。複数のテーブル

で一致が見つかった場合、静的エントリが動的エントリに対して優先されます。

4.4.2.4 学習

以下の条件が満たされる場合、内部ルックアップ エンジンは ALU テーブルを新しい動的エントリで更新します。

• 受信パケットのソースアドレス (SA) がルックアップ テーブル内に存在しない。

• 受信パケットにエラーがなく、かつパケットのサイズは有効な長さである。

• 受信パケットはユニキャスト SA を持っている。 
• VLAN が有効な場合、受信パケットは指定された VLAN ドメイン (FID) に属している必要がある。

ルックアップ テーブル エンジンは、条件を満たした SA をポート番号とタイムスタンプと一緒にテーブルに挿入します。

4 つのテーブルが全て有効な場合、新規エントリのための場所をあけるために、最大 4 つの動的エントリのうち最も

古いものが削除されます。静的エントリは、学習の過程で削除される事はありません。4 つのエントリが全て静的

エントリである場合、アドレスは学習されません。しかし、割り込みが生成され、割り込みサービスルーチンに対して
テーブル索引番号が使えるようになります。

4.4.2.5 マイグレーション

内部ルックアップ テーブル エンジンは、ステーションのマイグレーションも監視します。端末がマイグレーション

した場合、それに応じて ALU テーブルを更新します。マイグレーションは、以下の条件が成立した時に発生します。

• 受信パケットの SA はテーブル内に存在するが、対応するソースポート情報が異なる。

• 受信パケットに受信エラーがなく、パケットのサイズは有効な長さである。

ルックアップ テーブル エンジンは、新しいソースポート情報を使ってテーブル内の既存レコードを更新します。

4.4.2.6 エージング

ルックアップ テーブル エンジンは、一致する SA が現れるたびに ALU テーブル内の動的レコードのタイムスタンプ情報

を更新します。タイムスタンプはエージング処理で使われます。レコードが決められた期間内に更新されなかった場合、
ルックアップ テーブル エンジンはテーブルからそのレコードを削除します。ルックアップ テーブル エンジンは、エー

ジング処理を絶えず実行して古くなったレコードを削除します。エージング周期は約 300 秒 (±75 秒 ) であり、それより

長くまたは短く設定できます (1 秒～ 30 分 )。この機能は有効または無効にできます。静的エントリはエージング プロ

セスから除外されます。

表 4-6: 予約済みマルチキャスト アドレステーブル

グループ アドレス
MAC グループ
アドレス機能

既定値の PORT 
FORWARD 値

( 転送ポートを定義 : P7...P1)
既定値の転送動作

0 (01-80-C2-00)-00-00 ブリッジグループ 
データ

100_0000 最も大きな番号のポート 
( 既定値のホストポート ) の
みに転送する

1 (01-80-C2-00)-00-01 MAC 制御フレーム
( 通常はフロー制御 )

000_0000 MAC フロー制御をドロップ
する

2 (01-80-C2-00)-00-03 802.1X アクセス 
制御

100_0000 最も大きな番号のポートに
転送する

3 (01-80-C2-00)-00-10 ブリッジ管理 111_1111 全ポートに転送
( フラッディング ) する

4 (01-80-C2-00)-00-20 GMRP 011_1111 最も大きな番号のポートを
除く全ポートに転送
( フラッディング ) する

5 (01-80-C2-00)-00-21 GVRP 011_1111 最も大きな番号のポートを
除く全ポートに転送
( フラッディング ) する

6 (01-80-C2-00)-00-02, 
(01-80-C2-00)-00-04 –
(01-80-C2-00)-00-0F

100_0000 最も大きな番号のポートに
転送する

7 (01-80-C2-00)-00-11 - 
(01-80-C2-00)-00-1F, 
(01-80-C2-00)-00-22 - 
(01-80-C2-00)-00-2F

011_1111 最も大きな番号のポートを
除く全ポートに転送
( フラッディング ) する
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4.4.2.7 転送

本デバイスは、図 4-3 に示すアルゴリズムを使ってパケットを転送します。図 4-3 は、転送アルゴリズムのステージ

1 を示しています。サーチエンジンは VLAN ID、静的テーブル、destination アドレスの動的テーブルを検索し、「port
to forward 1」 (PTF1) に到ります。PTF1 はスパニングツリー (spanning tree)、IGMP スヌーピング、ポートミラー

リング、ポート VLAN 処理によってさらに変更されます。

ACL プロセスは上記フローと並行して機能します。認証および ACL プロセスは転送プロセスのうちで最も優先度が

高いため、ACL の結果は上記フローの結果に優先します。転送処理では、認証 (Authentication) と ACL が最高優先度

を持ちます。ACL 結果は転送処理の結果を上書きします。ACL プロセスの出力は最後の「PTF2」(port-to-forward 2)
宛先ポートです。

本デバイスは以下のパケットは転送しません。

• エラーパケット : これにはフレーミング エラー、フレームチェック シーケンス (FCS) エラー、アラインメント エラー、
不正サイズパケット エラーが含まれます。

• MAC 制御 PAUSE フレーム : 本デバイスはこれらのパケットを阻止し、全二重フロー制御を実行します。

•「ローカル」パケット : 宛先アドレス (DA) の検索に基づきます。ルックアップ テーブルからの destination ポートが
パケットの送信元のポートに一致する場合、そのパケットは「ローカル」として定義されます。

• インバンド管理パケット

図 4-3: パケット転送プロセスのフローチャート

Start
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no
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4.4.2.8 ルックアップ エンジンレジスタ

表 4-7 に、ルックアップ エンジン関連レジスタの一覧を示します。

4.4.3 IEEE 802.1Q VLAN
仮想 LAN は、物理ネットワークを複数の仮想ネットワークに分離する手段です。これらの仮想ネットワークによって、

より大きなネットワークの特定の一部分にトラフィックを限定できます。IEEE 802.1Q は、Ethernet フレームのヘッダ

に追加する 4 バイトのタグを使って VLAN プロトコルを定義します。本デバイスはタギング、アンタギング、転送、

フィルタ処理を含むポートベースとタグベースの VLAN をサポートしています。

4.4.3.1 タグなしポートベース VLAN
最も単純な VLAN の方法では、VLAN タグを使わないでポートごとに転送制約を規定します。各 Ingress ポートは、許可

された転送ポートを指定するのに使うレジスタを備えています。その Ingress ポートに対して許可されていないいか

なる Egress ポートにも受信パケットは転送されません。この設定はポート制御 1 レジスタで行います。この機能は

常に有効です。スイッチ ルックアップ エンジン制御 0 レジスタの 802.1Q VLAN イネーブルビットでは有効 / 無効に

なりません。既定値設定では、Ingress から Egress への全てのポートパスが許可されます。

4.4.3.2 タグベース VLAN
802.1Q VLAN が有効な場合、本デバイスは 4K エントリを備えた内部 VLAN テーブルを使ってポート メンバーシップ

リスト、VLAN グループ ID (FID)、各 VLAN に関連するその他の情報を保存します。802.1Q VLAN を有効にする前に、

このテーブルを設定しておく必要があります。802.1Q VLAN の有効化は、スイッチ ルックアップ エンジン制御 0
レジスタの 802.1Q VLAN イネーブルビットをセットする事で行います。 

802.1Q VLAN モードでは、検索プロセスの最初に VLAN テーブル検索を行います。その際、タグの VID をアドレス

として使います。最初に、VID が有効かどうかを判断します。VID が無効の場合、そのパケットをドロップし、その

アドレスは学習しません。代わりに、未知の VID パケットを定義済みポートまたはホストポートに転送する事があり

ます。VID が有効な場合、その後の検索のためにその FID を取り込みます。「FID + 宛先アドレス」(DA のハッシュ値

+ FID) は宛先ポートの決定に使います。「FID + 送信元アドレス」(SA のハッシュ値 + FID) はアドレス学習に使います

( 表 4-9、表 4-10 参照 )。

表 4-7: ルックアップ エンジンレジスタ

レジスタ 説明

グローバル割り込みステータス レジスタ、 
グローバル割り込みマスクレジスタ

最上位の LUE 割り込み

スイッチ ルックアップ エンジン制御 0 レジスタ、
スイッチ ルックアップ エンジン制御 1 レジスタ、
スイッチ ルックアップ エンジン制御 2 レジスタ、
スイッチ ルックアップ エンジン制御 3 レジスタ

各種機能の設定

アドレス ルックアップ テーブル割り込みレジスタ、
アドレス ルックアップ テーブルマスク レジスタ

下位の LUE 割り込み

アドレス ルックアップ テーブルエントリ インデックス
0 レジスタ、
アドレス ルックアップ テーブルエントリ インデックス
1 レジスタ 

アクセス障害のアドレス / 索引

ALU テーブル インデックス 0 レジスタ、 
ALU テーブル インデックス 1 レジスタ、 
ALU テーブルアクセス制御レジスタ、 
静的アドレスおよび予約済みマルチキャスト テーブル
制御レジスタ、 
ALU/ 静的アドレステーブル エントリ 1 レジスタ、
ALU/ 静的アドレス / 予約済みマルチキャスト テーブル
エントリ 2 レジスタ、
ALU/ 静的アドレステーブル エントリ 3 レジスタ、
ALU/ 静的アドレステーブル エントリ 4 レジスタ

アドレステーブル アクセスレジスタ
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「DA のハッシュ値 + FID」はハッシュ値に変換し、アドレス ルックアップ テーブルおよび静的アドレステーブル内の
転送検索に使います。アドレステーブルの検索を行うには、FID フィールドも一致する必要があります。FID フィー

ルドが一致しない場合、そのパケットを、VLAN テーブルエントリで定義された全ての VLAN ポートメンバーにブロード

キャストします。FID フィールドが一致し、かつ Egress の VLAN フィルタリングが有効な場合、そのパケットを、
アドレステーブルのポート転送リストと VLAN テーブルのポート メンバーシップ リストの両方に含まれるポートに

転送します。

同様のアドレステーブル検索を、「SA のハッシュ値 + FID」を使って実行します。検索に失敗すると、FID と SA を
学習します。

タグなしまたは NULL VID タグ付きパケットを受信すると、Ingress ポートの既定値の VID( ポート既定値タグ 0 レジ

スタ、ポート既定値タグ 1 レジスタ ) を検索に使います。 
表 4-8 に、各種状況の VLAN で行われる転送およびディスカーディング操作の詳細を示します。この表の最初のエン
トリは、802.1Q VLAN が有効でない場合でも VLAN テーブル検索は有効であるという事実で説明されます。ポート

既定値タグ 0 レジスタとポート既定値タグ 1 レジスタで、各ポートについて既定値の VID は 1 である事に注意する必要

があります。それに対応して、VID = 1 の VLAN テーブルエントリの VLAN ポート メンバーシップ リストは、起動時
にあらかじめオール 1 に設定されています。これにより、未知の宛先アドレスの全パケットをブロードキャストする

という、Ethernet スイッチの標準的な挙動が実行されます。またこれにより、VLAN テーブルエントリ # 1 を変更す
ると、またはポートの既定値の VID を変更すると、VLAN が有効でない場合でも、「未知のパケット」に対する転送

動作が影響を受ける事があります。

Egress VLAN フィルタリング ビットの既定値がゼロである事にも注意する必要があります。これらのビットは、従来の

「KSZ」スイッチとの下位互換性のためにのみゼロになっています。VLAN および ALU 検索が成功した際に実行する
スイッチ挙動は、VLAN ポート メンバーシップ リストに関係なく、アドレステーブルのポート転送リストに含まれる

ポートにそのパケットを転送する事です。VLAN テーブルの VLAN ポート メンバーシップ リストを使って、アドレス検索
で求めた転送を有効にするように、Egress VLAN フィルタリング ビットを「1」にセットする事を推奨します。

表 4-8: VLAN 転送

VLAN
イネーブル

(Note 4-1)

VLAN
一致 /
有効

(Note 4-2)

転送
オプション

(Note 4-3)

Egress 
VLAN

フィルタ
リング

(Note 4-4)

未知 VID
の転送

(Note 4-5)

無効
VID の

ドロップ
(Note 4-6)

ALU
一致 /
有効

(Note 4-7)

動作

0 X X X X X No LAN テーブルの既定値の VID の
ポート メンバーシップ リストに
転送する。

0 X X X X X Yes アドレス ルックアップ テーブル
のポート転送リストに転送する。

1 No X X 0 0 X ホストポートに転送する。
1 No X X 0(def) 1(def) X 破棄
1 No X X 1 X X 未知 VID パケットのポート転送

リストに転送する。
1 Yes 0 X X X No ブロードキャスト : VLANテーブル

のポート メンバーシップ リスト
に転送する (PORT FORWARD)。
マルチキャスト : UM が有効な場
合、未知のマルチキャストポート
に転送する。その他の場合、
VLAN テーブルのポート メン
バーシップ リストに転送する。
ユニキャスト : UU が有効な場
合、未知のユニキャスト ポート
に転送する。その他の場合、
VLAN テーブルのポート メンバー
シップ リストに転送する。 

1 Yes 0 0(def) X X Yes アドレス ルックアップ テーブル
のポート転送リストに転送する。

1 Yes 0 1 X X Yes アドレス ルックアップ テーブルの
ポート転送リストと、VLAN テー
ブルのポート メンバーシップ リス
トに転送する (ビット単位のAND)。

1 Yes 1 X X X Yes VLAN テーブルのポート メンバー
シップ リストに転送する。
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Note 4-1 「VLAN イネーブル」はスイッチ ルックアップ エンジン制御 0 レジスタのビット 7 です。

Note 4-2 「VLAN 一致 / 有効」は、VLAN テーブルエントリが有効であるかどうかを表示します。

Note 4-3 「転送オプション」は VLAN テーブルエントリ 0 レジスタのビットです。

Note 4-4 「Egress VLANフィルタリング」はスイッチ ルックアップ エンジン制御 2レジスタのビット 5および
4 です。

Note 4-5 「未知 VID の転送」は未知 VLAN ID 制御レジスタ内にあります。

Note 4-6 「無効 VID のドロップ」はスイッチ ルックアップ エンジン制御 0 レジスタのビット 6 です。

Note 4-7 「ALU 一致 / 有効」は、アドレス検索が成功したかどうかを表示します。

表 4-9 に、VLAN テーブル検索に続くアドレス検索プロセスの詳細を示します。検索は、アドレス ルックアップ テー

ブルと静的アドレステーブルの両方で同時に行われ、その結果の動作は、2 つの検索の結果で決まります。

送信元アドレス (SA) の検索はアドレス ルックアップ テーブルでも実行します。アドレスがヒットしている場合、SA の

検索はSAフィルタリングとMAC優先度も実行します。表 4-10に、VLANテーブルの検索に成功したが、アドレス ルック

アップ テーブルまたは静的アドレステーブル内で静的エントリが一致しない場合の、アドレス ルックアップ テーブルで

の学習の実行方法を示します。

Note: 「(def)」は起動時の既定値を示します。 

表 4-9: VLAN モードの「DA のハッシュ値 + FID」の検索

静的 MAC
テーブルに
DA がある

FID フラグを
使っている 

( 静的 MAC テーブル )

FID が
一致している

ALU テーブルに
「DA + FID」がある

動作

No Don’t Care Don’t Care No 検索できなかった。LAN テーブルで
定義されたメンバーシップ ポート
リストにブロードキャストする。

No Don’t Care Don’t Care Yes アドレス ルックアップ (ALU)テーブル
で定義された宛先ポートに送信する。

Yes 0 Don’t Care Don’t Care 静的アドレステーブルで定義された
宛先ポートに送信する。

Yes 1 No No 検索できなかった。VLAN テーブル
で定義されたメンバーシップ ポート
リストにブロードキャストする。

Yes 1 No Yes アドレス ルックアップ (ALU)テーブル
で定義された宛先ポートに送信する。 

Yes 1 Yes Don’t Care 静的アドレステーブルで定義された
宛先ポートに送信する。

表 4-10: VLAN モードの「SA のハッシュ値 + FID」の検索

アドレス ルックアップ (ALU) テーブルに
「FID + SA」が見つかった

動作

No 「FID + SA」を学習しアドレス ルックアップ (ALU) テーブル
に追加する。

Yes タイムスタンプを更新する。
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4.4.3.2.1 タグの挿入と削除

VLAN 機能が有効な場合、全ポートにタグを挿入できます。Ingress ポートでは、タグなしパケットに Ingress ポート

の既定値タグが追加されます。既定値のタグは、ポートごとにプログラマブルです。本スイッチは、二重タギングが
有効でない限り、既にタグが付いているパケットにはタグを追加しません。

Egress では、VLAN テーブルエントリでアンタギングが有効な場合、タグ付きパケットの 802.1Q の VLAN タグを削除

します。この機能は、ポートごとに制御します。802.1Q が有効な場合、タグなしパケットは変更されません。

4.4.3.2.2 二重タギング

本スイッチは二重タギング (Q-in-Q または VLAN スタッキングとも呼ぶ ) をサポートしています。この機能は、顧客

が付けた第 1 の VLAN タグに加えて、サービス プロバイダーが第 2 の VLAN タグを付加するのに使えます。ダブル

タギングを使っても使わなくても、VLAN サポートは有効にできます。二重タギングが有効な場合、内側のタグでは

なく外側のタグを認識し、VLAN とアドレス検索に使います。フレームヘッダの外側のタグが内側のタグに優先します。

外側のタグは送信元アドレスのすぐ後に位置しており、内側のタグとは異なる TPID (Tag Protocol Identifier) を含みます。 

VLAN 機能を完全に制御するため、その他の制御も利用できます。これらの機能は通常グローバルですが、以下に示す

一部の機能はポートごとに有効にできます。

• Ingress VLAN フィルタリング : VLAN テーブルの VID ポート メンバーシップが Ingress ポートを含まない場合、
パケットを破棄します。

• PVID 不一致パケットの破棄 : VID が Ingress ポートの既定値の VID と一致しない場合、パケットを破棄します。

• タグなしパケットの破棄 : タグが付いていない全ての受信パケットを破棄します。

• タグのドロップ : パケットに VLAN タグが付いている場合、そのパケットをドロップします。

• 未知 VID の転送 : VLAN ルックアップが失敗した場合、決まったポートに転送します。

• 未知 VID のドロップ : 未知 VID パケットに対するその他の選択肢 ( 破棄またはホストポートに転送 ) です。

• NULL VID の置き換え : NULL VID を Ingress ポートの既定値の VID と置き換えます。

• PVID の置き換え : NULL 以外の VID を Ingress ポートの既定値の VID と置き換えます。

• 二重タギング マルチキャスト トラップ : 二重タギングモードでは、全ての予約済みマルチキャスト パケットを
トラップし、ホストポートに転送します。

4.4.3.3 VLAN レジスタ

表 4-11 に、VLAN 関連レジスタの一覧を示します。

表 4-11: VLAN レジスタ

レジスタ 説明

スイッチ動作レジスタ 二重タギング イネーブル

スイッチ ルックアップ エンジン制御 0 レジス
タ

VLAN イネーブル、無効 VID フレームのドロップ

スイッチ ルックアップ エンジン制御 2 レジス
タ

二重タギング マルチキャスト フレームのトラップ 
動的または静的 Egress VLAN フィルタリング

未知 VLAN ID 制御レジスタ 未知 VID の転送

スイッチ MAC 制御 2 レジスタ Egress での NULL VID の PVID との置き換え

VLAN テーブルエントリ 0 レジスタ、
VLAN テーブルエントリ 1 レジスタ、
VLAN テーブルエントリ 2 レジスタ、
VLAN テーブル インデックス レジスタ、
VLAN テーブルアクセス制御レジスタ

VLAN テーブルへの読み書きアクセス

ポート既定値タグ 0 レジスタ、
ポート既定値タグ 1 レジスタ

ポートの既定値のタグ

ポート Ingress MAC 制御レジスタ VLAN タグなしフレームのドロップ、VLAN タグ付きフレームの
ドロップ

ポート送信キュー PVID レジスタ Egress での PVID の置き換え

ポート制御 2 レジスタ VID = 0 の VLAN テーブル ルックアップ、 
Ingress VLAN フィルタリング、PVID 不一致パケットの破棄
 2018 Microchip Technology Inc. DS00002330B_JP - p.33



KSZ9897R

4.4.4 サービス品質 (QoS) 優先度サポート

本デバイスは VoIP 等の応用のためのサービス品質 (QoS) を提供します。Ingress パケットに優先度を割り当てるには

複数の方法があります。パケットの優先順位付け方法に応じて、パケットの優先度レベルが各ポートの Egress キュー

に割り当てられます。各ポートは優先順位付けされた 1 つ、2 つ、4 つの Egress キュー向けに設定できます。既定値

はポートあたり 1 つのキューです。

4 つの優先度キュー向けに設定した場合、キュー 3 が最優先、キュー 0 が最低優先度になります。同様に、2 つの

優先度キュー向けに設定した場合、キュー 1 が最優先のキューになります。2 つまた 4 つのキューとしてポートを設定

しない場合、1 つの送信キュー内で全パケットが同じ優先度を持ちます。

常に優先度が最も高いキューから最初にパケットを送るか、複数のキュー間での重み付きラウンドロビン キューイング

を使うかをポートごとに選択する事もできます。これについてはセクション 4.4.13、「スケジューリングとレート

リミット」で説明します。

4.4.4.1 ポートベースの優先度

ポートベースの優先度を使う事で、各 Ingress ポートを特定の優先度レベルとして個別に分類できます。高い優先度

の受信ポートで受信した全てのパケットは高い優先度として分類し、( 対応する送信キューを 2 つまたは 4 つのキュー

に分割している場合、) 高い優先度の送信キューに転送します。

4.4.4.2 IEEE 802.1p ベースの優先度

IEEE 802.1p ベースの優先度の場合、本デバイスは Ingress パケットがタグ付けされているかどうかを調べます。タグ

付けされている場合、VLAN タグの 3 ビットの PCP 優先度フィールドを取得し、「優先度マッピング」値の検索に使

います。「priority mapping」値は設定可能です。

図 4-4 に、802.1p 優先度フィールドがどのように 802.1Q VLAN タグに埋め込まれるのか示します。

4.4.4.3 IEEE 802.1p 優先度フィールドの再割り当て

これは、本デバイスが任意の Ingress ポートに「ユーザ優先度の上限」を設定できる QoS 機能です。Ingress パケットの

優先度フィールドが Ingress ポートの既定値タグの優先度フィールドよりも高い優先度値を持つ場合、パケットの

優先度フィールドは既定値タグの優先度フィールドで置き換えられます。

4.4.4.4 DiffServ (DSCP) 優先度 (IP)
IP ヘッダの DSCP フィールドの DiffServ ベースの優先度は、パケットの優先度の決定に使えます。一連のレジスタ

がこの 6 ビット DSCP 値を索引として使い、4 つ ( または 2 つ ) のキューのうちの 1 つを指定する 2 ビット値に変換

します。これらのレジスタは完全にプログラマブルです。

4.4.4.5 ACL 優先度

アクセス制御リスト (ACL) フィルタリング機能は、受信パケットに優先度を割り当てるためにも使えます。詳細は

セクション 4.4.16、「ACL (Access Control List) フィルタリング」で説明します。

図 4-4: 802.P 優先度フィールドのフォーマット
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4.4.5 トラフィックのコンディショニングとポリシング

4.4.5.1 2 レート 3 色マーカ

2 レート 3 色マーカは IP パケット ストリームを計測し、パケットに緑、黄、赤のマーキングをします。ピーク情報

レート (PIR: Peak Information Rate) を超えるパケットは赤にマーキングします。それ以外の場合、保証情報レート

(CIR: Committed Information Rate) を超えるか超えないかに応じて黄または緑にマーキングします。 

このメータは 2 つのモードのうちの 1 つで動作します。Color-Blind モードでは、本メータはパケット ストリームが

色付けされていないとみなします。Color-Aware モードでは、本メータは各パケットが緑、黄、赤のいずれかになる

ように何らかの先行するエンティティが受信パケット ストリームを色付けしているとみなします。メータの計測結果

に従って、マーカは IP パケットに ( 再 ) 色付けします。

4.4.5.2 重み付きランダム初期検出 (WRED: Weighted Random Early Detection)
WRED 機能は、パケットメモリの平均キューサイズと各トラフィック クラスの Ingress キュー サイズを監視し、

メモリとキューの利用率に基づいてパケットをドロップします。バッファがほとんど空の場合、受信トラフィックは
全て受け入れられます。バッファの利用率が上がるに従って、受信パケットをドロップする確率も上がります。

WRED は、グローバル同期の問題を避ける事を目的としています。グローバル同期は、スイッチが混雑するようになり

受信パケットを全て同時にドロップし始めると発生します。TCP ストリームでは、パケットのドロップは TCP 輻輳

制御機構を動作させます。この機能は、パケットのドロップがなくなるまで転送レートを低下させます。TCP スト

リームが増加し、それらの輻輳制御機構が一斉に動作すると、トラフィック レートの有害な変動を引き起こす恐れが

あります。バッファがフルになるまで待たず一部のパケットを選択的に早くドロップする事で、WRED は多数の

パケットを一度にドロップする事を防止し、グローバル同期の危険性を最小限にします。

パケットがドロップする確率は最小しきい値、最大しきい値、確率乗数に基づきます。平均キュー深さが最小しきい
値を上回ると、パケットはドロップされ始めます。パケットがドロップする割合は、平均キューサイズが最大しきい
値に達するまで、平均キューサイズが増加するに従い線形的に増加します。確率乗数とは、平均キュー深さが最大し
きい値である場合の、ドロップされるパケットの割合です。平均キューサイズが最大しきい値を上回ると、全パケット
がドロップされます。 

4.4.6 スパニングツリーのサポート

スパニングツリーをサポートするため 1 つのポートがホストプロセッサの指定ポートになっており、そのポートは

テールタギングが有効なポートとして定義されています。その他の各ポートは、ポート制御 2 レジスタ内の「transmit
enable」、「receive enable」、「learning disable」レジスタビットにより、5 つのスパニングツリー ステートの中の 1 つ

に設定できます。表 4-12 に、5 つのスパニングツリー ステートのそれぞれに対する設定とソフトウェア アクション

を示します。

表 4-12: スパニングツリーのステート
Disable ステート ポート設定 ソフトウェア アクション
ポートはパケットを転送も
受信もしません。
学習は無効です。

transmit enable = 0
receive enable = 0
learning disable = 1

プロセッサはポートへパケットを送信しません。
スイッチは特定のパケット (「overriding」ビットが
セットされた [ 静的 MAC テーブル」内の一部の
エントリと一致するパケット ) をプロセッサへ
送信する場合がありますが、プロセッサはそれらの
パケットを破棄します。このステートでは、ポート
でのアドレス学習は無効です。

Blocking ステート ポート設定 ソフトウェア アクション
プロセッサに対するパケット
のみ転送されます。
学習は無効です。

transmit enable = 0
receive enable = 0
learning disable = 1

このステートでは、プロセッサはポートへパケット
を送信しません。プロセッサは、受信する必要のある
エントリ ( 例 : BPDU パケット ) を静的 MAC テーブル
に書き込みます。スイッチがそれらの特別なパケット
をプロセッサへ転送するよう、「overriding」ビットも
セットする必要があります。このステートでは、
ポートでのアドレス学習は無効です。

Listening ステート ポート設定 ソフトウェア アクション
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4.4.7 RST (Rapid Spanning Tree) のサポート

ラピッド スパニングツリー プロトコル (RSTP: Rapid Spanning Tree Protocol)向けに各ポートに割り当てられる動作

ステートは 3 つあります。 

1. Discarding ステート

2. Learning ステート

3. Forwarding ステート

4.4.7.1 Discarding ステート

「Discarding ステート」中のポートは、アクティブなトポロジに参加せず、MAC アドレスを学習しません。

• Discarding ステート : ステートには STP の 3 つのステート (Disable、Blocking、Listening) が含まれます。

• ポート設定 : transmit enable = 「0」、receive enable = 「0」、learning disable = 「1」
• ソフトウェア アクション : ホストプロセッサはポートへパケットを送信しません。スイッチは特定のパケット

(「overriding」ビットがセットされた静的テーブル内の一部のエントリと一致するパケット ) をプロセッサへ送信
する場合がありますが、プロセッサはそれらのパケットを破棄します。ポートの学習機能を無効にすると (learning
disable = 「1」)、ALU テーブルと静的 MAC テーブルのポート関連エントリは急速に失われる事があります。

4.4.7.2 Learning ステート

「Learning ステート」中のポートは MAC アドレスを学習しますが、ユーザ トラフィックを転送しません。

• Learning ステート : ホストプロセッサへのパケットとプロセッサからのパケットのみが転送されます。学習は有効
です。

• Learning ステートのポート設定 : transmit enable = 「0」、receive enable = 「0」、learning disable = 「0」
• ソフトウェア アクション : プロセッサは、受信する必要のあるエントリ ( 例 : BPDU パケット ) を静的アドレステー

ブルに書き込みます。スイッチがそれらの特別なパケットをプロセッサへ転送するよう、「overriding」ビットをセット
する必要があります。このステートでは、プロセッサはパケットをポートへ送信できます ( 詳細はセクション 4.4.9、

「テールタギングモード」参照 )。このステートでは、ポートでのアドレス学習は有効です。

4.4.7.3 Forwarding ステート

「Forwarding ステート」中のポートは、データ転送と MAC 学習の両方に完全に参加します。

• Forwarding ステート : 通常、パケットを転送および受信します。学習は有効です。

• ポート設定 : transmit enable = 「1」、receive enable = 「1」、learning disable = 「0」

プロセッサへのパケットと
プロセッサからのパケット
のみが転送されます。
学習は無効です。

transmit enable = 0
receive enable = 0
learning disable = 1

プロセッサは、受信する必要のあるエントリ ( 例 : 
BPDU パケット ) を静的 MAC テーブルに書き込み
ます。スイッチがそれらの特別なパケットをプロ
セッサへ転送するよう、「overriding」ビットをセット
する必要があります。このステートでは、プロセッサ
はポートへパケットを送信できます。このステート
では、ポートでのアドレス学習は無効です。

Learning ステート ポート設定 ソフトウェア アクション
プロセッサへのパケットと
プロセッサからのパケット
のみが転送されます。
学習は有効です。

transmit enable = 0
receive enable = 0
learning disable = 0

プロセッサは、受信する必要のあるエントリ ( 例 : 
BPDU パケット ) を静的 MAC テーブルに書き込み
ます。スイッチがそれらの特別なパケットをプロ
セッサへ転送するよう、「overriding」ビットをセット
する必要があります。このステートでは、プロセッサ
はポートへパケットを送信できます。このステート
では、ポートでのアドレス学習は有効です。

Forwarding ステート ポート設定 ソフトウェア アクション
通常、パケットを転送
および受信します。
学習は有効です。

transmit enable = 1
receive enable = 1
learning disable = 0

プロセッサは、受信する必要のあるエントリ ( 例 : 
BPDU パケット ) を静的 MAC テーブルに書き込み
ます。スイッチがそれらの特別なパケットをプロ
セッサへ転送するよう、「overriding」ビットをセット
します。このステートでは、プロセッサはポートへ
パケットを送信できます。このステートでは、ポート
でのアドレス学習は有効です。

表 4-12: スパニングツリーのステート ( 続き )
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• ソフトウェア アクション : ホストプロセッサは、受信する必要のあるエントリ ( 例 : BPDU パケット ) を静的アド
レステーブルに書き込みます。スイッチがそれらの特別なパケットをプロセッサへ転送するよう、「overriding」ビット
をセットする必要があります。このステートでは、プロセッサはパケットをポートへ送信できます ( 詳細はセクション
4.4.9、「テールタギングモード」参照 )。このステートでは、ポートでのアドレス学習は有効です。

RSTP は BPDU の 1 つのタイプ (RSTP BPDU と呼ぶ ) だけを使います。それらは STP コンフィグレーション BPDU
に似ていますが、タイプフィールドは RSTP では「version 2」に設定されるのに対し、STP では「version 0」に設定
されるという点と、フラグフィールドが追加の情報を格納するという点で異なります。

4.4.8 マルチ スパニングツリーのサポート

マルチ スパニングツリー プロトコル (MSTP: Multiple Spanning Tree Protocol) は RSTP の拡張版であり、各種 VLAN が

各種のスパニングツリー構成を持つ事ができます。VLAN テーブル、アドレス ルックアップ テーブル、静的アドレス
テーブル、予約済みマルチキャスト アドレステーブルの全てが、8 つのスパニングツリーの 1 つを指定するのに使える

3 ビットのフィールドを持っています。各ポートは、各スパニングツリーに対して固有のステートを指定するステート

レジスタを備えています。

4.4.9 テールタギングモード

テールタギングは、ホストプロセッサと本スイッチの間で、Ingress および Egress ポート情報を通信する方法です。
これは、スパニングツリー プロトコル、IGMP/MLD スヌーピング、その他の応用に便利です。 
本スイッチがフレームをホストポートに転送する場合、フレームが受信されたポートをホストプロセッサに示すために
2 桁のテールタギング バイトをフレームに追加します。逆方向の場合、ホストプロセッサは目的とする Egress 宛先
ポートを本スイッチに示すためにテールタギング バイトをフレームに追加します。複数の優先度キューを有効にして

いる場合、テールタグは優先度キューを示すのにも使います。フレームが本スイッチを出ていく前に、テールタギング
バイトは削除されます。テールタギングは任意の 1 つのポートで有効にでき、これがホストポートを定義します。

テールタギングは複数のポートでは有効にできません。

テールタギングは、パケット末尾のデータフィールドと 4 バイトの CRC/FCS の間に追加の 2 バイトを挿入する事で
実装します ( 図 4-5 参照 )。

4.4.10 IGMP のサポート

インターネット グループ管理プロトコル (IGMP: Internet Group Management Protocol) をレイヤ 2 でサポートするため、

本デバイスは以下の 2 つのコンポーネントを備えています。

•「IGMP」スヌーピング

• 静的 MAC テーブルでの「マルチキャスト アドレス挿入」

4.4.10.1 「IGMP」スヌーピング

本デバイスは IGMP パケットをトラップし、それらをプロセッサ ( ホストポート ) にのみ転送します。IGMP パケットは、
IP バージョン = 0x4/ プロトコル バージョン番号 = 0x2 により、IP パケット (Ethernet IP パケットまたは IEEE 802.3
SNAP IP パケット ) として識別されます。

4.4.10.2 静的 MAC テーブルでの「マルチキャスト アドレス挿入」

静的アドレステーブルまたはアドレス ルックアップ テーブルにマルチキャスト アドレスが書き込まれると、マルチ

キャスト セッションは全ポートにブロードキャストされるのではなくサブスクライブ済みポートにのみ転送されます。

IGMP パケットを受信したポートをホストプロセッサが認識するように、テールタギングモードを有効にする必要が
あります。

4.4.11 IPv6 MLD スヌーピング

本デバイスは IPv6 マルチキャスト リスナ探索 (MLD: Multicast Listener Discovery) パケットをトラップし、それらを

プロセッサ ( ホストポート ) にのみ転送します。

図 4-5: テールタグ フレームのフォーマット

Note: テールタギングモードを有効にしているポートがホストポートです。
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4.4.12 ポート ミラーリング

本デバイスは「ポート ミラーリング」を以下のように包括的にサポートしています。

•「受信専用」ミラーポート（Mirror-on-a-Port)
•「送信専用」ミラーポート（Mirror-on-a-Port)
•「受信および送信」ミラーポート（Mirror-on-a-Port)

4.4.12.1 「受信専用」ミラーポート（Mirror-on-a-Port)
ポートで受信する全てのパケットをスニファポート上でミラーリングします。例えば、ポート 1 を「受信スニフ」と

して設定し、ホストポートを「スニファ」として設定します。そして、ポート 1 で受信したパケットを内部ルック
アップ後にポート 2 に転送するよう設定したとします。このパケットはポート 2 とホストポートの両方に転送します。

オプションにより、本デバイスは「不良」受信パケットでも「スニファポート」へ転送する事ができます。

4.4.12.2 「送信専用」ミラーポート（Mirror-on-a-Port)
ポートで送信する全てのパケットをスニファポート上でミラーリングします。例えば、ポート 1 を「送信スニフ」と

して設定し、ホストポートを「スニファポート」として設定します。そして、ポート 2 で受信したパケットを内部
ルックアップ後にポート 1 に転送するよう設定したとします。本デバイスは、ポート 1 とホストポートの両方に

パケットを転送します。

4.4.12.3 「受信および送信」ミラーポート（Mirror-on-a-Port)
ポート A で受信され「かつ」ポート B で送信される全てのパケットをスニファポート上でミラーリングします。例えば、
ポート 1 を「受信スニフ」、ポート 2 を「送信スニフ」に、ホストポートを「スニファポート」として設定します。

そして、ポート 1 で受信したパケットを内部ルックアップ後にポート 2 に転送するよう設定したとします。本デバイスは、
ポート 2 とホストポートの両方にパケットを転送します。

複数のポートを「受信スニフ」または「送信スニフ」として選択できます。任意のポートを「スニファポート」として
選択できます。

4.4.13 スケジューリングとレートリミット

各デバイスポートには、Egress パケットをスケジューリングする 2 つの方法があります。これらの方法は、2 つまたは
4 つのキューにポートを設定する際に適用できます。さらに、各ポートは Ingress および Egress レートリミット機能

を備えています。

4.4.13.1 絶対優先スケジューリング

Egress ポートを 2 つまた 4 つのキューとして設定し、絶対優先スケジューリングを選択すると、低い優先度の全ての

キューに対して各キューは絶対的に優先されます。キュー 3( 最優先キュー ) からパケットを送信する場合、その他の
キューから送信されるいかなるパケットに対してもそのパケットは優先されます。送信すべきパケットがキュー 3 に

ない場合のみ、キュー 2 のパケットが送信されます。絶対優先スケジューリングの代わりに重み付きラウンドロビン
スケジューリングも適用できます。

4.4.13.2 重み付きラウンドロビン (WRR) スケジューリング

Egress キューで、絶対優先スケジューリングの代わりに WRR スケジューリングも適用できます。絶対的な優先度で

はなく、最優先キューに対して比例的な優先度を与えるため、WRR スケジューリングは公正なキューイングとみな
されています。

4.4.13.3 レートリミット

本デバイスは、独立した Ingress および Egress ハードウェア レートリミット機能を各ポートでサポートしています。

これらの 2 つの機能は通常互いに排他的であるため、両方を同じポートで使わない事を推奨します。

10BASE-Te の場合、10 Mbps を超えるレート設定は、レートに制限がない事を意味します。同様に 100BASE-TX の場合、
100 Mbps を超えるレート設定は、レートに制限がない事を意味します。各ポートの各優先度に対するデータ受信

レートは、Ingress レート制御レジスタによって制限できます。各ポートの各優先度に対するデータ送信レートは、

Egress レート制御レジスタによって制限できます。各フレームのサイズには、データフィールド ( パケット DA から
FCS まで ) に加えて最小限の IFG (Interframe Gap) またはプリアンブル バイトをオプションで含める事ができます。

Ingress レートリミット向けに、本デバイスはフレームのタイプを選択するためのオプションを提供します。これは、

全てのフレームタイプ ( マルチキャスト、ブロードキャスト、flooded ユニキャスト ) から選択できます。本デバイスは、
選択されたタイプのフレームからデータレートをカウントします。指定したレートリミット値をデータレートが上回
ると、パケットを Ingress ポートでドロップします。

Egress レートリミットでは、出力トラフィックのシェーピングのために、各出力優先度キューに対してリーキー

バケット (leaky bucket) アルゴリズムを適用します。インターフレーム ギャップをフレームごとにストレッチする事で、
円滑でバーストのない Egress トラフィックを生成します。各出力優先度キューのスループットは、指定した Egress
レートで制限します。
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いずれかの Egress キューが、指定された Egress レート スループットを超えるトラフィックを受信した場合、パケット
は出力キューとパケットメモリ内に蓄積されます。キューまたはポートのメモリを使い果たすと、パケットの破棄
またはフロー制御がトリガされます。過密の結果として、実際の Egress レートは Ingress 端でのフロー制御 / 破棄に

よって影響され、指定された Egress レートより少し低下する場合があります。 
混雑を軽減するため、Egress 帯域幅を Ingress 帯域幅より大きくする事を推奨します。 

4.4.14 Ingress MAC アドレスのフィルタリング機能

本デバイスは、パケットを受信すると、静的 MAC アドレステーブルと動的 MAC アドレステーブルの両方で宛先 MAC
アドレスを検索します。これらのテーブルのどちらにも見つからない場合、宛先 MAC アドレスは「未知」です。

既定値で、未知のパケットは、そのパケットを受信したポートを除く全ポートに転送します。未知のパケットを転送
する 1 つまたは複数のポートを指定する機能も備えています。この機能ではポートを指定しない事もできます。すな

わち未知のパケットは破棄します。この機能は未知のユニキャスト パケット、未知のマルチキャスト パケット、未知の

VID パケットに対して個別に実装されます。 

4.4.15 802.1X アクセス制御

IEEE 802.1X はポートベースの認証プロトコルです。EAPOL は、通常、認証プロセスによって未制御ポートとして

使われるプロトコルです。特別な EAPOL フレームを受信して抽出する事で、ホストプロセッサは Ingress および

Egress ポートによるパケットの転送を制御できます。ユーザポートが別のポート ( 認証 ) からのサービスを必要とする

場合、認証による承認を得る必要があります。本デバイスは、フレームの destination アドレスを確認する事によって

EAPOL フレームを検出します。destination アドレスは IEEE 802.1x で定義されているマルチキャスト アドレス (01-
80-C2-00-00-03)またはプログラマブルな予約済みマルチキャスト アドレスドメイン内で使われるアドレス(オフセット

は -00-03) である事が必要です。EAPOL フレームが検出されるとホストポートへ転送され、CPU はそのフレームを

認証サーバへ送信できます。最終的に、CPU は送信元 MAC アドレスに基づいて要求元が承認されるかどうかと、

フレームが受理さるか破棄されるかを決定します。

本デバイスが認証として設定された場合、スイッチのポートは認証用に設定する必要があります。認証によるポート
の認証では、クライアントが起動するかポートに接続されると、認証ポートが EAP (Extensible Authentication
Protocol) PDU をサプリカントに送信する事で、サプリカントの ID を要求します。この時点で、スイッチ上のポート

は物理的なスタンドポイントから接続されます。しかし 802.1X プロセスはそのポートを認証せず、フレームはサプ

リカント上のポートからスイッチング構造に渡されません。スイッチ (KSZ9897R) に接続されたサプリカントが

スイッチから受け取った EAP PDU を理解しなかった場合、PC は ID を送信する事ができず、ポートは未承認のまま

です。この状態では、ポートは閉鎖され全ユーザ トラフィックは遮断されます。サプリカントが 802.1X EAP を実行

している場合、サプリカントは設定された自身の ID を使ってリクエストに応答します ( これは、ユーザ名とパスワード

の組み合わせか、認証コードです )。

本デバイスはサプリカントからの ID を受信した後、認証サーバ (RADIUS サーバ ) に ID 情報を渡します。RADIUS
サーバは ID 情報を検証し、成功または失敗メッセージをスイッチに返します。成功メッセージが返された場合、ポート

は承認され、ユーザ トラフィックはそのポートを通過する事ができます ( アクセスデバイスへ接続されたスイッチ

ポートと同様 )。失敗メッセージが返された場合、ポートは未承認のままであり、使われません。サーバから応答が

ない場合も、ポートは未承認のままであり、トラフィックを渡しません。

ポート制御は ACL (Access Control List) フィルタリング機能を使って実行できます。

4.4.16 ACL (Access Control List) フィルタリング

ACL (Access Control List) は、レイヤ 2 MAC、レイヤ 3 IP、レイヤ 4 TCP/UDP の各受信パケットのフィルタリング

を実行するために各ポートに作成できます。マルチキャスト フィルタリングは、静的アドレステーブルと予約済み

マルチキャスト アドレステーブル内で処理されます。しかし ACL を使うと、ルーティングされたネットワーク プロ

トコルをフィルタリングする事もできます。図 4-3 に示すように、ACL フィルタリングはその他の転送機能に対して

優先される事もあります。

ACL を使うと、本スイッチは、以下のヘッダフィールドに基づいて Ingress トラフィックをフィルタリングできます。

• 送信元または宛先 MAC アドレスと / または EtherType
• プログラマブルなマスクを備えた送信元または宛先 IPv4 アドレス

• IPv4 プロトコル

• 送信元または宛先 UDP ポート

• 送信元または宛先 TCP ポート 
• プログラマブルなマスクを備えた TCP フラグ
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ACL は、ACL テーブルに書き込まれた最大 16 のアクセス制御ルールの順序付きのリストです。各エントリは、転送

とパケットの優先度を制御する特定のルール ( 一連の一致条件と動作ルール ) を指定します。パケットがインター

フェイス上で受信された時、スイッチは適用される全ての ACL とパケット内のフィールドを比較し、リスト内で指定

されている条件に基づいて、そのパケットが転送のために必要な許可を持っているかどうか確認します。複数の一致
条件をまとめて AND 演算または OR 演算できます。

ACL は、転送動作ではなく、割り込みを生成するカウンタ機能を実装する事もできます。このカウンタは、ウォッチ

ドッグ タイマまたはイベントカウンタです。ウォッチドッグ タイマの場合、指定した期間内に特定の MAC アドレス

と EtherType を持つパケットが受信されないと割り込みが生成されます。イベントカウンタの場合、特定の MAC
アドレスと EtherType を持つパケットが指定した数だけ受信されると割り込みが生成されます。

ACL は 3 つの部分 ( 一致ルール、動作ルール、処理エントリ ) で構成されます。一致ルールは、受信パケットに対して

行う比較テストの内容を指定します。カウンタ機能も有効にできます。動作ルールは、一致テストが成功した場合に
実行する転送動作を指定します。または、一致ルールでカウンタ機能を有効にしている場合、その 11 ビットカウント

値が対応する動作ルールフィールドに保存され、転送は実行されません。

通常、16 の一致ルールは 16 の動作ルールに直接には関連付けられていません。例えば、一致エントリ #0 は動作

エントリ #0 に関連している必要はありません。例外は、一致ルールでカウンタ機能を有効にしていても、同じ ACL
テーブルエントリの一致ルールと動作ルールのフィールドが一緒に機能し、もはや独立していない場合です。

16 の処理エントリのそれぞれを、任意の数の一致ルール (RuleSet で指定 ) を任意の 1 つの動作ルール (FRN で指定 )
に関連付けるのに使います。RuleSet に複数の一致ルールがある場合、それらのルールは AND 演算されます。これらの

一致結果の全てが真の場合に限り FRN 動作が実行されます。

複数の処理エントリが同じ動作ルールを指定するように ACL テーブルを設定する事もできます。この方法では、最終的

な一致結果は複数の RuleSets のそれぞれの一致結果の論理和になります。

16 の ACL ルールは、エントリ #0 が最高の優先度であり、エントリ #15 が最低の優先度である順序付きのリストに

相当します。全ての一致ルールが評価されます。複数の真の一致結果と、対応する複数の動作が存在する場合、それ
らの最高の優先度の動作が実行されます。

4.4.16.1 処理エントリの説明

処理エントリは、表 4-13 に示すように 2 つのパラメータで構成されます。

表 4-13: ACL 処理エントリのパラメータ

パラメータ 概要

FRN[3:0] First Rule Number
動作ルールエントリへのポインタです。取り得る値は 0 ～ 15 です。RuleSet で指定
された全ての一致ルールが真であると評価されると、これが結果として生じる動作
ルールになります。

RuleSet[15:0] 一連の 1 つまたは複数の一致ルールエントリを指定します。
RuleSet は、16 の一致ルールエントリのそれぞれに対して 1 ビットを持っています。
複数の一致ルールを選択した場合、全ての条件が AND 演算され最終的な一致結果が
生成されます。
0 = 一致ルールは選択されていない
1 = 一致ルールが選択されている
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図 4-6 の例は以下のように解釈されます。

• Rule #0: 一致ルールエントリ #0 をテストする。真の場合、動作ルールエントリ #0 を適用する。

• Rule #1: 一致ルールエントリ #1 をテストする。真の場合、動作ルールエントリ #0 を適用する。

• Rule #2: 一致ルールエントリ #2 をテストする。真の場合、動作ルールエントリ #1 を適用する。

• 一致ルールエントリ #3 をカウンタ機能に設定する。動作エントリ #3 を使って、対応するカウント値を保持する。

• Rule #4: 一致ルールエントリ #4、5、6 をテストする。全て真の場合、動作ルールエントリ #4 を適用する。

• Rule #6: 一致ルールエントリ #6 をテストする。真の場合、動作ルールエントリ #5 を適用する。

• Rule #8: 一致ルールエントリ #7、11 をテストする。両方が真の場合、動作ルールエントリ #9 を適用する。

いかなるパケットに対しても複数の動作は実行できません。複数の RuleSets の一致条件が真の場合、対応する最小値

( 最優先 ) の FRN フィールドが動作を決定します。

処理エントリ #0 と処理エントリ #1 が OR 機能を実行する事に注意する必要があります (RuleSet #0 または RuleSet
#1 が真の場合、動作 #0 が実行されます )。

処理エントリ #4 と処理エントリ #6 が、重複する RuleSet と、異なるを FRN を持っている事に注意します。これは

以下のようにまとめる事ができます。

#4、5、6 の一致が全て真の場合、動作 #4 を適用する。

それ以外で #6 の一致が真の場合、動作 #5 を適用する。

表 4-14 に、利用可能な一致ルールの選択肢を示します。MD および ENB フィールドを使って、目的の一致ルールを

選択します。設定の詳細は以下のセクションで説明します。

図 4-6: ACL の構造とルール値例
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4.4.16.2 一致ルールの説明

一致ルールは、複数のパラメータで構成されます。初めの 2 つのパラメータ (MD[1:0] と ENB[1:0]) は、各一致ルール

のその他の構成を決定します。

MD = 00 の場合、一致ルールは無効です。

MD = 01、ENB = 00 の詳細 :

動作ルールエントリの PM、P、RPE、RP、MM の 11 ビットの集合ビットフィールドは、一致フィールドの MAC ア

ドレスと TYPE の両方が一致するパケットのカウント値を指定します。 

カウント単位は動作ルールの TU ビットで設定します。 

表 4-14: 一致ルールの選択肢

MD[1:0] ENB[1:0] 一致ルール

00 XX 一致ルールを無効にする。

01
( レイヤ 2 一致 : 
MAC アドレス、 

EtherType)

00 動作フィールドを、MAC アドレスと EtherType の両方が一致するパケット
のカウント値として使う。

01 MAC アドレスのみを比較する。

10 EtherType のみを比較する。

11 MAC アドレスと EtherType の両方を比較する。

10
( レイヤ 3 一致 : 

IP アドレス )

00 予約済み

01 IPv4 送信元および宛先アドレス ( マスク付き ) を比較する。

10 IPv4 送信元および宛先アドレス ( マスクなし ) を比較する。

11 予約済み

11
( レイヤ 4 一致 : 

TCP、UDP、 
IP プロトコル )

00 IPv4 プロトコルを比較する。

01 TCP 送信元ポートまたは宛先ポートを比較する。

10 UDP 送信元ポートまたは宛先ポートを比較する。

11 TCP シーケンス番号を比較する。

表 4-15: ACL 一致ルールのパラメータ (MD = 01)
パラメータ 概要

MD[1:0] モード
00 = 一致ルールを無効にする
01 = レイヤ 2 MAC ヘッダまたはカウンタ フィルタリング
10 = レイヤ 3 IP ヘッダ フィルタリング
11 = レイヤ 4 TCP ヘッダ ( および IP プロトコル ) フィルタリング 

ENB[1:0] 00 = カウントモード (MAC アドレスと TYPE の両方をテストします。カウント値
( 時間またはパケットカウント ) も含まれます。詳細はこの表の下部に記載します。)
01 = MAC アドレス値についてのみ比較を行う
10 = TYPE 値についてのみ比較を行う
11 = MAC アドレスと TYPE の両方をテストする

S/D 送信元 / 宛先
0 = 宛先アドレス
1 = 送信元アドレス

EQ 等しい / 等しくない
0 = 等しくない場合、結果を真とする
1 = 等しい場合、結果を真とする

MAC ADDRESS[47:0] 48 ビットの MAC アドレス

TYPE[15:0] EtherType
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• 0 の場合、単位をマイクロ秒とする

• 1 の場合、単位をミリ秒とする

動作ルールの CA ビットは、カウント終了時の割り込み生成に使うアルゴリズムを指定します。

• 0 の場合、11 ビットカウンタにはリストからのカウント値が書き込まれ、単位時間ごとのカウントダウンを開始する。
割り込みはタイマがタイムアウトした時に ( つまり、カウント値によって指定された期間中に次の適合パケットを受信
しなかった場合に ) 生成される

• 1 の場合、カウンタは、一致したパケットを受信するたびにインクリメントする。最後のカウントに達すると割り
込みを生成する。その後、カウントはリセットする ( このモードでは時間単位は使いません。)

表 4-16: ACL 一致ルールのパラメータ (MD = 10)
パラメータ 概要

MD[1:0] モード
00 = 一致ルールを無効にする
01 = レイヤ 2 MAC ヘッダまたはカウンタ フィルタリング
10 = レイヤ 3 IP ヘッダ フィルタリング
11 = レイヤ 4 TCP ヘッダ ( および IP プロトコル ) フィルタリング 

ENB[1:0] 00 = 予約済み
01 = IPv4 送信元または宛先アドレス ( マスク付き )
10 = IPv4 送信元または宛先アドレス ( マスクなし )
11 = 予約済み

S/D 送信元 / 宛先
0 = 宛先アドレス
1 = 送信元アドレス

EQ 等しい / 等しくない
0 = 等しくない場合、結果を真とする
1 = 等しい場合、結果を真とする

IP ADDRESS[31:0] IPv4 アドレス
ENB = 01 の場合 : 送信元または宛先アドレス (S/D で選択 ) 
ENB = 10 の場合 : 送信元アドレス

IP MASK[31:0] ENB = 01 の場合 : IPv4 アドレスのマスクビット
0 = アドレスのこのビットを比較する
1 = アドレスのこのビットを比較しない
ENB = 10 の場合 : 宛先 IPv4 アドレス

表 4-17: ACL 一致ルールのパラメータ (MD = 11)
パラメータ 概要

MD[1:0] モード
00 = 一致ルールを無効にする
01 = レイヤ 2 MAC ヘッダまたはカウンタ フィルタリング
10 = レイヤ 3 IP ヘッダ フィルタリング
11 = レイヤ 4 TCP ヘッダ ( および IP プロトコル ) フィルタリング 

ENB[1:0] 00 = IP プロトコル比較を有効にする
01 = TCP 送信元 / 宛先ポート比較を有効にする
10 = UDP 送信元 / 宛先ポート比較を有効にする
11 = TCP シーケンス番号を比較する

S/D 送信元 / 宛先
0 = 宛先アドレス
1 = 送信元アドレス

EQ 等しい / 等しくない
0 = 等しくない場合、結果を真とする
1 = 等しい場合、結果を真とする
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4.4.16.3 動作ルールの説明

MAX PORT[15:0]
MIN PORT[15:0]

TCP/UDP の最大および最小ポート
または
TCP シーケンス番号 [31:0]

PC[1:0] ポート比較
00 = ポート比較を無効にする
01 = ポートは MAX または MIN と一致する
10 = ポート番号が MIN ～ MAX の範囲にある場合、一致とする
11 = ポート番号がレンジ外にある場合、一致とする

PRO[7:0] 一致すべき IPv4 プロトコル

FME TCP フラグ一致イネーブル
0 = TCP FLAG 一致を無効にする
1 = TCP FLAG 一致を有効にする

FMASK[7:0] TCP FLAG マスク
0 = FLAG フィールドのこのビットを比較する
1 = FLAG フィールドのこのビットを比較しない

FLAG[7:0] 一致すべき TCP フラグ

表 4-18: カウントなしモードの ACL 動作ルールのパラメータ (MD ≠ 01 または ENB ≠ 00)
パラメータ 概要

PM[1:0] 優先度モード
00 = ACL はパケットの優先度を指定しない。優先度は標準の QoS 機能で決まる
01= パケットの優先度が QoS 結果より高い場合、パケットの優先度を P[2:0] に変更
する
10 = パケットの優先度が QoS 結果より低い場合、パケットの優先度を P[2:0] に変更
する
11 = 常にパケットの優先度を P[2:0] に変更する

P[2:0] 優先度値

RPE 優先度注釈イネーブル
0 = 優先度の注釈付けを無効にする
1 = 優先度の注釈付けを有効にする。VLAN タグ優先度 (PCP) ビットを RP[2:0] で置き
換える

RP[2:0] 注釈付きの優先度値

MM[1:0] マップモード
00 = 転送の再割り当てをしない
01 = FORWARD の転送マップを、アドレス ルックアップ テーブルの転送マップと
OR 演算する
10 = FORWARD の転送マップを、アドレス ルックアップ テーブルの転送マップと
AND 演算する
11 = FORWARD の転送マップで、アドレス ルックアップ テーブルの転送マップを置き
換える

FORWARD[N-1:0] 転送ポート
ビット 0 はポート 1 に対応し、
ビット 1 はポート 2 に対応する等
0 = このポートに転送しない
1 = このポートに転送する

表 4-17: ACL 一致ルールのパラメータ (MD = 11) ( 続き )
パラメータ 概要
DS00002330B_JP - p.44  2018 Microchip Technology Inc.



KSZ9897R
図 4-7 に、ACL テーブルの基本構成を示します。このテーブルには 16 のエントリがあり、各エントリは一致フィー

ルド、動作フィールド、処理フィールドを収めています。これらのフィールドは 1 つのテーブルに一緒に保存されま

すが、任意のテーブルエントリにおいて一致、動作、処理の各フィールドは通常結び付いたグループを形成しない事
に注意します。例外は、一致ルールがカウントモード (MD = 01 かつ ENB = 00) の場合です。この場合、一致フィー

ルドと動作フィールドは 2 つ 1 組で使います。 

4.4.16.4 ACL 割り込み

ACL フィルタリング機能は割り込みを生成しません。割り込みはカウントモード (MD = 01、ENB = 00) にのみ適用さ

れます。一致ルールは、特定のタイプ (MAC アドレスと EtherType) のパケット間隔のタイムアウトまたは設定した数の

これらのパケットの受信に設定できます。割り込みはポートごとに独立しています。ポート特有の割り込みステータス
とマスクはポート割り込みステータス レジスタとポート割り込みマスクレジスタに示します。各ポートの最上位の

割り込みレジスタはグローバルポート割り込みステータス レジスタとグローバルポート割り込みマスクレジスタに

示します。

表 4-19: カウントモードの ACL 動作ルールのパラメータ (MD = 01 または ENB = 00)
パラメータ 説明

COUNT[10:0] カウント値

TU カウンタの時間単位 
0 = マイクロ秒
1 = ミリ秒

CA カウンタのアルゴリズム 
0 = 11 ビットカウンタはリストからカウント値を読み込み、単位時間ごとのカウント
ダウンを開始する。割り込みはタイマがタイムアウトした時に ( つまり、カウント値
によって指定された期間中に次の適合パケットを受信しなかった場合に ) 生成される

1 = カウンタは、一致したパケットを受信するたびにインクリメントする。最後の
カウントに達すると割り込みを生成する。その後、カウントはリセットする ( 時間単位
はこのモードでは使いません。)

図 4-7: ACL テーブルのフォーマット
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4.4.16.5 ACL レジスタ

表 4-20 に、ACL 関連レジスタの一覧を示します。

4.5 NAND ツリーのサポート

KSZ9897R は、チップ I/O と基板の間の異常検出用にパラメトリック NAND ツリーをサポートしています。NAND
ツリーとは、チェーン ( 鎖 ) 状にネスティングされた NAND ゲートです。その中で、KSZ9897R のデジタル I/O (NAND
ツリー入力 ) ピンはそれぞれチェーンに沿った 1 つの NAND ゲートの入力になっています。チェーンの最後で、

INTRP_N ピンが最後の NAND ゲートへの出力を提供します。

NAND ツリーテストの手順は以下の通りです。

• NAND ツリーモードを有効にする。

• 全ての NAND ツリー入力ピンを High にする。

• 表 4-21 の 1 行目から始まる NAND ツリーピンの順序に従って、各 NAND ツリー入力ピンを、ピンの番号順に Low に
駆動する。

• 各 NAND ツリー入力を Low に駆動した時に NAND ツリー出力が High から Low または Low から High にトグルする
事を確認する。

表 4-20: ACL レジスタ

レジスタ 概要

ポート割り込みステータス レジスタ、
ポート割り込みマスクレジスタ

ACL 割り込み

ポート ACL アクセス 0 レジスタ～ 
ポート ACL アクセス F レジスタ、 
ポート ACL バイトイネーブル MSB レジスタ、 
ポート ACL バイトイネーブル LSB レジスタ、 
ポート ACL アクセス制御 0 レジスタ

ACL テーブルのアクセス

ポート優先度制御レジスタ 優先度分類

ポート認証制御レジスタ ACL イネーブル

表 4-21: NAND ツリーテストピンの順序

NAND ツリーのシーケンス ピン番号 ピン名 NAND ツリーの説明

1 48 TX_CLK6/REFCLKI6 入力

2 49 TX_EN6/TX_CTL6 入力

3 50 TX_ER6 入力

4 51 COL6 入力

5 52 TXD6_3 入力

6 53 TXD6_2 入力

7 54 TXD6_1 入力

8 55 TXD6_0 入力

9 57 RX_CLK6/REFCLKO6 入力

10 58 RX_DV6/CRS_DV6/RX_CTL6 入力

11 59 RX_ER6 入力

12 60 CRS6 入力

13 62 RXD6_3 入力

14 63 RXD6_2 入力

15 64 RXD6_1 入力

16 65 RXD6_0 入力

17 66 TX_CLK7/REFCLKI7 入力

18 67 TX_EN7/TX_CTL7 入力
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以下の手順を使って KSZ9897R のデジタル I/O ピンの基板への接続の誤りの有無をチェックできます。

1. LED2_1、LED2_0、LED4_0 コンフィグレーション ストラップピンの選択で NAND ツリーモードを有効にする。

2. 基板のロジックを使ってKSZ9897Rの全てのNANDツリー入力ピンをHighに駆動し、INTRP_Nピン出力がHigh
である事を確認する。

3. 基板のロジックを使って、以下のように NAND ツリーピンの順序で各 NAND ツリー入力ピンを駆動する。

a) 最初のピンが適切に接続されている事を示すため、NAND ツリーシーケンスの最初のピン (TX_CLK6/
REFCLKI6) を High から Low にトグルし、INTRP_N ピンが High から Low に切り換わるのを確認する。

b) 最初のピン (TX_CLK6/REFCLKI6) を Low に維持する。

c) 2 番目のピンが適切に接続されている事を示すため、NAND ツリーシーケンスの 2 番目のピン (TX_EN6/
TX_CTL6) を High から Low にトグルし、INTRP_N ピンが Low から High に切り換わるのを確認する。

d) 最初のピン (TX_CLK6/REFCLKI6) と 2 番目のピン (TX_EN6/TX_CTL6) を Low に維持する。

e) 3 番目のピンが適切に接続されている事を示すため、NAND ツリーシーケンスの 3 番目のピン (TX_ER6) を
High から Low にトグルし、INTRP_N ピンが High から Low に切り換わるのを確認する。

f) KSZ9897R の全ての NAND ツリー入力ピンがトグルされるまでこのシーケンスを続ける。

19 68 TX_ER7 入力

20 69 COL7 入力

21 70 TXD7_3 入力

22 71 TXD7_2 入力

23 72 TXD7_1 入力

24 73 TXD7_0 入力

25 75 RX_CLK7/REFCLKO7 入力

26 76 RX_DV7/CRS_DV7/RX_CTL7 入力

27 78 RX_ER7 入力

28 79 CRS7 入力

29 80 RXD7_3 入力

30 81 RXD7_2 入力

31 82 RXD7_1 入力

32 83 RXD7_0 入力

33 85 LED4_0 入力

34 86 LED4_1 入力

35 88 LED3_0 入力

36 89 LED3_1 入力

37 90 NC 入力

38 91 LED2_0 入力

39 92 LED2_1 入力

40 93 PME_N 入力

41 96 RESET_N 入力

42 97 SDO 入力

43 98 SDI/SDA/MDIO 入力

44 100 SCS_N 入力

45 101 SCL/MDC 入力

46 102 LED5_0 入力

47 103 LED5_1 入力

48 105 LED1_0 入力

49 106 LED1_1 入力

50 94 INTRP_N 出力

表 4-21: NAND ツリーテストピンの順序 ( 続き )
NAND ツリーのシーケンス ピン番号 ピン名 NAND ツリーの説明
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KSZ9897R の各 NAND ツリー入力ピンは INTRP_N 出力ピンを High から Low または Low から High にトグルさせる

事で接続が正しい事を示す必要があります。KSZ9897R の入力ピンが High から Low にトグルしているのに INTRP_N
ピンがトグルしない場合、その入力ピンは故障しています。

4.6 クロッキング

4.6.1 プライマリ クロック

本デバイスは、XI ピンに 25 MHz の参照クロック入力が必要です。このクロックを内部的に逓倍し、全ての内部

ロジックおよびスイッチング機能のクロック同期に使います。通常、このクロックは PHY 送信パスのクロック同期

にも使います。このクロックは、XI ピンと XO ピンの間に水晶振動子を接続し、グランドに対して適切な負荷容量を

接続する事で供給できます。別の方法として、外部 CMOS クロック信号で XI を駆動する事もできます (XO は未接続

にします )。XI/XO ブロックは AVDDH から電力を供給します。

4.6.2 MAC インターフェイス クロック

MAC デバイスへの RX_CLKx 受信クロックと TX_CLKx 送信クロックの両方を PHY デバイスが駆動する事で、MII
インターフェイスは非対称的にクロック同期されます。各 MII ポートは、PHY または MAC の役割をになうようにリ

セット時にストラップ設定で設定できます。従って、RX_CLKx と TX_CLKx は MII モードに応じて両方共入力また

は両方共出力です。

RMII インターフェイスは 1 つの 50 MHz のクロックを使います。この REFCLK は、KSZ9897R または接続したデバ

イスから供給できます。ストラップ設定を使って、各ポートのモードを選択します。「通常モード」は相手のデバイス
がクロックを供給するモードであり、そのクロックは本デバイスの REFCLKIx ピンへの入力になります。「クロック

モード」は KSZ9897R が 50 MHz クロックを生成して REFCLKOx ピンに出力するモードです。

RGMII インターフェイスは信号源同期クロッキングを用いているため、対称的でありモード選択は不要です。生成さ

れた出力クロックは RX_CLKx ピンから出力され、入力クロックは TX_CLKx ピンで受信されます。クロック速度は、

インターフェイスのデータレート (10、100、1000 Mbps のいずれか ) に対応して変化します。100 Mbps と 1000 Mbps
を選択するにはストラップ設定を使います。10 Mbps が必要な場合、レジスタで設定します。

MAC インターフェイスは VDDIO から電力を供給します。

4.6.3 シリアル管理インターフェイス クロック

SPI、I2C、MIIM のいずれに設定する場合も、KSZ9897R は常にスレーブであり、入力としてクロックを受信します。

このシリアル管理インターフェイスは VDDIO から電力を供給します。

4.6.4 CLKO_25_125
XI の 25 MHz ローカル参照から得られる出力クロックは、CLKO_25_125 ピンに出力されます。出力周波数の選択肢は

25 MHz( 既定値 ) と 125 MHz です。不要な場合、この出力クロックは無効にする事もできます。CLKO_25_125 は出力

クロック制御レジスタで制御し、VDDIO から電力を供給します。

Note: コンフィグレーション ストラップの使い方はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション ストラップ」
(p. 16) を参照してください。 
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4.7 電源

KSZ9897R は 2 または 3 種類の電源電圧を使います。本デバイスのコアは 1.2 V 電源 (DVDDL と AVDDL) で動作

します。PHY トランシーバと XI/XO 水晶振動子 / クロック インターフェイスは 2.5 V 電源 (AVDDH) で動作します。

デジタル I/O は 1.8 V、2.5 V、3.3 V (VDDIO) のいずれかで動作できます。RGMII、RMII、MII、SPI、I2C、MIIM、

LED、RESET_N、PME_N, INTRP_N?CLKO_25_125 を含むデジタル I/O は VDDIO から電力を供給します。図 4-8 に、

電源接続図の例を示します。 

4.8 電源管理

本デバイスは、低消費電力ステート中に拡張電源管理機能をサポートします。これは、デバイスのアイドル時に低消
費電力を維持するためのエナジー ディテクト機能を備えます。グローバルに実装されている ( つまり全ポートに適用

する ) 電源管理機能には、以下の 3 つの動作モードがあります。

• 通常動作モード

• エナジー ディテクトモード

• ソフト パワーダウン モード

表 4-22 に、電源管理の 3 つの動作モードの内部機能ブロックの全てのステータスをまとめます。

図 4-8: 電源接続図
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ポートごとに実装できる、以下に示す 1 つの省電力モードも備えています。

• ポートベースのパワーダウン

初めの 3 つのグローバルパワー モードは互いに排他的であり、同時に選択できるモードは 1 つのみです。ポートベース

のパワーダウンは、グローバルパワー モードとは無関係に有効にできます。 

4.8.1 通常動作モード

起動時、本デバイスは通常動作モードに入ります。通常動作モードは、パワーダウン制御 0 レジスタのビット [4:3] を
00 にする事でも選択できます。本デバイスが通常動作モードにある場合、全ての PLL クロックは動作しており PHY
と MAC は ON であり、CPU はシリアル インターフェイス (SPI、I2C、MIIM) 経由でデバイスレジスタをいつでも読み

書きできます。 
通常動作モード中、ホストプロセッサはパワーダウン制御 0 レジスタの電源管理モードビットを変更する事でその他

の任意の電源管理モードに移行できます。

4.8.2 エナジー ディテクトモード

エナジー ディテクトモードはエナジー ディテクト パワーダウン (EDPD) モードとも呼び、パワーダウン制御 0 レジ

スタのビット [4:3] を 01 に設定する事で選択されます。エナジー ディテクトモードは、本デバイスがアクティブな
リンクパートナーに接続していない場合に消費電力を節約する機構を備えています。エナジー ディテクトモードでは、

オート ネゴシエーションを有効にする必要があります。

エナジー ディテクトモードは、通常電力ステートと低消費電力ステートの 2 つのステートで構成されています。この

モードでは、デバイスはケーブルのエネルギを監視します。ケーブル上でエネルギが検出されない状態が、あらかじめ
設定した値よりも長く続くと、本デバイスは低消費電力ステートに移行します。低消費電力ステートにある間、本
デバイスはレシーバのエナジー ディテクト回路を除く全ての回路を無効にする事で消費電力を低減させます。その際、
エナジー ディテクト回路は最小限の電力を消費します。低消費電力ステートにある場合、本デバイスは、非常に小さな

デューティ サイクルのリンクパルスを長い間隔で送信します。同時に、本デバイスはケーブルのエネルギを常時監視し

ます。ケーブルでエネルギが検出されて 100 ns より長い時間持続すると、本デバイスは通常電力ステートに入ります。

4.8.3 ソフト パワーダウン モード

ソフト パワーダウン モードは、本デバイスが起動後使われなくなった場合に本デバイスの電源を遮断するために使い

ます。このモードでは、シリアル (SPI または I2C) 管理インターフェイスを除き、全ての内部機能が OFF になります。

ソフト パワーダウン モードを終了すると、全てのレジスタはそれぞれの既定値にリセットされ、本デバイスを設定
するため全てのコンフィグレーション ストラップピンがサンプリングされます。

4.8.4 ポートベースのパワーダウン

消費電力を節約するため、未使用ポートは個別にパワーダウンできます。

4.8.5 Wake-On-LAN (WoL)
Wake-On-LAN を使うと、ネットワーク メッセージによってコンピュータを起動または復帰させる事ができます。この
メッセージは通常、同じローカルエリア ネットワークの他のコンピュータが実行するプログラムによって送信されます。

復帰フレームイベントは、意味のあるデータがネットワーク経由でシステムに提供された時にシステムを復帰させる
ために使います。意味のあるデータの例にはマジックパケットの受信、リモートの管理者からの管理要求、単純にロー
カルシステムに直接向けたネットワーク トラフィックが含まれます。本デバイスは、電源管理イベント信号 (PME_N)
をアサートする事で、復帰フレーム検出をホストに通知するように設定できます。

本デバイスの MAC は、以下の復帰イベントの検出をサポートしています。

• 定義値によるエネルギ信号の検出

• ネットワーク リンクステートでのリンクアップの検出

表 4-22: MDI/MDI-X ピン定義

機能ブロック
電源管理の動作モード

通常動作モード エナジー ディテクトモード ソフトパワーダウンモード

内部 PLL クロック 有効 無効 無効
TX/RX PHY 有効 RX でエナジー ディテクト 無効
MAC 有効 無効 無効

ホスト インターフェイス 有効 無効 無効
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• マジックパケットの受信 
ここに記載していないタイプの復帰イベントもあります。それらは、製造メーカーが選択して独自の方法で実装できます。

4.8.5.1 エナジーの管理方向

あらかじめ設定された期間より長く電力が持続した事を検出します。特にこの電力状態変化が、システムが通常の電力
消費ステートに戻るかどうかを決める場合に重要です。

4.8.5.2 リンクアップの方向

リンクステータス復帰イベントは、ネットワークの接続ステータスのリンクアップを示すのに便利です。

4.8.5.3 マジックパケット

マジックパケットは、全て「1」の 6 バイト (FF FF FF FF FF FF) に続けてターゲット コンピュータの 48 ビット DA
MAC アドレスを 16 回繰り返したデータパターンがペイロードのどこかに含まれているようなブロードキャスト
フレームです。マジックパケットでは上記の文字列だけがスキャンされます ( 本当のプロトコル スタックによって構

文解析されるのではない )。マジックパケットは任意のネットワークおよびトランスポート レイヤ プロトコルとして

送信されます。

マジックパケットは、LAN 上でスリープ中またはパワーオフ中の PC をリモートで復帰させるために使います。この

ために、特別な情報のパケット ( マジックパケット フレームと呼ぶ ) をネットワーク上のノードへ送信します。この

特別なフレームを受信可能な PC は、スリープへ移行すると LAN コントローラ内でマジックパケット RX モードを有効
にします。そして LAN コントローラは、マジックパケット フレームを受信した時に復帰するようシステムに指令

します。マジックパケット検出機能が有効にされると、デバイスはそのノードのアドレスが指定された全ての受信
フレームをスキャンして特別なデータシーケンス (マジックパケット フレームである事をコントローラに示すデータ
シーケンス ) が含まれていないか調べます。

マジックパケット フレームは、選択されている LAN テクノロジの基本要件も満たす必要があります。基本要件とは

ソースアドレス (SA) や Destination アドレス (DA) であり、これらは受信ステーションの IEEE MAC アドレスやマルチ
キャストまたはブロードキャスト アドレスおよび CRC です。特別なシーケンスは、このノードの MAC アドレスを

途切れる事なく 16 回繰り返したデータで構成されます。このシーケンスは、パケット内のどこに置かれていても
構いませんが、同期ストリームの後である事が必要です。同期ストリームは 6 バイトの 0xFF として定義されます。

16 回繰り返される IEEE アドレスがマシンのアドレスと一致した ( つまり復帰が要求された ) 場合、デバイスはブロード

キャスト フレームも受け入れます。

4.8.5.4 電源管理に関連するイベント時の割り込み生成

電源管理に関連するイベントが発生するたびにホストに割り込みを生成するには 2 つの方法があります。結果として
生じる割り込みは PME_N 信号ピン経由または INTRP_N 信号ピン経由です。

4.9 管理インターフェイス
管理インターフェイスは、ホストプロセッサが本デバイスのレジスタを読み書きするために使えます。このインター
フェイスには 3 つの動作モードがあります。SPI、I2C、MIIM です。インターフェイスのモードは、リセットのネゲート

時にストラップ設定で設定します。詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション ストラップ」(p. 16) を参照して

ください。

3 つのインターフェイスのうちで、SPI は最も高い性能であり、MIIM は最も低い性能です。最も重要な事は、MIIM
では PHY 制御とステータス レジスタにアクセスできるがスイッチレジスタにはアクセスできない事です。従って、

アプリケーションの大部分は SPI または I2C を使えますが、MIIM は使えません。

レジスタのアクセスは、高性能インバンド管理インターフェイス経由でも可能です ( セクション 4.10、「インバンド
管理」(p. 55) 参照 )。 

4.9.1 SPI スレーブバス

KSZ9897R は、スレーブモード SPI インターフェイスをサポートしています。このインターフェイスを使うと、SPI
マスタデバイスは全デバイスレジスタにアクセスできます。SPI マスタデバイスはクロック (SCL)、チップセレクト
(SCS_N)、シリアル入力データ (SDI) を供給します。シリアル出力データ (SDO) は KSZ9897R が駆動します。 
SPI 動作がアイドルの場合、SCL は Low に維持されます。SPI 動作は SCS_N の立ち下がりエッジで開始し、SCS_N の

立ち上がりエッジで終了します。1 つの読み出しまたは書き込みアクセスは 27 ビットのコマンド / アドレスフェイズ、

5 ビットのターンアラウンド (TA) フェイズ、8 ビットのデータフェイズで構成されます。バーストの読み出しまたは
書き込みアクセスでは、SCL がトグルし続ける間 SCS_N は Low に維持されます。SCL の 8 サイクルごとに本デバイス

はアドレスカウンタをインクリメントし、対応するデータバイトが SDI または SDO に連続して転送されます。

コマンド、アドレス、データは全て MSb から順に転送されます。SDI の入力データはクロック SCL の立ち上がりエッジ
でラッチされます。SDO の出力データは SCL の立ち下がりエッジでクロック同期されます。
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図 4-23 に示すように、レジスタ読み出しとレジスタ書き込みという 2 つのコマンドがあります。図 4-9 と図 4-10 に、
これらの 2 つの動作のタイミングを示します。

Note 4-1 TA ビットはターンアラウンド ビットです。これらは「ドントケア」ビットです。

4.9.2 I2C バス

管理インターフェイスは I2C スレーブに設定できます。このモードでは、I2C マスタは、全ての MIB カウンタ、アド

レス ルックアップ テーブル、VLAN テーブル、ACL テーブルを含む本デバイスの内部制御およびステータス レジスタ

に書き込めます。

7 ビットのデバイスアドレスは 1011_111 に固定されています。この固定アドレスのため、I2C バス上に同時に存在で

きる KSZ9897R は 1 つのみです。最下位ビットとして R/W 制御ビットが追加され、以下の 8 ビットアドレス / 制御

ワードを構成します。

書き込み : 1011_1110
読み出し : 1011_1111

表 4-23: SPI インターフェイスを使ったレジスタアクセス

SPI 動作
コマンド / アドレスフェイズ (SDI ピン ) TA ビット

(Note 4-1)
データフェイズ 

(SDO または SDI ピン )コマンド レジスタアドレス

レジスタ読み出し 011 A23 A22 A21 A20 … A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 XXXXX D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0
レジスタ書き込み 010 A23 A22 A21 A20 … A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 XXXXX D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

Note: 本デバイスの実際のアドレス空間は 16 ビット (A15 ～ A0) であるため、SPI コマンド / アドレスフェイズ
のアドレスビット (A23 ～ A16) の値は「ドントケア」です。

図 4-9: SPI レジスタの読み出し動作

図 4-10: SPI レジスタの書き込み動作
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本デバイスの内部レジスタおよびテーブルは、16 ビットアドレス指定と 8 ビットデータでアクセスします。アクセス

フォーマットは以下の通りです。

4.9.3 MIIM (MII Management) インターフェイス

本デバイスは IEEE 802.3 MII Management (MIIM)インターフェイス (MDIO: Management Data Input/Outputインター

フェイスとも呼ぶ ) をサポートします。このインターフェイスは、KSZ9897R の PHY ブロックのステートの上位層

デバイスによる監視と制御を可能にします。しかし、スイッチレジスタにはアクセスできません。MDC/MDIO 対応の

外部デバイスを使って PHY ステータスの読み出しと PHY の設定が可能です。MIIM インターフェイスの詳細は、IEEE
802.3 仕様書の Clause 22 および 45 に記載されています。

MIIM の使用はインバンド管理インターフェイスの使用と競合します。これらのインターフェイスを同時に使う事は

できません。

MIIM インターフェイスは以下により構成されます。 

• 外部コントローラと KSZ9897R の間の通信のための、データ信号 (MDIO) とクロック信号 (MDC) を使う物理接続 :
MDIO 信号がオープンドレインである事に注意する必要があります。

• 2 つの信号の物理接続の全体にわたって機能する専用プロトコル : これにより、外部コントローラは内部 PHY デバ
イスと通信できます。

• 一連の標準的なベンダー固有の拡張 (MMD) 16 ビットレジスタへのアクセス : これらのレジスタは、SPI または I2C
インターフェイス経由で直接アクセスする事もできます。

図 4-11: 1 バイトレジスタ書き込み

図 4-12: 1 バイトレジスタ読み出し

図 4-13: バーストレジスタ書き込み

図 4-14: バーストレジスタ読み出し
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MIIM インターフェイスは、最大 5 MHz のクロック速度で動作できます。アクセスは、ポート 1 ～ 5 の PHY ブロック

のレジスタのみに限定されます。表 4-24 に、MII 管理インターフェイス フレームのフォーマットをまとめます。

MIIM PHY アドレスと PHY ポートの対応は以下の通りです。

• PHY アドレス 1h と PHY ポート 1
• PHY アドレス 2h と PHY ポート 2
• PHY アドレス 3h と PHY ポート 3
• PHY アドレス 4h と PHY ポート 4
• PHY アドレス 5h と PHY ポート 5
MIIM のレジスタアドレス空間は、明確に分かれた以下の 2 つの領域で構成されます。 

• 標準 MIIM レジスタ ( 直接 )
• MMD (MDIO Manageable Device) レジスタ ( 間接 )

4.9.3.1 標準 MIIM レジスタ ( 直接 )
標準レジスタは、IEEE 802.332 仕様書の Clause 22 の定義に従って、レジスタアドレス空間への直接読み書きアクセスを

提供します。このアドレス空間内では、最初の 16 個のレジスタ ( レジスタ 0h ～ Fh) は IEEE 仕様に従って定義され、

残りの 16 個のレジスタ ( レジスタ 10h ～ 1Fh) は PHY ベンダーによって独自に定義されます。

KSZ9897R は、各 PHY ポート向けに標準レジスタ ( 表 4-25 参照 ) をサポートしています。各 16 ビット MIIM 標準

レジスタアドレスは対応する 2 つの 8 ビットポート N レジスタアドレスに対応しています。このレジスタのビット

マップと説明はその 8 ビットポート N レジスタアドレスの行に記載しています。

表 4-24: MII 管理インターフェイス フレームのフォーマット

動作モード
プリアンブル
(32 ビット )

フレーム
開始 

(2 ビット )

オペコード 
(2 ビット )

PHY
アドレス

(5 ビット )

レジスタ
アドレス

(5 ビット )

ターン
アラウンド
(2 ビット )

レジスタ
データ

(16 ビット )
アイドル

読み出し オール 1 01 10 A[4:0] Reg[4:0] Z0 D[15:0] Z
書き込み オール 1 01 01 A[4:0] Reg[4:0] 10 D[15:0] Z

TABLE 4-25:標準 MIIM レジスタ

MIIM 標準レジスタ
アドレス

 (16 進数 )

ポート N 
レジスタアドレス

(16 進数 )
説明

IEEE 定義レジスタ

0h 0xN100 ～ 0xN101 PHY 基本制御レジスタ

1h 0xN102 ～ 0xN103 PHY 基本ステータス レジスタ

2h 0xN104 ～ 0xN105 PHY ID 上位レジスタ

3h 0xN106 ～ 0xN107 PHY ID 下位レジスタ

4h 0xN108 ～ 0xN109 PHY オート ネゴシエーション アドバタイズ レジスタ

5h 0xN10A ～ 0xN10B PHY オート ネゴシエーション リンクパートナー機能レジスタ

6h 0xN10C ～ 0xN10D PHY オート ネゴシエーション拡張ステータス レジスタ

7h 0xN10E ～ 0xN10F PHY オート ネゴシエーション Next Page レジスタ

8h 0xN110 ～ 0xN111 PHY オート ネゴシエーション リンクパートナー Next Page 機能
レジスタ

9h 0xN112 ～ 0xN113 PHY 1000BASE-T 制御レジスタ

Ah 0xN114 ～ 0xN115 PHY 1000BASE-T ステータス レジスタ

Bh ～ Ch - 予約済み

Dh 0xN11A ～ 0xN11B PHY MMD 設定レジスタ

Eh 0xN11C ～ 0xN11D PHY MMD データレジスタ
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4.9.3.2 MMD (MDIO Manageable Device) レジスタ ( 間接 )
MIIM インターフェイスを使うと、セクション 5.4、「MMD (MDIO Manageable Device) レジスタ ( 間接 )」(p. 164) で
定義する一連の MMD レジスタに間接的にアクセスできます。

4.10 インバンド管理

インバンド管理アクセス (IBA) は、7 つのデータポートのうちの任意の 1 つを経由した、レジスタの完全な読み書き

アクセスを可能にする機能です。ポート 7 は既定値の IBA ポートです。インバンド機能は、起動またはリセット時に

ストラップ設定で有効または無効にできます。ポート 7 とは異なるポートを IBA に使うには、SPI/I2C インター

フェイスまたは IBA を使って制御レジスタに書き込む必要があります。IBA は、同時に複数のポートでは使えません。

インバンド管理フレームは、通常のネットワーク フレームとは異なる方法で処理されます。特殊フレームとして認識

されるため、アドレスおよび VID ルックアップ、VLAN タギング、送信元アドレス フィルタリング、タグが付いてい

ないパケットの破棄、タグ付きフレームのドロップ等は適用されません。受信されたインバンド管理フレームは、
スイッチ ファブリックまたはその他のポートには転送されません。

インバンド管理アクセス (IBA) 制御レジスタを使って IBA 機能を有効化および制御します。また、7 つのポートのうち

の 1 つを IBA ポートに指定します。

図 4-15 に、IBA フレームのフォーマットを示します。IBA フレームのレイヤ 2 部分は宛先アドレス (DA) と送信元

アドレス (SA) のフィールドを含みます。フレームの DA は本スイッチの MAC アドレス ( 既定値は 00-10-A1-FF-FF-FF)
に定義されており、SA は送信元デバイスの MAC アドレスに定義されています。応答フレームでは、DA と SA が入れ

代わります。特殊な 4 バイトの IBA タグが SA に続きます。その後に、これを IBA フレームとして識別するのに役立つ

2 バイトの EtherType/ 長さフィールドが続きます。

同時に処理できる IBA フレームは 1 つのみです。最新の応答フレームが送信を完了しない限り、本デバイスが受信する

後続の IBA フレームは全てドロップされます。

読み出し / 書き込みコマンドには 6 つのタイプがあります。READ、WRITE、WAIT on 0、WAIT on 1、MODIFY to 0、
MODIFY to 1 です。

バーストコマンドを使うと、IBA フレームバッファの容量まで高速に一括してデータを返す事ができます。バースト

コマンドの動作には 2 つのタイプがあります。読み出しバーストと書き込みバーストです。

Fh 0xN11E ～ 0xN11F PHY 拡張ステータス レジスタ

ベンダー固有レジスタ

10h - 予約済み

11h 0xN122 ～ 0xN123 PHY リモート ループバック レジスタ

12h 0xN124 ～ 0xN125 PHY LinkMD レジスタ

13h 0xN126 ～ 0xN127 PHY デジタル PMA/PCS ステータス レジスタ

14h - 予約済み

15h 0xN12A ～ 0xN12B ポート RXER カウントレジスタ

16h ～ 1Ah - 予約済み

1Bh 0xN136 ～ 0xN137 ポート割り込み制御 / ステータス レジスタ

1Ch 0xN138 ～ 0xN139 PHY Auto MDI/MDI-X レジスタ

1Dh ～ 1Eh - 予約済み

1Fh 0xN13E ～ 0xN13F PHY 制御レジスタ

TABLE 4-25:標準 MIIM レジスタ ( 続き )
MIIM 標準レジスタ

アドレス
 (16 進数 )

ポート N 
レジスタアドレス

(16 進数 )
説明
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4.11 MAC インターフェイス (RGMII/MII/RMII ポート 6 ～ 7)
ストラップ設定を使って、ポート 6 および 7 向けに以下の MAC インターフェイスのいずれかを個別に選択します。 

• MII (Media Independent Interface): 100、10 Mbps のデータレートをサポート

• RMII (Reduced Media Independent Interface): 100、10 Mbps のデータレートをサポート

• RGMII (Reduced Gigabit Media Independent Interface): 1000、100、10 Mbps のデータレートをサポート

KSZ9897R の MAC インターフェイス上の信号が PHY 向けと同じように命名されている事に注意します。つまり、内蔵

MAC を備えるホストプロセッサに対するように、TX 方向は KSZ9897R に入る向きであり、RX 方向は KSZ9897R から

出る向きです。そのような「MAC」デバイスへの信号の接続は「TX から TX」または「RX から RX」です。

外部 PHY( 例 : Microchip 社 KSZ9031RNX) はどちらのポートにも接続できます。しかし、その場合、信号の接続は

「RX から TX」または「TX から RX」となります。

RGMII/MII/RMII インターフェイスは VDDIO 電源で電力を供給します。

図 4-15: インバンド管理フレームのフォーマット

LSB 0 1 65432 7 MSB

PREAMBLE

SFD

7 Bytes

1 Byte

DES. ADDRESS6 Bytes

IBAF TAG TYPE2 Bytes

SRC. ADDRESS6 Bytes

IBAF TAG CONTROL INFO.2 Bytes

2 Bytes

46 bit addressi/g u/l
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u/l=0, Globally Admin. Addr. u/l=1, Locally Admin. Addr.

2 Bytes

MAC LENGTH/TYPE

2 Bytes

TPID 

10011000
00000000

00000000
00000000

0x9800 for 98xx Family

Reserved

010xxxxx
11111110

Sequence #
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4 bits of mode, 8 bits of sequence #
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ACCESS COMMAND4 Bytes

DATA4 Bytes
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4 Bytes
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ACCESS CODE
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FRAME CHECK SEQUENCE4 Bytes

PADVariable

IBAF 
Layer 3 

Data

38/42/46 
– 1500
MAC 
DATA

0eeeeAAAAAAAAOP. 
Code

Bits Transmitted from Left to Right

mode

ACCESS FORMAT

Reserved
 0x0001 = Rd/Wr,
0x0002 = Burst

ACCESS COMMAND/DATA

ACCESS COMMAND/DATA

ACCESS COMMAND/DATA

ACCESS COMMAND/DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

AAAAAAAAAAAAAAAA

COMMAND = 0x0001 (Rd/Wr)

0000000000000OP. 
Code

00000000000aaaaa

COMMAND = 0x0002 (Dump)

0xdddddddd

COMMAND = 0x0001 (Rd/Wr)

3 bits of OP code: 
001 = READ, 010 = WRITE, 

100 = WAIT on 0, 101 = WAIT on 1,
110 = MODIFY to 0, 111 = MODIFY to 1,

000 = end of command list
eeee = Byte enable

AAAA..AAAA[23:0] = Register Address

000000AAAAAAAADir

AAAAAAAAAAAAAAAA

COMMAND = 0x0002 (Burst)
2 bits of Direction: 

01 = READ, 10 = WRITE, 
AAAA..AAAA[23:0] = Starting Register Address

0xmaskmask

COMMAND = 0x0001 (WAIT/
MODIFY)

Mask (1) = bit in reg. to be tested for OP code 100/101
OR

set (1) = bit to be set to 0/1 based on OP code 110/111

dddddddd = data written/read

26 0's and 6 bits of burst count 

COMMAND = 0x0002 (Burst)
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4.11.1 MII (Media Independent Interface)
MII (Media Independent Interface) は、IEEE 802.3 規格の Clause 22 に規定されています。MII は、PHY 層と MAC 層

デバイスの間の共通インターフェイスを提供します。データ インターフェイスは 4 ビット幅であり、ネットワークの

ビットレートの 4 分の 1 で動作します (10BASE-Te では 2.5 MHz、100BASE-TX では 25 MHz)。送信側の場合、データが

有効である時または送信中にエラーが発生した時に、追加の信号によってその事が示されます。同様に受信側では、
物理層エラーが発生せずにデータが有効である時に、信号によってその事を知らせます。半二重動作では、COL 信号が

送信中にコリジョン発生を示します。

各 MII インターフェイスは PHY モードまたは MAC モードで動作します。プロセッサ、または MAC 機能を備えた

その他のデバイスにポートを接続する場合、PHY モードを選択します。外部 PHY に接続する場合、MAC モードを選択

します。TX_CLKx、RX_CLKx、COLx、CRSx の各信号の方向は PHY モードまたは MAC モード設定の影響を受ける

事に注意する必要があります ( その他の MII 信号は方向を変えません )。

MII モードは、リセット時に、ピン RXD6_3 および RXD6_2 ( ポート 6) のコンフィグレーション ストラップとピン

RXD7_3 および RXD7_2 ( ポート 7) のコンフィグレーション ストラップで選択します。速度のストラップ設定 ( ピン

RXD6_0 ( ポート 6) とピン RXD7_0 ( ポート 7)) は 100/10 Mbps モードに設定する必要があります。PHY モードまたは

MAC モードはピン RXD6_1 ( ポート 6) とピン RXD7_1 ( ポート 7) のストラップ設定で選択します。詳細はセクション

3.2.1、「コンフィグレーション ストラップ」(p. 16) を参照してください。 

このインターフェイスは、2 つの異なるグループ ( 送信用と受信用 ) の信号で構成されています。表 4-26 と表 4-27 に、

MII インターフェイスがそれぞれ外部 MAC と外部 PHY に接続するために使う信号を示します。

4.11.2 RMII (Reduced Media Independent Interface)
RMII (Reduced Media Independent Interface) は少ピン数のインターフェイスを規定しています。このインターフェイスは、

ポートに接続した MAC と通信できる MII に基づいています。MII と同様 RMII は、物理層と MAC 層デバイスまたは

2 つの MAC 層デバイスの間の共通インターフェイスを提供します。RMII の主な特長は以下の通りです。

表 4-26: 外部 MAC への MII (PHY モード ) 接続

MII インターフェイス信号の説明 KSZ9897R の PHY モードの信号 外部 MAC デバイスの信号

送信イネーブル TX_ENx ( 入力 ) TX_EN ( 出力 )
送信エラー TX_ERx ( 入力 ) TX_ER ( 出力 )

送信データビット [3:0] TXDx_[3:0] ( 入力 ) TXD[3:0] ( 出力 )
送信クロック TX_CLKx ( 出力 ) TX_CLK ( 入力 )
コリジョン検出 COLx ( 出力 ) COL ( 入力 )
キャリア検出 CRSx ( 出力 ) CRS ( 入力 )
受信データ有効 RX_DVx ( 出力 ) RX_DV ( 入力 )

受信エラー RX_ERx ( 出力 ) RX_ER ( 入力 )
受信データビット [3:0] RXDx_[3:0] ( 出力 ) RXD[3:0] ( 入力 )

受信クロック RX_CLKx ( 出力 ) RX_CLK ( 入力 )

表 4-27: 外部 PHY への MII (MAC モード ) 接続

MII インターフェイス信号の説明 KSZ9897R の MAC モードの信号 外部 PHY デバイスの信号

送信イネーブル RX_DVx ( 出力 ) TX_EN ( 入力 )
送信エラー RX_ERx ( 出力 ) TX_ER ( 入力 )

送信データビット [3:0] RXDx_[3:0] ( 出力 ) TXD[3:0] ( 入力 )
送信クロック RX_CLKx ( 入力 ) TX_CLK ( 出力 )
コリジョン検出 COLx ( 入力 ) COL ( 出力 )
キャリア検出 CRSx ( 入力 ) CRS ( 出力 )
受信データ有効 TX_ENx ( 入力 ) RX_DV ( 出力 )
受信エラー TX_ERx ( 入力 ) RX_ER ( 出力 )

受信データビット [3:0] TXDx_[3:0] ( 入力 ) RXD[3:0] ( 出力 )
受信クロック TX_CLKx ( 入力 ) RX_CLK ( 出力 )
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• 10 Mbps と 100 Mbps のどちらのネットワーク データレートもサポートしています。

• 送信と受信の両方のデータ向けに、内部的または外部的に提供される 1 つの 50 MHz 参照クロックを使います。

• 2 ビット幅の独立した送信データパスと受信データパスを使います。

• 2 つの異なるグループ ( 送信用と受信用 ) の信号で構成されています。

ユーザは、適切なストラップ設定を設定する事で 2 つの RMII クロックモードのうちの 1 つを選択します。クロック

モードは、ポート 6 とポート 7 に対して個別に選択します。 

RMII 通常モードの間、ポートは、外部 50 MHz 信号を外部信号源から TX_CLKx/REFCLKIx に入力する必要があり

ます。このモードは、リセット中、適切なピン (RXD6_1( ポート 6)、RXD7_1( ポート 7)) を High にストラップする事

で選択します。 

RMII クロックモードの間、ポートは、50 MHz クロックを RX_CLKx/REFCLKOx に出力します。このクロックは XI
クロック入力に接続した 25 MHz の水晶振動子またはオシレータから得られます。TX_CLKx/REFCLKIx 入力はこの

モードでは使いません。このモードは、リセット中、適切なピン (RXD6_1( ポート 6)、RXD7_1( ポート 7)) を Low に

ストラップする事で選択します。 

コンフィグレーション ストラップの詳細は、セクション 3.2.1、「コンフィグレーション ストラップ」(p. 16) を参照

してください。

表 4-28 に、RMII インターフェイスが使う信号を示します。信号の詳細説明は RMII 仕様を参照してください。 

RMII モードの 1 つのデバイスポートは外部 MAC デバイス ( ホストプロセッサ等 ) または外部 PHY に接続できます。

しかし、MII とは異なり、RMII には個別の PHY および MAC 動作モードはありません。しかし、ピンは適切に接続する

必要があります。

表 4-28: RMII 信号の説明

RMII 信号名
( 仕様による )

RMII 信号
(KSZ9897R の場合 )

ピンの方向
(PHY、KSZ9897R

に対して )

ピンの方向
(MAC に対して ) RMII 信号の説明

REF_CLK REFCLKI6
REFCLKI7 入力 入力または出力

同期 50 MHz 参照クロック ( ポートが
RMII 通常モードの場合 )

該当なし
REFCLKO6
REFCLKO7 出力 入力

同期 50 MHz 参照クロック ( ポートが
RMII クロックモードの場合 )

TX_EN TX_EN6
TX_EN7 入力 出力 送信イネーブル

TXD[1:0] TXD6_[1:0]
TXD7_[1:0] 入力 出力 送信データビット [1:0]

CRS_DV RX_DV6
RX_DV7 出力 入力 キャリア検出 / 受信データ有効

RX_ER RX_ER6
RX_ER7 出力

入力または 
不要

受信エラー

RXD[1:0] RXD6_[1:0]
RXD7_[1:0] 出力 入力 受信データビット [1:0]

表 4-29: 外部 MAC への RMII 接続

RMII インターフェイス信号の説明 KSZ9897R の信号 外部 MAC デバイスの信号

送信イネーブル TX_ENx ( 入力 ) TX_EN ( 出力 )
送信データビット [1:0] TXDx_[1:0] ( 入力 ) TXD[1:0] ( 出力 )

参照クロック REFCLKIx ( 入力 )
または REFCLKOx ( 出力 )

REF_CLK
( 入力または出力 )

キャリア検出データ有効 RX_DVx ( 出力 ) CRS_DV ( 入力 )
受信エラー RX_ERx ( 出力 ) RX_ER ( 入力 )

受信データビット [1:0] RXDx_[1:0] ( 出力 ) RXD[1:0] ( 入力 )
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4.11.3 RGMII (Reduced Gigabit Media Independent Interface)
RGMII は、RGMII PHY と MAC の間の共通インターフェイスを提供します。RGMII の主な特長は以下の通りです。

• ピン数を GMII の 24 ピンから 12 ピンへ削減します。 
• 全ての速度 (10 Mbps、100 Mbps、1000 Mbps) を全二重と半二重の両方でサポートします。

• データの送信と受信は独立しています ( それぞれ異なる信号グループに属します )。
• 送信データと受信データはそれぞれ 4 ビット幅 (1 ニブル ) です。

RGMII 動作では、RGMII ピンは以下のように機能します。 

• MAC は送信参照クロック TX_CLKx (1000 Mbps: 125 MHz、100 Mbps: 25 MHz、10 Mbps: 2.5 MHz) を供給します。

• PHY は受信参照クロック RX_CLKx (1000 Mbps: 125 MHz、100 Mbps: 25 MHz、10 Mbps: 2.5 MHz) を復元して供給
します。

• 1000BASE-T の場合、送信データ (TXDx_[3:0]) は TX_CLKx の両方のエッジで出力され、受信データ (RXDx_[3:0])
は復元された 125 MHz クロック (RX_CLKx) の両方のエッジに同期して出力されます。

• 10BASE-T/100BASE-TX の場合、MAC は PHY と MAC が同速で動作するまで TX_CTLx を Low に保持します。速度
の遷移中は、MAC に対するクロックグリッチを防ぐため、受信クロックは正または負のパルスで伸張されます。 

• TX_ERx および RX_ERx は、それぞれ TX_ENx および RX_DVx と組み合わされて TX_CTLx および RX_CTLx を
形成します。これら 2 つの RGMII 制御信号は、クロックの立ち下がりエッジで有効です。

適切なコンフィグレーション ストラップピンが RGMII モード機能の選択肢のいずれかに設定されている場合、起動

またはリセット後に本デバイスは RGMII モードに設定されます。利用可能な選択肢はセクション 3.2.1、「コンフィグ

レーション ストラップ」(p. 16) を参照してください。接続した RGMII デバイスの速度に自分の速度を自動的に適合

させる機構を RGMII インターフェイスが持っていない事に注意する必要があります。コンフィグレーション ストラップ

設定により、起動時に各 RGMII インターフェイスの速度が 1000 Mbps または 100 Mbps に設定されます。制御レジ

スタはコンフィグレーション ストラップ設定をポートごとにオーバーライドし、RGMII の速度を 1000 Mbps、100
Mbps、10 Mbps のいずれかに設定できます。PHY を RGMII ポートに接続している場合、RGMII の速度との不一致を

防ぐため、PHY リンク速度を確実に固定する必要があります。

本デバイスは、XMII ポート制御 1 レジスタの RGMII 内部遅延制御ビットによって、TX_CLKx または RX_CLKx に

最小 1.5 ns の内部遅延を追加する事もできます。これにより、プリント基板上でクロック信号にトレース遅延を追加

する必要性を低減または解消できます。RGMII_ID_ig は TX_CLKx 上の遅延を有効にします ( 既定値は OFF です )。
RGMII_ID_eg は RX_CLKx 上の遅延を有効にします ( 既定値は ON です )。ユーザは、接続された RGMII デバイスに

よって追加された内部のクロック遅延についても留意する必要があります。

表 4-30: 外部 PHY への RMII 接続

RMII インターフェイス信号の説明 KSZ9897R の信号 外部 PHY デバイスの信号

送信イネーブル RX_DVx ( 出力 ) TX_EN ( 入力 )
送信データビット [1:0] RXDx_[1:0] ( 出力 ) TXD[1:0] ( 入力 )

参照クロック REFCLKIx ( 入力 )
または REFCLKOx ( 出力 )

REF_CLK
( 入力または出力 )

キャリア検出データ有効 TX_ENx ( 入力 ) CRS_DV( 入力 )
受信エラー 未接続 RX_ER ( 出力 )

受信データビット [1:0] TXDx_[1:0] ( 入力 ) RXD[1:0] ( 出力 )
 2018 Microchip Technology Inc. DS00002330B_JP - p.59



KSZ9897R
表 4-31: RGMII 信号の説明

RGMII 信号名
( 仕様による )

RGMII 信号
(KSZ9897R の場合 )

ピンの方向 (PHY、
KSZ9897R に対して )

ピンの方向
(MAC に対して ) RGMII 信号の説明

TXC TX_CLK6
TX_CLK7 入力 出力

送信参照クロック
(1000 Mbps: 125 MHz、100 Mbps: 
25 MHz、10 Mbps: 2.5 MHz)

TX_CTL TX_CTL6
TX_CTL7 入力 出力 送信制御

TXD[3:0] TXD6_[3:0]
TXD7_[3:0] 入力 出力 送信データ [3:0]

RXC RX_CLK6
RX_CLK7 出力 入力

受信参照クロック
(1000 Mbps: 125 MHz、100 Mbps: 
25 MHz、10 Mbps: 2.5 MHz)

RX_CTL RX_CTL6
RX_CTL7 出力 入力 受信制御

RXD[3:0] RXD6_[3:0]
RXD7_[3:0] 出力 入力 受信データ [3:0]
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5.0 デバイスレジスタ

KSZ9897R はデバイス管理のためのレジスタを豊富に備えています。これらのレジスタは、SPI/I2C インターフェイス

またはインバンド管理によってアクセスします。別の方法として、MIIM インターフェイスを使って PHY レジスタの

みにアクセスする事もできます。MIIM インターフェイスはスイッチレジスタにアクセスできません。

デバイスレジスタのアクセスには 16 ビットアドレスを使います。このアドレスは 3 つの階層的な空間に分かれてい

ます ( 図 5-1 参照 )。これらの 3 つの空間を使ってポート / チャンネル (4 ビット )、ポートの機能 ( ページ ) (4 ビット )、
機能のレジスタ (8 ビット ) を指定します。個々のポートには 1 ～ 7 の番号が付いています。ポート空間では、値 0 は

グローバル レジスタに使います。アドレスのビット 15 は常に 0 です。

図 5-1: レジスタアドレス割り当て

15 14 13 12 11 10 9 8 7 0123456

= 0x0312

0 = Global

Register SpaceFunction Space 
(Page)Port Space

0

Examples:

0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0

N = Port #

= 0xN4080 N N N 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

Control,
Status,

Storage,
Etc.

0 = Operation
1 = I/O Interface
2 = PHY
3 = General
4 = Look-up Tables
5-F = Reserved

0 = Operation
1 = PHY
2 = Reserved
3 = RGMII / MII / RMII
4 = MAC
5 = MIB Counters
6 = ACL
7 = Reserved
8 = Ingress – Classification, Policing
9 = Egress – Shaping
A = Queue management
B = Address lookup engine
C-F = Reserved

Register 
Address

Values of N 
are 1 - 7
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レジスタアドレス指定はバイト単位で行うため、管理インターフェイス (SPI、I2C、インバンド ) はバイト単位でデータ

を転送します。レジスタを 16 ビットまたは 32 ビットで示す場合、それは単に分かりやすくするためです。データは

常に個々のバイトとして任意の順序で読み書きされます。

マルチバイト レジスタの場合、このデータは最上位バイト (MSB) が最も小さいアドレス、最下位バイト (LSB) が最も

大きいアドレスになるように、ビッグ エンディアン フォーマットでアドレス指定されます ( 図 5-2 参照 )。

表 5-1 と表 5-2 に、それぞれグローバル レジスタとポートレジスタのアドレスマップを示します。表 1-3、「レジスタ

の分類」(p. 7) に、レジスタビットの種別の一覧を示します。

本章のその他の部分の構成は以下の通りです。

• グローバル レジスタ

• ポートレジスタ

• 各種のテーブルと MIB カウンタ ( アクセス )
• MMD (MDIO Manageable Device) レジスタ ( 間接 )

図 5-2: バイトの順序

表 5-1: グローバル レジスタのアドレスマップ

アドレス 機能グループ

0x0000 ～ 0x00FF グローバル動作制御レジスタ (0x0000 ～ 0x00FF)
0x0100 ～ 0x01FF グローバル I/O 制御レジスタ (0x0100 ～ 0x01FF)
0x0200 ～ 0x02FF グローバル PHY 制御およびステータス レジスタ (0x0200 ～ 0x02FF)
0x0300 ～ 0x03FF グローバル スイッチ制御レジスタ (0x0300 ～ 0x03FF)
0x0400 ～ 0x04FF グローバル スイッチ ルックアップ エンジン (LUE) 制御レジスタ (0x0400 ～ 0x04FF)
0x0500 ～ 0x0FFF 予約済み

0A0B0C0D0A0B0

16-bit register 32-bit register

0A
0B
0C
0D

0A
0B

memory

memory

address a

address a+1

address a

address a+1

address a+2

address a+3
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表 5-2: ポート N (1 ～ 7) レジスタ アドレスマップ

アドレス 機能グループ

0xN000 ～ 0xN0FF ポート N: ポート動作制御レジスタ (0xN000 ～ 0xN0FF)
0xN100 ～ 0xN1FF ポート N: ポート Ethernet PHY レジスタ (0xN100 ～ 0xN1FF)
0xN200 ～ 0xN2FF 予約済み

0xN300 ～ 0xN3FF ポート N: ポート RGMII/MII/RMII 制御レジスタ (0xN300 ～ 0xN3FF)
0xN400 ～ 0xN4FF ポート N: ポートスイッチ MAC 制御レジスタ (0xN400 ～ 0xN4FF)
0xN500 ～ 0xN5FF ポート N: ポートスイッチ MIB カウンタレジスタ (0xN500 ～ 0xN5FF)
0xN600 ～ 0xN6FF ポート N: ポートスイッチ ACL 制御レジスタ (0xN600 ～ 0xN6FF)
0xN700 ～ 0xN7FF 予約済み

0xN800 ～ 0xN8FF ポート N: ポートスイッチ Ingress 制御レジスタ (0xN800 ～ 0xN8FF)
0xN900 ～ 0xN9FF ポート N: ポートスイッチ Egress 制御レジスタ (0xN900 ～ 0xN9FF)
0xNA00 ～ 0xNAFF ポート N: ポートスイッチ キュー管理制御レジスタ (0xNA00 ～ 0xNAFF)
0xNB00 ～ 0xNBFF ポート N: ポートスイッチ アドレス ルックアップ制御レジスタ (0xNB00 ～ 0xNBFF)
0xNC00 ～ 0xNFFF 予約済み

Note: 予約済みのアドレス空間にはいかなる場合も書き込んではいけません。望ましくない動作と予期せぬ結果を
もたらす恐れがあります。同一レジスタ内に書き込み可能ビットと予約済みビットを格納するレジスタ
に書き込む必要がある場合、最初に予約済みビット (RO または R/W) を読み出し、読み出した値と設定
可能ビットを OR 演算し、「OR」値を元のレジスタに書き戻します。
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5.1 グローバル レジスタ

本セクションでは本デバイスのグローバル レジスタを説明します。本デバイスの全レジスタマップの概要はセクション

5.0、「デバイスレジスタ」を参照してください。本デバイスのポートレジスタの詳細はセクション 5.2、「ポートレジ

スタ」を参照してください。

5.1.1 グローバル動作制御レジスタ (0x0000 ～ 0x00FF)

5.1.1.1 グローバルチップ ID 0 レジスタ 

5.1.1.2 グローバルチップ ID 1 レジスタ 

5.1.1.3 グローバルチップ ID 2 レジスタ 

5.1.1.4 グローバルチップ ID 3 レジスタ 

アドレス : 0x0000 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 固定値 RO 0x00

アドレス : 0x0001 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 チップ ID (MSB) RO 0x98 

アドレス : 0x0002 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 チップ ID (LSB) RO 0x97 

アドレス : 0x0003 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:4 リビジョン ID RO -

3:1 予約済み RO -

0 グローバル ソフトウェア リセット
その他のリセット制御ビットについてはスイッチ動作レジスタを参照してく
ださい。
0 = 通常動作 
1 = データパスとステートマシンをリセットする。レジスタ値はリセットしない

R/W
SC

0b
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5.1.1.5 PME ピン制御レジスタ 

5.1.1.6 グローバル割り込みステータス レジスタ 

このレジスタは、LUE のための最上位の割り込みステータスを示します。これらの割り込みはグローバル割り込み

マスクレジスタで有効にします。ポート特有の割り込みについてはポート割り込みステータス レジスタを参照してく

ださい。

5.1.1.7 グローバル割り込みマスクレジスタ 

このレジスタはグローバル割り込みステータス レジスタの割り込みを有効にします。

アドレス : 0x0006 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:2 予約済み RO -

1 PME ピン出力イネーブル
0 = この機能を無効にする
1 = この機能を有効にする

R/W 0b

0 PME ピン出力極性
0 = PME をアクティブ Low にする
1 = PME をアクティブ High にする

R/W 0b

アドレス : 0x0010 ～ 0x0013 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 ルックアップ エンジン (LUE) 割り込みステータス

LUE 割り込みステータスビットの詳細はアドレス ルックアップ テーブル割
り込みレジスタを参照してください。

0 = 割り込みは発生していない 
1 = 割り込み要求が発生した

RO 0b

30:0 予約済み RO -

アドレス : 0x0014 ～ 0x0017 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 ルックアップ エンジン (LUE) 割り込みマスク

0 = 割り込みを有効にする

1 = 割り込みを無効にする

R/W 0b

30:0 予約済み RO -
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5.1.1.8 グローバルポート割り込みステータス レジスタ 

このレジスタは、個々のポートのための最上位の割り込みステータスを示します。これらの割り込みはグローバルポート
割り込みマスクレジスタで有効にします。ポート割り込みステータスの詳細はポート割り込みステータス レジスタを

参照してください。

アドレス : 0x0018 ～ 0x001B サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:7 予約済み RO -
6 ポート 7 割り込みステータス 

0 = 割り込みは発生していない 
1 = 割り込み要求が発生した

RO 0b

5 ポート 6 割り込みステータス 
0 = 割り込みは発生していない 
1 = 割り込み要求が発生した

RO 0b

4 ポート 5 割り込みステータス

0 = 割り込みは発生していない 
1 = 割り込み要求が発生した

RO 0b

3 ポート 4 割り込みステータス

0 = 割り込みは発生していない 
1 = 割り込み要求が発生した

RO 0b

2 ポート 3 割り込みステータス

0 = 割り込みは発生していない 
1 = 割り込み要求が発生した

RO 0b

1 ポート 2 割り込みステータス

0 = 割り込みは発生していない 
1 = 割り込み要求が発生した

RO 0b

0 ポート 1 割り込みステータス

0 = 割り込みは発生していない 
1 = 割り込み要求が発生した

RO 0b
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5.1.1.9 グローバルポート割り込みマスクレジスタ 

このレジスタはグローバルポート割り込みステータス レジスタの割り込みを有効にします。

アドレス : 0x001C ～ 0x001F サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:7 予約済み RO -
6 ポート 7 割り込みマスク 

0 = 割り込みを有効にする

1 = 割り込みを無効にする

R/W 0b

5 ポート 6 割り込みマスク 
0 = 割り込みを有効にする

1 = 割り込みを無効にする

R/W 0b

4 ポート 5 割り込みマスク

0 = 割り込みを有効にする

1 = 割り込みを無効にする

R/W 0b

3 ポート 4 割り込みマスク

0 = 割り込みを有効にする

1 = 割り込みを無効にする

R/W 0b

2 ポート 3 割り込みマスク

0 = 割り込みを有効にする

1 = 割り込みを無効にする

R/W 0b

1 ポート 2 割り込みマスク

0 = 割り込みを有効にする

1 = 割り込みを無効にする

R/W 0b

0 ポート 1 割り込みマスク

0 = 割り込みを有効にする

1 = 割り込みを無効にする

R/W 0b
 2018 Microchip Technology Inc. DS00002330B_JP - p.67



KSZ9897R

5.1.2 グローバル I/O 制御レジスタ (0x0100 ～ 0x01FF)

5.1.2.1 シリアル I/O 制御レジスタ 

5.1.2.2 出力クロック制御レジスタ 

アドレス : 0x0100 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:3 予約済み R/W 0100_0b
2 MIIM プリアンブル抑制

この機能は、MIIM (MDIO/MDC) インターフェイスにのみ影響を与えます。

SPI または I2C を使う場合、このビットは無効です。 
0 = 通常動作。本スイッチは常に MIIM プリアンブルを要求する 
1 = 本スイッチはプリアンブルがなくても MIIM コマンドに応答する

R/W 0b

1 SPI データ出力エッジ自動選択

有効な場合、この機能はクロック同期して SPI データを SDO に出力するの
に使う SCL のエッジを自動的に決定します。SCL ≥ 約 25 MHz の場合、
SCL の立ち上がりエッジで SDO データをクロック同期します。SCL < 
約 25 MHz の場合、SCL の立ち下がりエッジで SDO データをクロック同期
します。

0 = 自動機能を無効にする。SDO に使う SCL クロックのエッジをビット 0
で決定する

1 = 自動機能を有効にする。ビット 0 は無視される

R/W 1b

0 SPI データ出力エッジ選択

ビット 1 が 0 の場合、このビットは SPI データ出力に使うクロックエッジ
を決定します。ビット 1 が 1 にセットされている場合、このビットは無視
されます。

0 = SCL の立ち下がりエッジで SDO データをクロック同期する 
1 = SCL の立ち上がりエッジで SDO データをクロック同期する

R/W 0b

アドレス : 0x0103 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:5 予約済み RO 000b
4:2 予約済み R/W 000b
1 CLKO_25_125 出力ピンイネーブル 

0 = この機能を無効にする 
1 = この機能を有効にする

R/W 1b

0 CLKO_25_125 周波数 
0 = 25 MHz 
1 = 125 MHz

R/W 0b
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5.1.2.3 インバンド管理アクセス (IBA) 制御レジスタ 

このレジスタは、インバンド管理アクセス (IBA) 機能を制御します。

Note 5-1 このフィールドの既定値は、対応するコンフィグレーション ストラップ値で決まります。詳細はセク
ション 3.2.1、「コンフィグレーション ストラップ」(p. 16) を参照してください。

アドレス : 0x0104 ～ 0x0107 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 IBA イネーブル

初期値は RX_DV7/CRS_DV7/RX_CTL7 ピンからストラップ設定で設定され
ます。 
0 = この機能を無効にする 
1 = この機能を有効にする

R/W Note 5-1

30 IBA 宛先 MAC アドレス一致イネーブル

スイッチ MAC アドレス 0 レジスタ～スイッチ MAC アドレス 5 レジスタの
本スイッチの MAC アドレスに対する受信 IBA フレームの宛先 MAC アドレス
の一致チェックを有効にするにはこのビットをセットします。一致しない
フレームは破棄されます。

このビットをセットしない場合、MAC アドレスはチェックされません。

R/W 0b

29 IBA リセット

IBA ステートマシンを初期化するにはこのビットをセットします。この
ビットは自動的にクリアされます。

R/W
SC

0b

28:24 予約済み RO 0x00
23:22 IBA 応答用優先度キュー

IBA 応答フレームのための送信優先度キューを指定します。通常この値は
変更しません。

R/W 01b

21:19 予約済み RO 00_0b
18:16 IBA 通信用ポート

000 = ポート 1
001 = ポート 2
010 = ポート 3
011 = ポート 4
100 = ポート 5
101 = ポート 6
110 = ポート 7
111 = 予約済み

R/W 110

15:0 IBA フレームヘッダ用 TPID (EtherType) 値 R/W 0x40FE
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5.1.2.4 I/O ドライブ ストレングス レジスタ 

5.1.2.5 インバンド管理アクセス (IBA) 動作ステータス 1 レジスタ

アドレス : 0x010D サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み R/W 0b
6:4 高速ドライブ ストレングス (24 mA)

RGMII/MII/RMII (TX_CLK/REFCLKI、COL、CRS を除く ) と CLKO_25_125
のドライブ ストレングスを制御します。 
 

R/W 110b

3 予約済み R/W 0b
2:0 低速ドライブ ストレングス (8 mA)

TX_CLK/REFCLKI、COL、CRS、LED、PME_N、INTRP_N、SDO、
SDI/SDA/MDIO のドライブ ストレングスを制御します。

R/W 10b

アドレス : 0x0110 ～ 0x0113 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 有効な IBA パケット検出

1 = 有効な IBA パケットを受信した 
RO 0b

30 IBA 応答パケット送信完了

1 = IBA 応答パケットを送信した

このビットは、一致した IBA タグフィールドを持つパケットを受信すると
クリアされます。

RO 0b

29 IBA 実行完了

1 = 1 つの IBA パケット内の全てのコマンドが完全に実行された

このビットは、一致した IBA タグフィールドを持つパケットを受信すると
クリアされます。

RO 0b

28:15 予約済み RO 0x0000
14 IBA MAC アドレス不一致エラー

このビットは IBA_ENABLE( インバンド管理アクセス (IBA) 制御レジスタの
ビット 30) がセットされている時のみアクティブです。

1 = 不一致の MAC アドレスを持つ ( 本スイッチの MAC アドレスと等しく
ない )IBA パケットを受信した

このビットは、一致した IBA タグフィールドを持つパケットを受信すると
クリアされます。

RO 0b

13 IBA アクセス フォーマット エラー

1 = 不正なアクセス フォーマットを持つ (0x9800 と等しくない ) IBA パケット
を受信した

このビットは、一致した IBA タグフィールドを持つパケットを受信すると
クリアされます。

RO 0b

12 IBA アクセスコード エラー

1 = 未認識のアクセスコードを持つ IBA パケットを受信した ( 有効なアクセス
コードは 0x0001 と 0x0002 です。)
このビットは、一致した IBA タグフィールドを持つパケットを受信すると
クリアされます。

RO 0b
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5.1.2.6 LED オーバーライド レジスタ 

5.1.2.7 LED 出力レジスタ

11 IBA アクセスコマンド エラー

1 = 未認識のコマンドコードを持つ IBA パケットを受信した

このビットは、一致した IBA タグフィールドを持つパケットを受信すると
クリアされます。

RO 0b

10 IBA オーバーサイズ パケットエラー

1 = 規定を上回るサイズの IBA パケットを受信した (IBA パケットの最大
サイズは 320 バイト (FCS の前の 8 バイトのゼロと 4 バイトの FCS を含む )
です。応答パケットは送信されません。)
このビットは、一致した IBA タグフィールドを持つパケットを受信すると
クリアされます。

RO 0b

9:7 予約済み RO 000b
6:0 IBA アクセスコード エラー位置

IBA アクセスコマンド エラー ( ビット 11) がセットされている場合、これ
らのビットは、IBA パケット内の不正なコマンドコードのアドレス位置を
示します。

RO 0x000

アドレス : 0x0120 ～ 0x0123 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:10 予約済み RO 0x00000

9:0 LED オーバーライド
これらのビットは、LEDx_0 ピンと LEDx_1 ピンがそれぞれ LED と汎用出力
(GPO) のどちらとして機能するかを選択します。このフィールドの LSb は
LED1_0 を表し、以下 LED1_1、LED2_0 等、順に続きます。GPO として設定
した場合、GPO 出力は LED 出力レジスタで制御されます。
0 = LEDx_y ピンは LED として機能する
1 = LEDx_y ピンは GPO として機能する

0000000000b

アドレス : 0x0124 ～ 0x0127 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:10 予約済み RO 0x00000

9:0 GPO 出力制御
LED オーバーライド レジスタで GPO として設定した場合、GPO 出力は
このフィールドで制御されます。このフィールドの LSb は LED1_0 を表し、
以下 LED1_1、LED2_0 等、順に続きます。
0 = LEDx_y ピンは Low を出力する
1 = LEDx_y ピンは High を出力する

R/W 0000000000b

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.1.3 グローバル PHY 制御およびステータス レジスタ (0x0200 ～ 0x02FF)

5.1.3.1 パワーダウン制御 0 レジスタ 

5.1.3.2 LED コンフィグレーション ストラップ レジスタ 

Note 5-1 このフィールドの既定値は、対応するコンフィグレーション ストラップ値で決まります。詳細はセク
ション 3.2.1、「コンフィグレーション ストラップ」(p. 16) を参照してください。

アドレス : 0x0201 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:6 予約済み RO 00b
5 PLL パワーダウン

0 = 通常動作

1 = PLL を無効にするこれは、以下のように EDPD モードと組み合わせて
使えます。

R/W 0b

4:3 電源管理モード

00 = 通常動作

01 = エナジー ディテクトパワーダウン (EDPD) モード

10 = ソフト パワーダウン モード

11= 無効

R/W 00b

2:0 予約済み RO 000b

アドレス : 0x0210 ～ 0x0213 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:10 予約済み RO 0x000000
9:0 LED ピンのコンフィグレーション ストラップ値

[LED4_1, LED4_0, LED3_1, LED3_0, LED2_1, LED2_0, LED1_1, LED1_0]  
RO Note 5-1
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5.1.4 グローバル スイッチ制御レジスタ (0x0300 ～ 0x03FF)

5.1.4.1 スイッチ動作レジスタ 

Note 5-1 このフィールドの既定値は、LED5_1 のコンフィグレーション ストラップ値で決まります。詳細は
セクション 3.2.1、「コンフィグレーション ストラップ」(p. 16) を参照してください。

5.1.4.2 スイッチ MAC アドレス 0 レジスタ 

5.1.4.3 スイッチ MAC アドレス 1 レジスタ 

アドレス : 0x0300 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 二重タギング イネーブル

1 = 二重タギングを有効にする

0 = 二重タギングを無効にする

R/W 0b

6:2 予約済み RO 0x00
1 ハードウェアのソフトリセット

1 にセットすると、コンフィグレーション ストラップ設定を除く全ての
レジスタ設定は既定値にリセットされます。

R/W
SC

0b

0 スイッチ起動

1= スイッチ機能を有効にする

0 = スイッチ機能を無効にする ( このビットをセットするまでトラフィック
は転送されません。)

R/W Note 5-1

アドレス : 0x0302 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [47:40]
このレジスタは、スイッチMACアドレス 1～ 5レジスタと共に、本スイッチ
の MAC アドレスを定義します。この MAC アドレスは、MAC PAUSE 制御
フレームの送信元アドレスとして、また自己アドレス フィルタリングのた
めに使います。

R/W 0x00

アドレス : 0x0303 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [39:32] R/W 0x10
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5.1.4.4 スイッチ MAC アドレス 2 レジスタ 

5.1.4.5 スイッチ MAC アドレス 3 レジスタ 

5.1.4.6 スイッチ MAC アドレス 4 レジスタ 

5.1.4.7 スイッチ MAC アドレス 5 レジスタ 

アドレス : 0x0304 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [31:24] R/W 0xA1

アドレス : 0x0305 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [23:16] R/W 0xFF

アドレス : 0x0306 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [15:8] R/W 0xFF

アドレス : 0x0307 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [7:0] R/W 0xFF
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5.1.4.8 スイッチ最大送信単位レジスタ 

5.1.4.9 スイッチ ISP TPID レジスタ 

5.1.4.10 スイッチ ルックアップ エンジン制御 0 レジスタ 

アドレス : 0x0308 ～ 0x0309 サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:14 予約済み R/W 00b
13:0 最大フレーム長 (MTU)

最大送信単位 (MTU) を指定します。MTU はフレーム ペイロードの最大
サイズです。この最大値を上回るフレームは切り捨てられます。ジャンボ
フレームのサポートが必要な場合、この値は最大 9000 (= 0x2328) に設定
できます。スイッチ MAC 制御 1 レジスタとポート MAC 制御 0 レジスタも
参照してください。

R/W 0x07D0

アドレス : 0x030A ～ 0x030B サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:0 ISP タグ TPID
タグなし受信フレームの既定値のタグ TPID (EtherType) または二重タギング
機能のための ISP フレームタグ TPID です。

R/W 0x9100

アドレス : 0x0310 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 802.1Q VLAN イネーブル

VLAN 転送およびフィルタリングのマスタイネーブルです。VLAN モードを
有効にする前に VLAN テーブルを設定する必要があります。

1 = VLAN モードを有効にする

0 = VLAN モードを無効にする

R/W 0b

6 無効 VID のドロップ

1 = 不正な VLAN ID を持つ全ての受信パケットをドロップする

0 = 不正な VLAN ID を持つ受信パケットをホストポートに転送する

未知 VID の転送機能 ( 未知 VLAN ID 制御レジスタ ) は、有効にしている場
合、このビットに対して優先される事に注意します。

R/W 1b

5:3 エージング カウント (AGE COUNT)
このビットは、エージング期間値 ( スイッチ ルックアップ エンジン制御 3
レジスタ ) と組み合わせて、アドレス ルックアップ テーブルの動的エントリ
のエージング期間を決定します。動的テーブルエントリが更新されるたびに、
この値が AGE COUNT フィールドに使われます。

R/W 10_0b
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5.1.4.11 スイッチ ルックアップ エンジン制御 1 レジスタ 

2 予約済みマルチキャスト ルックアップ イネーブル

1 = 予約済みマルチキャスト テーブルを有効にする

0 = 予約済みマルチキャスト テーブルを無効にする

R/W 0b

1:0 ハッシュ方法 (HASH_OPTION)
エントリを動的ルックアップ テーブルに割り当てるためのハッシュ方法を
定義します。 
00, 11 = 宛先アドレスの下位 10 ビットを使ってエントリを直接割り当てる

01 = CRC ハッシュ関数を使う

10 = XOR ハッシュ関数を使う

詳細はセクション 4.4.2.1、「アドレス ルックアップ (ALU) テーブル」
(p. 27) を参照してください。

R/W 01b

アドレス : 0x0311 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 ユニキャスト学習ディセーブル

1 = ユニキャスト アドレス学習を無効にする

0 = ユニキャスト アドレス学習を有効にする

R/W 0b

6 自己アドレス フィルタリング – グローバル イネーブル

受信パケットの送信元アドレスをスイッチ MAC アドレス 0 レジスタ～
スイッチ MAC アドレス 5 レジスタの MAC アドレスと比較し、一致してい
る場合そのパケットをドロップします。

このビットをセットする事に加え、ポート制御 2 レジスタのポート イネー
ブルビットをセットする事でも、自己アドレス フィルタリングをポートご
とに有効にできます。 
1 = ポート イネーブルビット ( ポート制御 2 レジスタ ) をセットしたポート
の自己アドレス フィルタリングをグローバルに有効にする 
0 = どのポートでも自己アドレス指定パケットをフィルタリングしない

R/W 0b

5 アドレス ルックアップ テーブルのフラッシュ

スイッチ ルックアップ エンジン制御 2 レジスタのフラッシュ方法ビットは、
フラッシュの実行対象 ( 動的エントリ、静的エントリ、両方 ) を決定します。

1 = アドレス ルックアップ テーブル全体のフラッシュをトリガする ( 静的
アドレステーブルはフラッシュしません。)
0 = 通常動作

R/W
SC

0b

4 MSTP アドレスエントリ ( アドレス ルックアップ テーブル ) のフラッシュ

スイッチ ルックアップ エンジン制御 2 レジスタのフラッシュ方法ビットは、
フラッシュの実行対象 ( 動的エントリ、静的エントリ、両方 ) を決定します。

1 = 一致した MSTP エントリのフラッシュをトリガする

0 = 通常動作

R/W
SC

0b

3 マルチキャスト送信元アドレス フィルタリング

1 = マルチキャスト送信元アドレスを持つパケットを転送する

0 = マルチキャスト送信元アドレスを持つパケットをドロップする

R/W 1b

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.1.4.12 スイッチ ルックアップ エンジン制御 2 レジスタ 

2 エージング イネーブル

1 = アドレステーブルのエージングを有効にする

0 = アドレステーブルのエージングを無効にする

R/W 1b

1 高速エージング

1 = 高速エージングを有効にする

0 = 高速エージングを無効にする

R/W 0b

0 リンクダウン フラッシュ

1 = リンクダウンすると、リンクダウンしたポートの全てのエントリを
フラッシュする

0 = リンクダウン フラッシュを無効にする

R/W 0b

アドレス : 0x0312 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み R/W 0b
6 二重タギング マルチキャスト トラップ

1 = 二重タギングモードが有効な場合、全ての予約済みマルチキャスト 
パケットをホストポートのみに転送する

0 = 通常の転送

R/W 0b

5 動的エントリの Egress VLAN フィルタリング

Egress VLAN フィルタリングは、VLAN テーブルの転送ポートマップを
使って、アドレス検索で求めた転送ポートを制限します。VLAN が有効な
場合、この動作モードを推奨します。既定値は、従来のスイッチとの下位
互換性のためにのみ 0 となっています。

1 = この機能を有効にする。アドレステーブルの動的エントリの検索を成功
させるため、アドレステーブルのポートマップと VLAN テーブルのポート
マップの AND 演算で転送ポートを決定する

0 = この機能を無効にする。アドレステーブルの動的エントリの検索を成功
させるため、アドレステーブルのみで転送ポートを決定する

R/W 0b

4 静的エントリの Egress VLAN フィルタリング

Egress VLAN フィルタリングは、VLAN テーブルの転送ポートマップを
使って、アドレス検索で求めた転送ポートを制限します。VLAN が有効な
場合、この動作モードを推奨します。既定値は、従来のスイッチとの下位
互換性のためにのみ 0 となっています。

1 = この機能を有効にする。アドレステーブルの静的エントリの検索を成功
させるため、アドレステーブルのポートマップと VLAN テーブルのポート
マップの AND 演算で転送ポートを決定する

0 = この機能を無効にする。アドレステーブルの静的エントリの検索を成功
させるため、アドレステーブルのみで転送ポートを決定する

R/W 0b

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.1.4.13 スイッチ ルックアップ エンジン制御 3 レジスタ 

3:2 フラッシュ方法

スイッチ ルックアップ エンジン制御 1 レジスタのどちらかのフラッシュ
動作で、アドレス ルックアップ テーブルのどのエントリをフラッシュする
かを決定します。

00 = フラッシュしない、またはフラッシュは完了している

01 = 動的テーブルエントリのみをフラッシュする

10 = 静的テーブルエントリのみをフラッシュする

11 = 静的テーブルエントリと動的テーブルエントリの両方をフラッシュする

R/W 00b

1:0 MAC アドレス優先度

00 = パケットの MAC アドレス (MACA) 優先度を宛先アドレス (DA) 検索で
決定する

01 = パケットの MACA 優先度を送信元アドレス (SA) 検索で決定する

10 = パケットの MACA 優先度を、DA 検索と SA 検索の優先度の高い方で
決定する

11 = パケットの MACA 優先度を、DA 検索と SA 検索の優先度の低い方で
決定する

R/W 00b

アドレス : 0x0313 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 エージング期間

この値は、アドレス ルックアップ テーブルのエントリの AGE COUNT 値
と乗算する事で、そのテーブルの動的エントリのエージング期間を決定し
ます。単位は秒です。

R/W 0x4B

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.1.4.14 アドレス ルックアップ テーブル割り込みレジスタ 

このレジスタは、アドレス ルックアップ テーブルのための詳細な割り込みステータスを示します。これらの割り込

みはアドレス ルックアップ テーブルマスク レジスタで有効にします。グローバル割り込みステータス レジスタレジ

スタの LUE 割り込みステータスビットは、このレジスタのステータスビットの論理和です。

5.1.4.15 アドレス ルックアップ テーブルマスク レジスタ 

このレジスタはアドレス ルックアップ テーブル割り込みレジスタのアドレス ルックアップ テーブル割り込みをマスク

します。

アドレス : 0x0314 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:3 予約済み RO 0x00
2 学習失敗割り込みステータス

バケットの全てのエントリは静的であるために、アドレス ルックアップ 
テーブルのエントリが学習されなかった事を示します。

R/WC 0b

1 フル直前割り込みステータス

割り込みは、新規静的エントリを書き込んだ際、アドレス ルックアップ 
テーブルのバケットがフル直前 (2 つまたは 3 つの有効エントリ ) の状態に
なった事を示します。

R/WC 0b

0 書き込み失敗割り込みステータス

割り込みは、アドレス ルックアップ テーブルのバケットがフルになり、
書き込みに失敗した事を示します。

R/WC 0b

アドレス : 0x0315 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:3 予約済み RO 0x00
2 学習失敗割り込みマスク

1 = 割り込みを無効にする

0 = 割り込みを有効にする

R/W 1b

1 フル直前割り込みマスク

1 = 割り込みを無効にする

0 = 割り込みを有効にする

R/W 1b

0 書き込み失敗割り込みマスク

1 = 割り込みを無効にする

0 = 割り込みを有効にする

R/W 1b
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5.1.4.16 アドレス ルックアップ テーブルエントリ インデックス 0 レジスタ 

5.1.4.17 アドレス ルックアップ テーブルエントリ インデックス 1 レジスタ 

5.1.4.18 アドレス ルックアップ テーブルエントリ インデックス 2 レジスタ 

アドレス : 0x0316 ～ 0x0317 サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:12 予約済み RO 0x0
11:0/ 
9:0

フル直前エントリ インデックス [11:0] 
アドレス ルックアップ テーブルに静的エントリを書き込む事に成功したが、
テーブルのバケットがフル直前の ( 書き込む前に 2 つまたは 3 つの静的
エントリしか残っていない ) 状態である場合、そのエントリのアドレスが
ここに報告されます。

書き込み失敗インデックス [9:0]
アドレス ルックアップ テーブルで静的エントリの書き込みに失敗した場合、
そのバケットのアドレスがここに報告されます。

RO 0x000

アドレス : 0x0318 ～ 0x0319 サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:10 予約済み RO 0000_00
9:0 学習失敗インデックス

バケットが 4 つの静的エントリを含んでいるためにアドレス ルックアップ 
テーブルの宛先アドレス学習に失敗した場合、そのバケットのアドレスが
ここに報告されます。

RO 0x000

アドレス : 0x031A ～ 0x031B サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:10 予約済み RO 0000_00
9:0 CPU アクセス インデックス

アドレス ルックアップ テーブルに外部から読み書きするたびに、そのアク
セスのバケットのアドレスがここに報告されます。

RO 0x000
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5.1.4.19 未知ユニキャスト制御レジスタ 

以下の 3 つのレジスタは、1) 未知ユニキャスト宛先アドレス、2) 未知マルチキャスト宛先アドレス、3) 未知 VLAN ID
をそれぞれ持つパケットの転送を制御します。

受信パケットがこれらのカテゴリの複数に該当する場合、優先順位は以下の通りです。

1. 未知 VID
2. 未知ユニキャスト

3. 未知マルチキャスト

5.1.4.20 未知マルチキャスト制御レジスタ 

アドレス : 0x0320 ～ 0x0323 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 未知ユニキャスト パケット転送

1 = 以下で指定するポートへの未知のユニキャスト パケットの転送を有効
にする

0 = 未知のユニキャスト パケットの転送を無効にする

R/W 0b

30:7 予約済み RO 0x000000
6:0 未知ユニキャスト転送ポート

ビット 0 はポート 1 です。

ビット 1 はポート 2、以下同様です。

1 = そのポートに未知のユニキャスト パケットを転送する

0 = そのポートに転送しない

オール 1 = 全てのポートに転送する

オール 0 = どのポートにも転送しない

R/W 000_0000b

アドレス : 0x0324 ～ 0x0327 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 未知マルチキャスト パケット転送

1 = 以下で指定するポートへの未知のマルチキャスト パケットの転送を有効
にする

0 = 未知のマルチキャスト パケットの転送を無効にする

R/W 0b

30:7 予約済み RO 0x000000
6:0 未知マルチキャスト転送ポート

ビット 0 はポート 1 です。

ビット 1 はポート 2、以下同様です。

1 = そのポートに未知のマルチキャスト パケットを転送する

0 = そのポートに転送しない

オール 1 = 全てのポートに転送する

オール 0 = どのポートにも転送しない

R/W 000_0000b
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5.1.4.21 未知 VLAN ID 制御レジスタ 

5.1.4.22 スイッチ MAC 制御 0 レジスタ 

アドレス : 0x0328 ～ 0x032B サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 未知 VID パケット転送

1 = 以下で指定するポートへの未知の VLAN ID (VID) パケットの転送を有効
にする

0 = 未知の VID パケットの転送を無効にする

R/W 0b

30:7 予約済み RO 0x000000
6:0 未知 VID 転送ポート

ビット 0 はポート 1 です。

ビット 1 はポート 2、以下同様です。

1 = そのポートに未知の VID パケットを転送する

0 = そのポートに転送しない

オール 1 = 全てのポートに転送する

オール 0 = どのポートにも転送しない

R/W 000_0000b

アドレス : 0x0330 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 代替 Back-Off モード

Back-Off モードは半二重モードのみに適用します。スイッチ MAC 制御 1
レジスタの過度なコリジョンによるドロップの防止ビットを有効にする場合、
このビットをセットする必要があります。

1 = 代替 Back-Off モードを有効にする

0 = この機能を無効にする

R/W 0b

6:4 予約済み R/W 000b
3 フレーム長フィールド チェック

これは、EtherType/ 長さフィールドが 1500 未満の場合のみ適用されます。

1 = 実際のパケット長がフレーム長フィールドと一致しない場合、全ての
パケットを破棄する

0 = パケット長をチェックしない 

R/W 0b

2 予約済み R/W 1b
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5.1.4.23 スイッチ MAC 制御 1 レジスタ 

1 フロー制御パケットドロップ モード

このビットは、どのフロー制御パケットを転送またはドロップするかを制御
します。全てのフロー制御パケットの転送を有効にするには、スイッチ
MAC 制御 4 レジスタのビット 0 を参照してください。フロー制御の有効化
は PHY オート ネゴシエーション アドバタイズ レジスタ (PHY ポート ) と
XMII ポート制御 0 レジスタ (MAC ポート ) で管理します。

1 = 本スイッチは EtherType = 0x8808 または宛先アドレス (DA) = 01-80-
C2-00-00-01 の受信パケットをドロップする

0 = 本スイッチは EtherType = 0x8808 かつ DA = 01-80-C2-00-00-01 の受信
パケットをドロップする

R/W 0b

0 Aggressive Back-Off イネーブル 
半二重バック プレッシャーと一緒に使います。これは IEEE 規格ではあり
ません。

1 = 性能向上のために半二重モード中に Aggressive Back-Off アルゴリズム
を有効にする

0 = この機能を無効にする

R/W 0b

アドレス : 0x0331 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み R/W 1b
6 マルチキャスト ストーム保護ディセーブル

1 = ブロードキャスト ストーム保護にマルチキャスト パケットを含めない 
0 = ブロードキャスト ストーム保護にマルチキャスト パケットを含める

R/W 1b

5 バック プレッシャー モード

1 = キャリア検出に基づくバック プレッシャー モードを使う

0 = コリジョンに基づくバック プレッシャー モードを使う ( これが推奨
モードです。)

R/W 1b

4 フロー制御およびバック プレッシャー フェアモード

1 = フェアモードを有効にする ( フロー制御された Ingress ポートとフロー
制御されていない Ingress ポートが同じ Egress ポートにトラフィックを
転送した場合、フロー制御されていない Ingress ポートからのパケットは
ドロップされる事があります。)
0 = フェアモードを無効にする（この場合、フロー制御されたポートはフロー
制御され、フロー制御されていないポートはフロー制御もパケットの
ドロップもされません。）

R/W 1b

3 過度なコリジョンによるドロップの防止

このビットをセットする場合、代替 Back-Off モードビット ( スイッチ MAC
制御 0 レジスタのビット 7) もセットする必要があります。 
1 = 16 以上のコリジョンが発生しても本スイッチはパケットをドロップし
ない

0 = 16 以上のコリジョンが発生すると本スイッチはパケットをドロップする

R/W 0b

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.1.4.24 スイッチ MAC 制御 2 レジスタ 

2 ジャンボパケット サポート

プログラマブルなパケット ペイロードサイズの制限値は最大 9000 バイト
に指定されています ( レジスタ 0x0308 ～ 0x0309)。このビットは、この
レジスタのビット 1 をオーバーライドします。

1 = ジャンボパケットのサポートを有効にする

0 = この機能を無効にする

R/W 0b

1 最大有効パケットサイズ チェック ディセーブル

1 = 最大 2000 バイトのサイズのパケットを受け取る

0 = 標準サイズのパケットのみを受け取る ( タグ付きパケット : 最大 1522
バイト、タグなしパケット : 最大 1518 バイト。それより大きいパケットは
ドロップします。)

R/W 0b

0 ショートパケット転送

1 = 32 バイトと 64 バイトの間のサイズのパケットを受け取る

0 = 64 バイト以上の標準サイズのパケットのみを受け取る ( それより小さい
パケットはドロップします。)

R/W 0b

アドレス : 0x0332 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:4 予約済み R/W 0x0
3 NULL VID の置き換え

パケットが NULL( ゼロ )VID と共に受信された場合の挙動を示します。

1 = NULL VID を、ポート既定値タグ 0 レジスタとポート既定値タグ 1 レジ
スタで定義されたポートの既定値 VID と置き換える

0 = NULL VID を置き換えない

R/W 0b

2:0 ブロードキャスト ストーム保護レートビット [10:8]
このフィールドのその他のビットはスイッチ MAC 制御 3 レジスタに示し
ます。

この数を 64 倍すると、あらかじめ設定した期間に入力ポートで許容される
パケットデータのバイト数が求まります。この期間は 1000 Mbps ポートで
5 ms、100 Mbps ポートで 50 ms、10 Mbps ポートで 500 ms です。既定値
は 1% です。

R/W 000b

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.1.4.25 スイッチ MAC 制御 3 レジスタ 

5.1.4.26 スイッチ MAC 制御 4 レジスタ 

5.1.4.27 スイッチ MAC 制御 5 レジスタ 

アドレス : 0x0333 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 ブロードキャスト ストーム保護レートビット [7:0]
このフィールドのその他のビットはスイッチ MAC 制御 2 レジスタに示し
ます。

この数を 64 倍すると、前もって設定した期間に入力ポートで許容される
パケットデータのバイト数が求まります。この期間は 1000 Mbps ポートで
5 ms、100 Mbps ポートで 50 ms、10 Mbps ポートで 500 ms です。既定値
は 1% です。

R/W 0x4A

アドレス : 0x0334 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:1 予約済み RO 0000_000b
0 フロー制御パケット転送

1 = スイッチは 802.3x PAUSE フロー制御フレームを転送する

0 = スイッチは PAUSE フレームをフィルタリングする

R/W 0b

アドレス : 0x0335 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6 予約済み R/W 0b

5:4 Ingress レート制限期間

00 = 16 ms
01 = 64 ms
1x = 256 ms

R/W 01b

3 キューベース Egress レート制限イネーブル

1 = キューベースの Egress レート制限

0 = ポートベースの Egress レート制限

R/W 0b

2:0 予約済み RO 000b
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5.1.4.28 スイッチ MIB 制御レジスタ 

MIB カウンタはポートごとに備わっています。これらはポート N: ポートスイッチ MIB カウンタレジスタ (0xN500 ～

0xN5FF) で読み出しおよび制御します。

5.1.4.29 802.1p 優先度マッピング 0 レジスタ 

5.1.4.30 802.1p 優先度マッピング 1 レジスタ 

アドレス : 0x0336 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 MIB カウンタのフラッシュ

1 = 有効なポートの全ての MIB カウンタをフラッシュする ( ポート MIB 制御
およびステータス レジスタ参照 )
0 = 通常のカウンタ動作

R/W
SC

0b

6 MIB カウンタのフリーズ

1 = 有効なポートの MIB カウンタをフリーズする ( ポート MIB 制御および
ステータス レジスタ参照 )
0 = 通常のカウンタ動作

R/W 0b

5:0 予約済み RO 00_0000b

アドレス : 0x0338 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 タグの PCP フィールドが 0x1 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 001b
3 予約済み RO 0b

2:0 タグの PCP フィールドが 0x0 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0339 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 タグの PCP フィールドが 0x3 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 011b
3 予約済み RO 0b

2:0 タグの PCP フィールドが 0x2 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 010b
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5.1.4.31 802.1p 優先度マッピング 2 レジスタ 

5.1.4.32 802.1p 優先度マッピング 3 レジスタ 

5.1.4.33 IP DiffServ 優先度イネーブル レジスタ 

アドレス : 0x033A サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 タグの PCP フィールドが 0x5 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 101b
3 予約済み RO 0b

2:0 タグの PCP フィールドが 0x4 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 100b

アドレス : 0x033B サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 タグの PCP フィールドが 0x7 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 111b
3 予約済み RO 0b

2:0 タグの PCP フィールドが 0x6 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 110b

アドレス : 0x033E サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:2 予約済み RO 0000_00b
1 予約済み R/W 0b
0 DiffServ 優先度再マッピング イネーブル

1 = DSCP (DiffServ) 優先度を 3 ビット優先度値に再割り当てするのに以下
のレジスタを使う

0 = 優先度に DSCP ビット [5:3] を使う

R/W 0b
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5.1.4.34 IP DiffServ 優先度マッピング 0 レジスタ 

5.1.4.35 IP DiffServ 優先度マッピング 1 レジスタ 

5.1.4.36 IP DiffServ 優先度マッピング 2 レジスタ 

5.1.4.37 IP DiffServ 優先度マッピング 3 レジスタ 

アドレス : 0x0340 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x01 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x00 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0341 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x03 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x02 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0342 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x05 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x04 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0343 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x07 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x06 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
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5.1.4.38 IP DiffServ 優先度マッピング 4 レジスタ 

5.1.4.39 IP DiffServ 優先度マッピング 5 レジスタ 

5.1.4.40 IP DiffServ 優先度マッピング 6 レジスタ 

5.1.4.41 IP DiffServ 優先度マッピング 7 レジスタ 

アドレス : 0x0344 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x09 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x08 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0345 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x0B の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x0A の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0346 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x0D の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x0C の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0347 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x0F の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x0E の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
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5.1.4.42 IP DiffServ 優先度マッピング 8 レジスタ 

5.1.4.43 IP DiffServ 優先度マッピング 9 レジスタ 

5.1.4.44 IP DiffServ 優先度マッピング 10 レジスタ 

5.1.4.45 IP DiffServ 優先度マッピング 11 レジスタ 

アドレス : 0x0348 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x11 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x10 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0349 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x13 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x12 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x034A サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x15 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x14 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x034B サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x17 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x16 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
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5.1.4.46 IP DiffServ 優先度マッピング 12 レジスタ 

5.1.4.47 IP DiffServ 優先度マッピング 13 レジスタ 

5.1.4.48 IP DiffServ 優先度マッピング 14 レジスタ 

5.1.4.49 IP DiffServ 優先度マッピング 15 レジスタ 

アドレス : 0x034C サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x19 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x18 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x034D サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x1B の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x1A の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x034E サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x1D の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x1C の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x034F サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x1F の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x1E の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
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5.1.4.50 IP DiffServ 優先度マッピング 16 レジスタ 

5.1.4.51 IP DiffServ 優先度マッピング 17 レジスタ 

5.1.4.52 IP DiffServ 優先度マッピング 18 レジスタ 

5.1.4.53 IP DiffServ 優先度マッピング 19 レジスタ 

アドレス : 0x0350 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x21 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x20 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0351 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x23 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x22 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0352 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x25 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x24 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0353 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x27 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x26 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
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5.1.4.54 IP DiffServ 優先度マッピング 20 レジスタ 

5.1.4.55 IP DiffServ 優先度マッピング 21 レジスタ 

5.1.4.56 IP DiffServ 優先度マッピング 22 レジスタ 

5.1.4.57 IP DiffServ 優先度マッピング 23 レジスタ 

アドレス : 0x0354 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x29 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x28 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0355 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x2B の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x2A の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0350 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x2D の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x2C の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0357 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x2F の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x2E の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
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5.1.4.58 IP DiffServ 優先度マッピング 24 レジスタ 

5.1.4.59 IP DiffServ 優先度マッピング 25 レジスタ 

5.1.4.60 IP DiffServ 優先度マッピング 26 レジスタ 

5.1.4.61 IP DiffServ 優先度マッピング 27 レジスタ 

アドレス : 0x0358 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x31 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x30 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x0359 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x33 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x32 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x035A サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x35 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x34 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x035B サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x37 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x36 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
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5.1.4.62 IP DiffServ 優先度マッピング 28 レジスタ 

5.1.4.63 IP DiffServ 優先度マッピング 29 レジスタ 

5.1.4.64 IP DiffServ 優先度マッピング 30 レジスタ 

5.1.4.65 IP DiffServ 優先度マッピング 31 レジスタ 

アドレス : 0x035C サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x39 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x38 の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x035D サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x3B の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x3A の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x035E サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x3D の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x3C の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b

アドレス : 0x035F サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:4 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x3F の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
3 予約済み RO 0b

2:0 IPv4/IPv6 DSCP フィールドが 0x3E の場合、この値を優先度に使います。 R/W 000b
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5.1.4.66 グローバルポート ミラーリングおよびスヌーピング制御レジスタ 

このレジスタは、ポートのミラーリングと IGMP および MLD スヌーピングをグローバルに制御するビットを格納し

ています。ミラーリングには、個々のポートのための追加のレジスタ設定も必要です ( ポート N: ポートスイッチ

Ingress 制御レジスタ (0xN800 ～ 0xN8FF) 参照 )。

5.1.4.67 WRED DiffServ 色マッピング レジスタ 

アドレス : 0x0370 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6 IGMP スヌーピング イネーブル (IPv4)

1 = IGMP スヌーピングを有効にする ( 全ての IGMP パケットをホストポート
に転送します。)
0 = IGMP スヌーピングを無効にする

R/W 0b

5:4 予約済み RO 00b
3 MLD スヌーピング方法

1 = スヌーピング基準 : IPv6 後続ヘッダ = 43、44、50、51、60、または後続
ヘッダ = 0 かつホップバイホップ後続ヘッダ = 43、44、50、51、60
0 = スヌーピング基準 : IPv6 後続ヘッダ = 1、58、または後続ヘッダ = 0 かつ
ホップバイホップ後続ヘッダ = 1、58

R/W 0b

2 MLD スヌーピング イネーブル (IPv6)
1 = MLD スヌーピングを有効にする ( 全ての MLD パケットをホストポート
に転送します。)
0 = MLD スヌーピングを無効にする

R/W 0b

1 予約済み RO 0b
0 スニフモード選択

1 = スニッフィング フィルタを「Rx AND Tx」にする ( 送信元ポートと宛先
ポートの両方が一致する必要があります。)
0 = スニッフィング フィルタを「Rx OR Tx」にする ( 送信元ポートまたは
宛先ポートが一致する必要があります。このモードは Rx のみのスニッ
フィングを実装するために使います。)

R/W 0b

アドレス : 0x0378 サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:6 予約済み RO 00b

5:4 赤

このフィールドは赤の DiffServ コードポイント (DSCP) 値を指定します。

R/W 11b

3:2 黄

このフィールドは黄の DSCP 値を指定します。

R/W 10b

1:0 緑

このフィールドは緑の DSCP 値を指定します。

R/W 01b
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5.1.4.68 キュー管理制御 0 レジスタ 

アドレス : 0x0390 ～ 0x0393 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:8 予約済み RO 0x000000
7:6 2 キュー優先度 (Priority_2Q)

2 キュー構成を選択している場合、2 キュー優先度は、キューに対するポート
優先度マッピング レジスタによる 2 ビットの優先度再生成結果の 2 つの
キューへの割り当て方法を決定します。

00 = 優先度 0、1、2 を低優先度キューに割り当てる。優先度 3 を高優先度
キューに割り当てる

01 = 未使用

10 = 優先度 0、1 を低優先度キューに割り当てる。優先度 2、3 を高優先度
キューに割り当てる

11 = 優先度 0 を低優先度キューに割り当てる。優先度 1、2、3 を高優先度
キューに割り当てる

R/W 10b

5:2 予約済み R/W 00_00b
1 ユニキャスト ポート VLAN メンバーシップの破棄

このビットは、レジスタ 0xNA04 ～ 07 のポート VLAN メンバーシップ機能に
適用します。 
1 = 全てのフレームは、ポート制御 1 レジスタで定義された転送ポートに

限定される

0 = 1 つの宛先ポートに転送するフレームは、ポート制御 1 レジスタで定義
された転送ポートに限定されない（ミラーリング有効時、宛先が 1 つの
フレームは他のポートにミラーリングするとドロップされます。）

R/W 1b

0 予約済み R/W 0b
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5.1.5 グローバル スイッチ ルックアップ エンジン (LUE) 制御レジスタ (0x0400 ～ 0x04FF)
以下のレジスタは VLAN テーブル、アドレス ルックアップ テーブル、静的アドレステーブル、予約済みマルチキャ

スト アドレステーブルのアクセスに使います。セクション 5.3、「各種のテーブルと MIB カウンタ ( アクセス )」(p. 152)
に、これらのテーブルの構成と、これらのテーブルにアクセスする命令を示します。

5.1.5.1 VLAN テーブルエントリ 0 レジスタ 

アドレス : 0x0400 ～ 0x403 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 有効 (VALID)
VLAN テーブルのこのフィールドは、テーブルエントリが有効かどうかを
指定します。

1 = テーブルエントリは有効である

0 = テーブルエントリは無効である

R/W 0b

30:28 予約済み RO 000b
27 転送オプション (FORWARD OPTION)

VLAN テーブルのこのフィールドは、転送ポートの決定方法を指定します。

1 = VLAN テーブルのポートマップ (PORT FORWARD フィールド ) に転送
する

0 = 転送ポートはその他の変数 ( 例 : ALU ポートマップ、VLAN ポートマップ、
これらの組み合わせ、未知ユニキャスト / マルチキャスト機能 ) で決定する

R/W 0b

26:24 優先度 (PRIORITY)
VLAN テーブルのこのフィールドは優先度レベルを指定します。

R/W 000b

23:15 予約済み RO 0000_0000_0b

14:12 MSTP インデックス (MSTP INDEX)
VLAN テーブルのこのフィールドは、マルチ スパニングツリー プロトコル
のインデックスを指定します。

R/W 000b

11:7 予約済み RO 0000_0b
6:0 フィルタ ID (FILTER ID)

VLAN テーブルのこのフィールドはフィルタ ID を指定します。この FID 値
を通常宛先アドレスと組み合わせてハッシュ値に変換し、アドレス ルック
アップ テーブルに索引付けします。

R/W 000_0000b

Note: VLAN テーブルの詳細はセクション 5.3.4、「VLAN テーブル」(p. 159) を参照してください。
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5.1.5.2 VLAN テーブルエントリ 1 レジスタ 

5.1.5.3 VLAN テーブルエントリ 2 レジスタ 

5.1.5.4 VLAN テーブル インデックス レジスタ 

アドレス : 0x0404 ～ 0x407 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:7 予約済み R/O 0x0000000
6:0 ポートアンタグ (PORT UNTAG)

VLAN テーブルのこのフィールドは、各 Egress ポートに対してタグを外す
かどうかを指定します。

ビット [6:0] はポート [7:1] に対応します。

1 = このポートの Egress でパケットのタグを外す

0 = このポートの Egress でパケットのタグを外さない

R/W 0x00

Note: VLAN テーブルの詳細はセクション 5.3.4、「VLAN テーブル」(p. 159) を参照してください。

アドレス : 0x0408 ～ 0x040B サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:7 予約済み R/O 0x0000000
6:0 ポート転送 (PORT FORWARD)

このフィールドは、各ポートに転送するかどうかを指定します。FO ビット
がセットされている場合、この方法が適用されます。

ビット [6:0] はポート [7:1] に対応します。

1 = このポートに転送する

0 = このポートに転送しない

R/W 0x00

Note: VLAN テーブルの詳細はセクション 5.3.4、「VLAN テーブル」(p. 159) を参照してください。

アドレス : 0x040C ～ 0x040D サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:12 予約済み RO 0x0
11:0 VLAN インデックス

この値は、以下のレジスタの VLAN テーブル動作と組み合わせて VLAN
テーブルをアドレス指定します。

R/W 0x000

Note: VLAN テーブルの詳細はセクション 5.3.4、「VLAN テーブル」(p. 159) を参照してください。
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5.1.5.5 VLAN テーブルアクセス制御レジスタ 

5.1.5.6 ALU テーブル インデックス 0 レジスタ 

ALU テーブル インデックス 0 レジスタと ALU テーブル インデックス 1 レジスタは、ALU テーブルアクセス制御レジ

スタの動作で指定したアドレス ルックアップ テーブルを検索および読み書きするためのインデックス値を格納して

います。ALUテーブルの詳細はセクション5.3.1、「アドレス ルックアップ(ALU)テーブル」(p. 152)を参照してください。

アドレス : 0x040E サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 VLAN テーブル動作開始

1 = 以下に定義した動作を開始する

0 = 動作が終了した

R/W
SC

0b

6:2 予約済み RO 000_00b
1:0 動作 (ACTION)

インデックス レジスタでアドレス指定した VLAN テーブルエントリに対して
行う動作を指定します。

00 = 動作なし

01 = 書き込み

10 = 読み出し

11 = 全てのエントリを 0 にクリアする

R/W 00b

Note: VLAN テーブルの詳細はセクション 5.3.4、「VLAN テーブル」(p. 159) を参照してください。

アドレス : 0x0410 ～ 0x0413 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 予約済み R/W 0b
30:23 予約済み RO 000_0000_0b

22:16 FID インデックス [6:0]
アドレス ルックアップ テーブルのハッシュ インデックスを求めるための
FID 値です。

R/W 000_0000b

15:0 MAC インデックス [47:32]
アドレス ルックアップ テーブルのハッシュ インデックスを求めるための
MAC アドレスの上位 16 ビットです。

R/W 0x0000
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5.1.5.7 ALU テーブル インデックス 1 レジスタ 

ALU テーブル インデックス 0 レジスタと ALU テーブル インデックス 1 レジスタは、ALU テーブルアクセス制御レジ

スタの動作で指定したアドレス ルックアップ テーブルを検索および読み書きするためのインデックス値を格納して

います。ALUテーブルの詳細はセクション5.3.1、「アドレス ルックアップ(ALU)テーブル」(p. 152)を参照してください。

5.1.5.8 ALU テーブルアクセス制御レジスタ 

このレジスタは、ALU テーブル検索および読み書きのための制御とステータスを提供します。ALU テーブル インデッ

クス 0 レジスタと ALU テーブル インデックス 1 レジスタにはインデックス値を格納し、ALU/ 静的アドレステーブル

エントリ 1 レジスタ、ALU/ 静的アドレス / 予約済みマルチキャスト テーブルエントリ 2 レジスタ、ALU/ 静的アドレ

ステーブル エントリ 3 レジスタ、ALU/ 静的アドレステーブル エントリ 4 レジスタにはエントリ値を格納します。ALU
テーブルの詳細はセクション 5.3.1、「アドレス ルックアップ (ALU) テーブル」(p. 152) を参照してください。

アドレス : 0x0414 ～ 0x0417 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:0 MAC インデックス [31:0]
アドレス ルックアップ テーブルのハッシュ インデックスを求めるための
MAC アドレスの下位 32 ビットです。直接アドレス指定を有効にしている
場合、ビット [11:0] を使ってアドレス ルックアップ テーブルに直接索引付
けします。

R/W 0x00000000

アドレス : 0x0418 ～ 0x041B サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:30 予約済み RO 00b
29:16 有効数 (VALID_COUNT)

検索終了後のテーブル内の有効なエントリの総数を示します。

RO 0x0000

15:8 予約済み RO 0x00
7 開始 / 終了 (START_FINISH)

1 = 以下に定義した動作を開始する

0 = 動作が終了した

R/W, SC 0b

6 有効 (VALID)
検索動作に使います。このビットはレジスタ 0x042F (ALU/ 静的アドレス
テーブル エントリ 4 レジスタ ) を読み出すとクリアされます。

1 = 次の有効なエントリの準備が完了している

0 = 次の有効なエントリの準備は未完了である

RO 0b

5 有効エントリまたは検索終了 (VALID_ENTRY_OR_SEARCH_END)
検索動作に使います。SPI でも I2C でもなくインバンド管理 (IBA) でレジスタ
にアクセスする際にさらに使いやすくする事を目的としたものです。ビット
6 とビット 7 を組み合わせています。

1 = 次の有効なエントリの準備が完了したか、検索が終了したかのどちらか
を示す

0 = 次の有効なエントリの準備が完了したか、検索が終了したかのどちらで
もない

RO 0b

4:3 予約済み R/W 00b
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5.1.5.9 静的アドレスおよび予約済みマルチキャスト テーブル制御レジスタ 

このレジスタを使うと、静的アドレステーブルと予約済みマルチキャスト テーブルの読み書きのための制御と索引

( インデックス ) 付けが可能です。ALU/ 静的アドレステーブル エントリ 1 レジスタ、ALU/ 静的アドレス / 予約済みマ

ルチキャスト テーブルエントリ 2 レジスタ、ALU/ 静的アドレステーブル エントリ 3 レジスタ、ALU/ 静的アドレス

テーブル エントリ 4 レジスタを静的アドレステーブルのエントリ値のために使い、ALU/ 静的アドレス / 予約済みマ

ルチキャスト テーブルエントリ 2 レジスタのみを予約済みマルチキャスト テーブルのエントリ値のために使います。

これらのテーブルの詳細はセクション 5.3.2、「静的アドレステーブル」(p. 156) とセクション 5.3.3、「予約済みマル

チキャスト アドレステーブル」(p. 158) を参照してください。

2 直接 (DIRECT)
1 = ALU の直接アドレス指定でアクセスする ( デバッグ専用 )
0 = ハッシュ関数を使ってテーブルに索引付けする ( 通常の方法、スイッチ 
ルックアップ エンジン制御 0 レジスタ参照 )

R/W 0b

1:0 動作 (ACTION)
ALU テーブルエントリのアクセスに対して行う動作を指定します。

00 = 動作なし

01 = 書き込み

10 = 読み出し

11 = 検索

R/W 00b

アドレス : 0x041C ～ 0x041F サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:22 予約済み RO 0x000
21:16 テーブル インデックス (TABLE_INDEX)

ビット [21:16] は予約済みマルチキャスト テーブルの索引付けに使います。

ビット [19:16] は静的アドレステーブルの索引付けに使います。

R/W 00_0000b

15:8 予約済み RO 0x00
7 開始 / 終了 (START_FINISH)

1 = アクセスを開始する

0 = アクセスが終了した

R/W, SC 0b

6:2 予約済み R/W 000_00b
1 テーブル選択 (TABLE_SELECT)

アクセスするテーブルを指定します。

1 = 予約済みマルチキャスト テーブルにアクセスする

0 = 静的アドレステーブルにアクセスする

R/W 0b

0 動作 (ACTION)
テーブルに対して行う動作を指定します。

1 = 読み出し

0 = 書き込み

R/W 0b

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.1.5.10 ALU/ 静的アドレステーブル エントリ 1 レジスタ 

このレジスタは、アドレス ルックアップ テーブルと静的アドレステーブルへの読み書き動作のためのテーブルエン

トリ値を格納しています。以下のセクションで定義するように、このレジスタのフィールド定義は、使うテーブル
タイプによって異なります。

• ALU テーブルエントリ 1 レジスタ (p. 155)
• 静的アドレステーブル エントリ 1 レジスタ (p. 157)
詳細はセクション 5.3.1、「アドレス ルックアップ (ALU) テーブル」(p. 152) とセクション 5.3.2、「静的アドレステー

ブル」(p. 156) を参照してください。

5.1.5.11 ALU/ 静的アドレス / 予約済みマルチキャスト テーブルエントリ 2 レジスタ 

以下のセクションで定義するように、このレジスタのフィールド定義は、使うテーブルタイプによって異なります。

• ALU テーブルエントリ 2 レジスタ (p. 155)
• 静的アドレステーブル エントリ 2 レジスタ (p. 157)
• 予約済みマルチキャスト アドレステーブル エントリ 2 レジスタ (p. 159)
詳細はセクション 5.3.1、「アドレス ルックアップ (ALU) テーブル」(p. 152)、セクション 5.3.2、「静的アドレステー

ブル」(p. 156)、セクション 5.3.3、「予約済みマルチキャスト アドレステーブル」(p. 158) を参照してください。

5.1.5.12 ALU/ 静的アドレステーブル エントリ 3 レジスタ 

以下のセクションで定義するように、このレジスタのフィールド定義は、使うテーブルタイプによって異なります。

• ALU テーブルエントリ 3 レジスタ (p. 156)
• 静的アドレステーブル エントリ 3 レジスタ (p. 158)
詳細はセクション 5.3.1、「アドレス ルックアップ (ALU) テーブル」(p. 152) とセクション 5.3.2、「静的アドレステー

ブル」(p. 156) を参照してください。

5.1.5.13 ALU/ 静的アドレステーブル エントリ 4 レジスタ 

このレジスタは、アドレス ルックアップ テーブルと静的アドレステーブルへの読み書き動作のためのテーブルエン

トリ値を格納しています。以下のセクションで定義するように、このレジスタのフィールド定義は、使うテーブル
タイプによって異なります。

• ALU テーブルエントリ 4 レジスタ (p. 156)
• 静的アドレステーブル エントリ 4 レジスタ (p. 158)
詳細はセクション 5.3.1、「アドレス ルックアップ (ALU) テーブル」(p. 152) とセクション 5.3.2、「静的アドレステー

ブル」(p. 156) を参照してください。

アドレス : 0x0420 ～ 0x0423 サイズ : 32 ビット

アドレス : 0x0424 ～ 0x0427 サイズ : 32 ビット

アドレス : 0x0428 ～ 0x042B サイズ : 32 ビット

アドレス : 0x042C ～ 0x042F サイズ : 32 ビット
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5.2 ポートレジスタ

本セクションでは本デバイスのポートレジスタを説明します。全ての設定はポートごとに行います。アドレス フィー

ルド「N」はポート番号を指定します。「N」の有効な値は、普通のレジスタでは 1 ～ 7、MAC ポート特有のレジスタ

では 6 ～ 7、PHY 特有のレジスタでは 0 ～ 5 です。 

本デバイスの全レジスタマップの概要はセクション 5.0、「デバイスレジスタ」を参照してください。本デバイスの

グローバル レジスタの詳細はセクション 5.1、「グローバル レジスタ」を参照してください。

5.2.1 ポート N: ポート動作制御レジスタ (0xN000 ～ 0xN0FF)

5.2.1.1 ポート既定値タグ 0 レジスタ 

5.2.1.2 ポート既定値タグ 1 レジスタ 

5.2.1.3 ポート PME_WoL イベントレジスタ 

アドレス : 0xN000
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 ポート既定値 802.1Q タグ [15:8]
ビット [7:5]: 優先度コードポイント (PCP)
ビット 4: ドロップ適格インジケータ (DEI)
ビット [3:0]: VLAN 識別子 (VID) [11:8]

R/W 0x00

アドレス : 0xN001
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 ポート既定値 802.1Q タグ [7:0]
VLAN 識別子 (VID) [7:0]

R/W 0x01

アドレス : 0xN013
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:3 予約済み RO 0000_0b
2 マジックパケット検出

検出するにはマジックパケットの宛先アドレスがスイッチ MAC アドレス 0
レジスタ～スイッチ MAC アドレス 5 レジスタのグローバル MAC アドレス
と一致する必要があります。

1 = このポートでマジックパケットを検出した

0 = 検出していない

RO/WC 0b
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5.2.1.4 ポート PME_WoL イネーブル レジスタ 

1 リンクアップ検出

内蔵 PHY を備えたポートにのみ適用します。

1 = このポートでリンクアップを検出した

0 = 検出していない

RO/WC 0b

0 エナジー ディテクト

内蔵 PHY を備えたポートにのみ適用します。

1 = このポートでケーブルからの信号を検出した

0 = 検出していない

RO/WC 0b

アドレス : 0xN017
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:3 予約済み RO 0000_0b
2 マジックパケット検出イネーブル

検出するにはマジックパケットの宛先アドレスがスイッチ MAC アドレス 0
レジスタ～スイッチ MAC アドレス 5 レジスタのグローバル MAC アドレス
と一致する必要があります。

1 = このポートでマジックパケットを検出すると PME ピンをアサートする

0 = このポートでマジックパケットを検出しても PME ピンをアサートしない

RO/WC 0b

1 リンクアップ検出イネーブル

内蔵 PHY を備えたポートにのみ適用します。

1 = このポートでリンクアップを検出すると PME ピンをアサートする

0 = このポートでリンクアップを検出しても PME ピンをアサートしない

RO/WC 0b

0 エナジー ディテクト イネーブル

内蔵 PHY を備えたポートにのみ適用します。

1 = このポートでケーブルからの信号を検出すると PME ピンをアサートする

0 = このポートでケーブルからの信号を検出してもPMEピンをアサートしない

RO/WC 0b

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.2.1.5 ポート割り込みステータス レジスタ 

これらのレジスタは、個々のポートの割り込みステータスを示します。これらの割り込みはポート割り込みマスクレ
ジスタで有効にします。ポートに特有ではない割り込みステータスについてはグローバル割り込みステータス レジスタ

を参照してください。

5.2.1.6 ポート割り込みマスクレジスタ 

このレジスタはポート割り込みステータス レジスタの割り込みを有効にします。

アドレス : 0xN01B
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:2 予約済み RO 0000_00b
1 PHY 割り込みステータス

PHY ポートにのみ適用します。MAC ポートには適用しません。個々の
PHY 割り込みについてはポート割り込み制御 / ステータス レジスタを参照
してください。

0 = 割り込みは発生していない

1 = 割り込みを検出した

RO 0b

0 ACL 割り込みステータス

ACL テーブルのエントリをカウンタモード向けに設定する事で ACL 割り込み
を生成できます。全てのポートは ACL テーブルを備えています。

このビットをクリアするには、ポート割り込みマスクレジスタの ACL 割り
込みマスクビットをトグルします。

0 = 割り込みは発生していない

1 = 割り込みを検出した

RO 0b

アドレス : 0xN01F
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:2 予約済み RO 0000_00b
1 PHY 割り込みイネーブル

PHY ポートにのみ適用します。

0 = 割り込みを有効にする

1 = 割り込みを無効にする

R/W 0b

0 ACL 割り込みイネーブル

全てのポートに適用します。

0 = 割り込みを有効にする

1 = 割り込みを無効にする

R/W 0b
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5.2.1.7 ポート動作制御 0 レジスタ 

アドレス : 0xN020
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 ローカル ループバック

内部スイッチ ファブリックから Egress ポートに向かったデータを、その
Egress ポートでループバックさせて内部スイッチ ファブリックに戻します。 
1 = ローカル ループバック

0 = 通常動作

R/W 0b

6 リモート ループバック

ポートの外部ピンで受信したデータを、内部スイッチ ファブリックを通さ
ずにループバックさせて同じポートに転送します。PHY ポートでは、データ
を RX+/- ピンで受信し TX+/- ピンから送信します。xMII ポートでは、データ
を TXD ピンで受信し RXD ピンから送信します。 
1 = リモート ループバック

0 = 通常動作

R/W 0b

5:3 予約済み RO 000b
2 テールタグ イネーブル

ポートに対してテールタギングが有効な場合、そのポートが「ホスト」
ポートと「CPU」ポートのどちらであるかをこのビットで指定します。
テールタギングを複数のポートに対して有効にしてはいけません。

詳細はテールタギングの説明を参照してください。

1 = このポートのテールタギングを有効にする

0 = このポートのテールタギングを無効にする

R/W 0b

1:0 Egress キュー分割イネーブル

11 = 予約済み

10 = 4 つの Egress キュー ( 優先度に基づき Egress キューにパケットを割り
当てます。)
01 = 2 つの Egress キュー ( 優先度に基づき Egress キューにパケットを割り
当てます。)
00 = 1 つの Egress キュー ( 優先度を考慮しません。)

R/W 00b
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5.2.1.8 ポートステータス レジスタ 

アドレス : 0xN030
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:5 予約済み RO 000
4:3 ポート速度ステータス

PHY 以外のポートでは、これらのビットは XMII ポート制御 1 レジスタの
ビット 6 と XMII ポート制御 0 レジスタのビット 4 の速度設定を複製します。

PHY ポートでは、これらのビットは実際のリンク速度を示します ( この速度
は PHY 制御レジスタからも読み出す事ができます )。
00 = 10 Mbps
01 = 100 Mbps
10 = 1000 Mbps

RO -

2 ポート全二重 / 半二重ステータス

PHY 以外のポートでは、このビットは XMII ポート制御 0 レジスタのビット
6 の全二重 / 半二重設定を複製します。

PHY ポートでは、このビットは実際のリンクの全二重 / 半二重設定を示し
ます ( この設定は PHY 制御レジスタからも読み出す事ができます )。 
1 = 全二重

0 = 半二重

RO 1 または -

1 送信フロー制御イネーブル ステータス

PHY 以外のポートでは、このビットは XMII ポート制御 0 レジスタの Tx 
FC イネーブル ( ビット 5) を複製します。

PHY ポートでは、FC が有効な場合 (PHY オート ネゴシエーション アドバ
タイズ レジスタのビット [11:10])、リンクアップしている場合、オート 
ネゴシエーションで FC が確立している場合のみこのビットがセットされ
ます。

1 = TX フロー制御を有効にする

0 = この機能を無効にする

RO -

0 受信フロー制御イネーブル ステータス

PHY 以外のポートでは、このビットは XMII ポート制御 0 レジスタの Rx 
FC イネーブル ( ビット 3) を複製します。

PHY ポートでは、FC が有効な場合 (PHY オート ネゴシエーション アドバ
タイズ レジスタのビット [11:10])、リンクアップしている場合、オート 
ネゴシエーションで FC が確立している場合のみこのビットはセットされ
ます。

1 = RX フロー制御を有効にする

0 = この機能を無効にする

RO -
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5.2.2 ポート N: ポート Ethernet PHY レジスタ (0xN100 ～ 0xN1FF)
このセクションのレジスタは PHYポートのみのためのものです。詳細は IEEE802.3 Clause 22.3.4 を参照してください。 

5.2.2.1 PHY 基本制御レジスタ 

PHY レジスタ 0x00

アドレス : 0xN100 ～ 0xN101
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15 PHY ソフトウェア リセット

この PHY をリセットするにはこのビットをセットします。レジスタは
リセットされません。このビットは自動的にクリアされます。

R/W
SC

0b

14 ローカル ループバック モード

内部スイッチ ファブリックから Egress ポートに向かったデータを、その
Egress ポートでループバックさせて内部スイッチ ファブリックに戻します。 
1 = ローカル ループバック モード

0 = 通常動作

R/W 0b

13 速度選択 (LSb)
オート ネゴシエーション ( このレジスタのビット 12) が有効な場合、この
ビットは無視されます。

ビット [6, 13]
11 = 予約済み

10 = 1000 Mbps
01 = 100 Mbps
00 = 10 Mbps

R/W Note 5-1

12 オート ネゴシエーション有効化

1 = オート ネゴシエーションを有効にする

0 = オート ネゴシエーションを無効にする

このビットの初期値は、ストラップ設定で決まります。しかし、上書きさ
れる事があります。

R/W Note 5-1

11 パワーダウン

1 = パワーダウン モード

0 = 通常動作

このビットを「1」にセットすると、PHY ステータス レジスタ内でリンク
ダウン ステータスが更新されなくなる場合があります。ソフトウェアは、
PHY ステータス レジスタのリンクステータスに頼らずに、リンクのダウン
を検出する必要があります。

このビットが「1」から「0」に変更されると、内部リセットが実行されます。
この PHY レジスタへ読み書きアクセスする前に、1 ms 以上待機する必要
があります。

R/W 0b

10 分離

1 = PHY をスイッチコアから論理的に分離する

0 = 通常動作

R/W 0b

9 オート ネゴシエーション再起動

オート ネゴシエーションを再起動するにはこのビットをセットします。
このビットは自動的にクリアされます。

R/W, SC 0b

8 半二重 / 全二重モード

オート ネゴシエーション ( このレジスタのビット 12) が有効な場合、この
ビットは無視されます。

1 = 全二重

0 = 半二重

R/W 1b
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Note 5-1 このフィールドの既定値は、対応するコンフィグレーション ストラップ値で決まります。詳細はセク
ション 3.2.1、「コンフィグレーション ストラップ」(p. 16) を参照してください。

5.2.2.2 PHY 基本ステータス レジスタ 

PHY レジスタ 0x01 

7 コリジョンテスト

1 = COL テストを有効にする

0 = COL テストを無効にする

R/W 0b

6 速度選択 (MSb)
オート ネゴシエーション ( このレジスタのビット 12) が有効な場合、この
ビットは無視されます。
ビット [6:13]
11 = 予約済み

10 = 1000 Mbps
01 = 100 Mbps
00 = 10 Mbps

R/W Note 5-1

5:0 予約済み RO 0x00

アドレス : 0xN102 ～ 0xN103
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15 100BASE-T4
0 = PHY は 100BASE-T4 に対応しない

RO 0b

14 100BASE-TX 全二重

1 = PHY は 100BASE-TX 全二重に対応する

RO 1b

13 100BASE-TX 半二重

1 = PHY は 100BASE-TX 半二重に対応する

RO 1b

12 10 Mbps 全二重

1 = PHY は 10 Mbps 全二重に対応する

RO 1b

11 10 Mbps 半二重

1 = PHY は 10 Mbps 半二重に対応する

RO 1b

10:9 予約済み RO 00b
8 拡張ステータス

1 = PHY 拡張ステータス レジスタは拡張ステータス情報を格納している

RO 1b

7 予約済み RO 0b
6 MF プリアンブル抑制

1 = PHY はプリアンブルを抑制した管理フレームを受信する

RO 1b

5 オート ネゴシエーション完了

1 = オート ネゴシエーション処理は完了した

0 = オート ネゴシエーション処理は完了していない

RO -

4 リモート ( 遠端 ) フォルト

1 = リモートフォルト条件を検出した

0 = リモートフォルト条件を検出していない

RO
LH

-

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.2.2.3 PHY ID 上位レジスタ 

PHY レジスタ 0x02 

5.2.2.4 PHY ID 下位レジスタ 

PHY レジスタ 0x03 

3 オート ネゴシエーション機能

1 = PHY はオート ネゴシエーションに対応する

RO 1b

2 リンクステータス

1 = リンクアップ

0 = リンクダウン

RO
LL

-

1 ジャバー検出

1 = ジャバー条件を検出した

0 = ジャバー条件を検出していない

RO
LH

-

0 拡張機能

1 = 拡張機能レジスタをサポートしている

0 = 基本レジスタ機能のみをサポートしている

RO 1b

アドレス : 0xN104 ～ 0xN105
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:0 PHY 識別子上位ワード RO 0x0022

アドレス : 0xN106 ～ 0xN107
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:0 PHY 識別子下位ワード RO 0x1631

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.2.2.5 PHY オート ネゴシエーション アドバタイズ レジスタ 

PHY レジスタ 0x04 

アドレス : 0xN108 ～ 0xN109
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15 Next Page
1 = Next Page に対応する

0 = Next Page に対応しない

R/W 0b

14 予約済み RO 0b
13 リモートフォルト

1 = リモートフォルトに対応する

0 = リモートフォルトに対応しない

R/W 0b

12 予約済み RO 0b
11:10 PAUSE( フロー制御 ) 機能

11 = 対称 PAUSE とローカルデバイスに向かう非対称 PAUSE の両方

10 = リンクパートナーに向かう非対称 PAUSE
01 = 対称 PAUSE
00 = PAUSE なし

R/W 01b

9 100BASE-T4
1 = 100BASE-T4 に対応する

0 = 100BASE-T4 に対応しない

RO 0b

8 100BASE-TX 全二重

1 = 100BASE-TX 全二重に対応する

0 = 100BASE-TX 全二重に対応しない

R/W 1b

7 100BASE-TX 半二重

1 = 100BASE-TX 半二重に対応する

0 = 100BASE-TX 半二重に対応しない

R/W 1b

6 10BASE-T 全二重

1 = 10BASE-T 全二重に対応する

0 = 10BASE-T 全二重に対応しない

R/W 1b

5 10BASE-T 半二重

1 = 10BASE-T 半二重に対応する

0 = 10BASE-T 半二重に対応しない

R/W 1b

4:0 セレクタ フィールド

00001 = IEEE 802.3
R/W 0x01
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5.2.2.6 PHY オート ネゴシエーション リンクパートナー機能レジスタ 

PHY レジスタ 0x05

アドレス : 0xN10A ～ 0xN10B
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15 Next Page
1 = Next Page に対応する

0 = Next Page に対応しない

RO -

14 肯定応答 (ACK)
1 = パートナーからリンク コードワードを受信した

0 = パートナーからリンク コードワードをまだ受信していない

RO -

13 リモートフォルト

1 = リモートフォルトを検出した

0 = リモートフォルトは発生していない 

RO -

12 予約済み RO -
11:10 PAUSE( フロー制御 ) 機能

11 = 対称 PAUSE とローカルデバイスに向かう非対称 PAUSE の両方

10 = リンクパートナーに向かう非対称 PAUSE
01 = 対称 PAUSE
00 = PAUSE なし

RO -

9 100BASE-T4
1 = 100BASE-T4 に対応する

0 = 100BASE-T4 に対応しない

RO -

8 100BASE-TX 全二重

1 = 100BASE-TX 全二重に対応する

0 = 100BASE-TX 全二重に対応しない

RO -

7 100BASE-TX 半二重

1 = 100BASE-TX 半二重に対応する

0 = 100BASE-TX 半二重に対応しない

RO -

6 10BASE-T 全二重

1 = 10BASE-T 全二重に対応する

0 = 10BASE-T 全二重に対応しない

RO -

5 10BASE-T 半二重

1 = 10BASE-T 半二重に対応する

0 = 10BASE-T 半二重に対応しない

RO -

4:0 セレクタ フィールド

00001 = IEEE 802.3
RO -
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5.2.2.7 PHY オート ネゴシエーション拡張ステータス レジスタ 

PHY レジスタ 0x06 

5.2.2.8 PHY オート ネゴシエーション Next Page レジスタ 

PHY レジスタ 0x07 

アドレス : 0xN10C ～ 0xN10D
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:5 予約済み RO 0x000
4 並列検出フォルト

1 = 並列検出がフォルトを検出した

0 = 並列検出はフォルトと検出していない

RO
LH

-

3 リンクパートナー Next Page 機能

1 = リンクパートナーは Next Page に対応する

0 = リンクパートナーは Next Page に対応しない

RO -

2 Next Page 機能

1 = ローカルデバイスは Next Page に対応する

0 = ローカルデバイスは Next Page に対応しない

RO 1b

1 ページ受信

1 = 新しいページを受信した

0 = 新しいページは受信していない

RO
LH

-

0 リンクパートナー オート ネゴシエーション機能

1 = リンクパートナーはオート ネゴシエーションに対応する

0 = リンクパートナーはオート ネゴシエーションに対応しない

RO -

アドレス : 0xN10E ～ 0xN10F
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15 Next Page
1 = 後続のページがある

0 = これが最後のページである

R/W 0b

14 予約済み RO 0b
13 メッセージページ

1 = メッセージページ

0 = 未フォーマットのページ

R/W 1b

12 ACK 2
1 = メッセージに従う

0 = メッセージに従わない

R/W 0b
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5.2.2.9 PHY オート ネゴシエーション リンクパートナー Next Page 機能レジスタ 

PHY レジスタ 0x08 

11 トグル

1 = 送信されたリンク コードワードの直前の値は論理 1
0 = 送信されたリンク コードワードの直前の値は論理 0

RO 0b

10:0 メッセージ フィールド R/W 0x001

アドレス : 0xN110 ～ 0xN111
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15 Next Page
1 = 後続のページがある

0 = これが最後のページである

R/W -

14 肯定応答 (ACK)
1 = リンクワードの受信に成功した

0 = リンクワードの受信に失敗した

RO -

13 メッセージページ

1 = メッセージページ

0 = 未フォーマットのページ

RO -

12 ACK 2
1 = 情報に従う

0 = 情報に従う事はできない

RO -

11 トグル

1 = 送信されたリンク コードワードの直前の値は論理 0
0 = 送信されたリンク コードワードの直前の値は論理 1

RO -

10:0 メッセージ フィールド RO -

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.2.2.10 PHY 1000BASE-T 制御レジスタ 

PHY レジスタ 0x09 

5.2.2.11 PHY 1000BASE-T ステータス レジスタ 

PHY レジスタ 0x0A 

アドレス : 0xN112 ～ 0xN113
ポート N: 1-5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:13 テストモード ビット R/W 000b
12 マスタ / スレーブ手動設定イネーブル

1 = マスタ / スレーブ手動設定を有効にする

0 = マスタ / スレーブ手動設定を無効にする

R/W 0b

11 マスタ / スレーブ手動設定値

マスタ / スレーブ手動設定 ( ビット 12) が無効の場合、このビットは無視され
ます。

1 = マスタ / スレーブ ネゴシエーション中に PHY をマスタとして設定する

0 = マスタ / スレーブ ネゴシエーション中に PHY をスレーブとして設定する

R/W 0b

10 ポートタイプ

このビットは、マスタ / スレーブ手動設定 ( ビット 12) が無効の場合にのみ
有効です。

1 = マルチポート デバイス ( マスタ ) として動作する事を示す

0 = シングルポート デバイス ( スレーブ ) として動作する事を示す

R/W 0b

9 1000BASE-T 全二重

1 = PHY は 1000BASE-T 全二重に対応する事を自己宣言する

0 = PHY は 1000BASE-T 全二重に非対応である事を自己宣言する

R/W 1b

8 1000BASE-T 半二重

1 = PHY は 1000BASE-T 半二重に対応する事を自己宣言する

0 = PHY は 1000BASE-T 半二重に非対応である事を自己宣言する

R/W 1b

7:0 予約済み RO -

アドレス : 0xN114 ～ 0xN115
ポート N: 1-5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15 マスタ / スレーブ設定フォルト

1 = マスタ / スレーブ設定フォルトを検出した

0 = マスタ / スレーブ設定フォルトは検出していない

RO
LH
SC

0b

14 マスタ / スレーブ設定判定

1 = ローカル PHY 設定はマスタへと判定された

0 = ローカル PHY 設定はスレーブと判定された

RO -

13 ローカルレシーバ ステータス

1 = ローカルレシーバは OK
0 = ローカルレシーバは NG

RO -
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5.2.2.12 PHY MMD 設定レジスタ 

PHY レジスタ 0x0D 

12 リモートレシーバ ステータス

1 = リモートレシーバは OK
0 = リモートレシーバは NG

RO -

11 リンクパートナー 1000BASE-T 全二重機能

1 = リンクパートナーは 1000BASE-T 全二重に対応する

0 = リンクパートナーは 1000BASE-T 全二重に対応しない

RO -

10 リンクパートナー 1000BASE-T 半二重機能

1 = リンクパートナーは 1000BASE-T 半二重に対応する

0 = リンクパートナーは 1000BASE-T 半二重に対応しない

RO -

9:8 予約済み RO 00b
7:0 アイドルエラー カウント

レシーバがアイドルと PMA_TXMODE.indicate = Send_N を受信している
時に検出したエラーの累積数です。 
カウンタは、rxerror_status = ERROR のシンボル周期ごとにインクリメント
します。 

RO
SC

0x00

アドレス : 0xN11A ～ 0xN11B
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:14 MMD 動作モード

選択された MMD デバイスアドレス ( このレジスタのビット [4:0]) に対し、
これらの 2 ビットは以下のレジスタまたはデータ動作の 1 つを選択します。
これにより、PHY MMD データレジスタの使い方が決まります。

00 = レジスタ

01 = データ、ポスト インクリメントしない

10 = データ、読み書き時にポスト インクリメントする

11 = データ、書き込み時にのみポスト インクリメントする

R/W 00b

13:5 予約済み R/W 0x000
4:0 MMD デバイスアドレス R/W 0x00

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.2.2.13 PHY MMD データレジスタ 

PHY レジスタ 0x0E 

5.2.2.14 PHY 拡張ステータス レジスタ 

PHY レジスタ 0x0F 

アドレス : 0xN11C ～ 0xN11D
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:0 MMD R/W インデックス データ

選択された MMD デバイスアドレス (PHY MMD 設定レジスタ / ビット [4:0])
に対し、 
PHY MMD 設定レジスタのビット [15:14] = 00 の場合、このレジスタは
MMD デバイスアドレスに対する読み書きレジスタアドレスを格納します。

それ以外の場合、このレジスタは MMD デバイスアドレスと選択された
レジスタアドレスに対する読み書きデータ値を格納します。

データ動作に対するこのレジスタのポスト インクリメント読み書きに関し
ては、PHY MMD 設定レジスタ / ビット [15:14] も参照してください。

R/W 0x0000

アドレス : 0xN11E ～ 0xN11F
ポート N: 1-5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15 1000BASE-X Full-Duplex
1 = PHY は 1000BASE-T 全二重に対応する

0 = PHY は 1000BASE-T 全二重に対応しない

RO 0b

14 1000BASE-X 半二重

1 = PHY は 1000BASE-T 半二重に対応する

0 = PHY は 1000BASE-T 半二重に対応しない

RO 0b

13 1000BASE-T 全二重

1 = PHY は 1000BASE-T 全二重に対応する

0 = PHY は 1000BASE-T 全二重に対応しない

RO 1b

12 1000BASE-T 半二重

1 = PHY は 1000BASE-T 半二重に対応する

0 = PHY は 1000BASE-T 半二重に対応しない

RO 1b

11:0 予約済み RO –
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5.2.2.15 PHY リモート ループバック レジスタ 

PHY レジスタ 0x11 

5.2.2.16 PHY LinkMD レジスタ 

PHY レジスタ 0x12 

アドレス : 0xN122 ～ 0xN123
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:9 予約済み R/W 0x00
8 リモート ループバック

ポートの外部ピンで受信したデータを、内部スイッチ ファブリックを通さず
にループバックし、同じポートに転送します。PHY ポートでは、データを
RX+/- ピンで受信し TX+/- ピンから送信します。xMII ポートでは、データを
TXD ピンで受信し RXD ピンから送信します。 
1 = リモート ループバック

0 = 通常動作

R/W 0b

7:2 予約済み R/W 1111_01b
1 予約済み R/W

RC
0b

0 予約済み RO 0b

アドレス : 0xN124 ～ 0xN125
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15 ケーブル診断テストイネーブル

書き込み値 :
1 = ケーブル診断テストを有効にする ( このビットはテスト完了後に自動的
にクリアされます。)
0 = ケーブル診断テストを無効にする

読み値 :
1 = ケーブル診断テストは実行中

0 = 有効にされたケーブル診断テストは完了し、ステータス情報の読み出し
値は有効

R/W, SC 0b

14 予約済み R/W 0b

13:12 ケーブル診断テストペア

これらの 2 ビットはテストする差動ペアを選択します。

00 = 差動ペア A
01 = 差動ペア B
10 = 差動ペア C
11 = 差動ペア D

R/W 00b
 2018 Microchip Technology Inc. DS00002330B_JP - p.119



KSZ9897R
5.2.2.17 PHY デジタル PMA/PCS ステータス レジスタ 

PHY レジスタ 0x13 

5.2.2.18 ポート RXER カウントレジスタ 

PHY レジスタ 0x15 

11:10 予約済み R/W 00b
9:8 ケーブル診断ステータス

00 = 正常ケーブル条件 ( 異常は検出されなかった )
01 = 断線異常が検出された

10 = 短絡異常が検出された

11 = 予約済み

RO 00b

7:0 予約済み RO 0x00

アドレス : 0xN126 ～ 0xN127
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:2 予約済み RO
LH

0x0000

1 1000BASE-T リンクステータス

1 = リンクアップ

0 = リンクダウン

RO -

0 100BASE-TX リンクステータス

1 = リンクアップ

0 = リンクダウン

RO -

アドレス : 0xN12A ～ 0xN12B
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:0 RXER カウンタ

1 つまたは複数のシンボルエラーを持つ受信フレームの数です。

RO
RC

0x0000

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.2.2.19 ポート割り込み制御 / ステータス レジスタ 

PHY レジスタ 0x1B 

アドレス : 0xN136 ～ 0xN137
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15 ジャバー割り込みイネーブル

1 = ジャバー割り込みを有効にする

0 = ジャバー割り込みを無効にする

R/W 0b

14 受信エラー割り込みイネーブル

1 = 受信エラー割り込みを有効にする

0 = 受信エラー割り込みを無効にする

R/W 0b

13 ページ受信割り込みイネーブル

1 = ページ受信割り込みを有効にする

0 = ページ受信割り込みを無効にする

R/W 0b

12 並列検出異常割り込みイネーブル

1 = 並列検出異常割り込みを有効にする

0 = 並列検出異常割り込みを無効にする

R/W 0b

11 リンクパートナー ACK 割り込みイネーブル

1 = リンクパートナー ACK 割り込みを有効にする

0 = リンクパートナー ACK 割り込みを無効にする

R/W 0b

10 リンクダウン割り込みイネーブル

1 = リンクダウン割り込みを有効にする

0 = リンクダウン割り込みを無効にする

R/W 0b

9 リモート異常割り込みイネーブル

1 = リモート異常割り込みを有効にする

0 = リモート異常割り込みを無効にする

R/W 0b

8 リンクアップ割り込みイネーブル

1 = リンクアップ割り込みを有効にする

0 = リンクアップ割り込みを無効にする

R/W 0b

7 ジャバー割り込み

1 = ジャバーが発生した

0 = ジャバーは発生していない

RO
RC

0b

6 受信エラー割り込み

1 = 受信エラーが発生した

0 = 受信エラーは発生していない

RO
RC

0b

5 ページ受信割り込み

1 = ページ受信が発生した

0 = ページ受信は発生していない

RO
RC

0b

4 並列検出異常割り込み

1 = 並列検出異常が発生した

0 = 並列検出異常は発生していない

RO
RC

0b
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5.2.2.20 PHY Auto MDI/MDI-X レジスタ 

PHY レジスタ 0x1C 

3 リンクパートナー ACK 割り込み

1 = リンクパートナー ACK が発生した

0 = リンクパートナー ACK は発生していない

RO
RC

0b

2 リンクダウン割り込み

1 = リンクダウンが発生した

0 = リンクダウンは発生していない

RO
RC

0b

1 リモート異常割り込み

1 = リモート異常が発生した

0 = リモート異常は発生していない

RO
RC

0b

0 リンクアップ割り込み

1 = リンクアップが発生した

0 = リンクアップは発生していない

RO
RC

0b

アドレス : 0xN138 ～ 0xN139
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:8 予約済み R/W 0x00
7 MDI 設定

スワップ OFF ビットが 1 の場合 :
1 = PHY は MDI モードで動作するよう設定される

0 = PHY は MDI-X モードで動作するよう設定される

スワップ OFF ビットが 0 の場合、このビットは効果を有しません。

R/W 0b

6 スワップ OFF
1 = Auto MDI/MDI-X 機能を無効にする

0 = Auto MDI/MDI-X 機能を有効にする ( 通常動作 )

R/W 0b

5:0 予約済み R/W 0x00

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.2.2.21 PHY 制御レジスタ 

PHY レジスタ 0x1F 

アドレス : 0xN13E ～ 0xN13F
ポート N: 1 ～ 5

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:12 予約済み R/W 0x0
11:10 予約済み RO

LH
RC

00b

9 ジャバー有効化

1 = ジャバーカウンタを有効にする

0 = ジャバーカウンタを無効にする

R/W 1b

8:7 予約済み R/W 10b
6 速度ステータス 1000BASE-T

1 = PHY の最終的な速度ステータスは 1000BASE-T である

RO -

5 速度ステータス 100BASE-TX
1 = PHY の最終的な速度ステータスは 100BASE-TX である

RO -

4 速度ステータス 10BASE-T
1 = PHY の最終的な速度ステータスは 10BASE-T である

RO -

3 全二重 / 半二重ステータス

1 = 全二重

0 = 半二重

RO -

2 1000BASE-T マスタ / スレーブ ステータス

1 = 1000BASE-T マスタモード

0 = 1000BASE-T スレーブモード

RO -

1 予約済み R/W
RC

0b

0 予約済み RO
RC

-
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5.2.3 ポート N: ポート RGMII/MII/RMII 制御レジスタ (0xN300 ～ 0xN3FF)

5.2.3.1 XMII ポート制御 0 レジスタ 

Note 5-1 このフィールドの既定値は、LED1_1 コンフィグレーション ストラップ値で決まります。詳細はセク
ション 3.2.1、「コンフィグレーション ストラップ」(p. 16) を参照してください。

アドレス : 0xN300
ポート N: 6 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b

6 MAC ポート全二重 / 半二重

1 = ポート MAC インターフェイスは全二重モードで動作する

0 = ポート MAC インターフェイスは半二重モードで動作する

R/W 1b

5 MAC ポート送信フロー制御イネーブル

1 = このポートの送信フロー制御を有効にする

0 = このポートの送信フロー制御を無効にする

R/W Note 5-1

4 MAC ポート速度 10/100
XMII ポート制御 1 レジスタのビット 6 で 1000 Mbps を選択している場合、
このビットは無視されます。 
XMII ポート制御 1 レジスタのビット 6 が 1 の場合、このビットでポート
速度が決まります。

1 = ポートは 100 Mbps で動作する

0 = ポートは 10 Mbps で動作する

R/W 1b

3 MAC ポート受信フロー制御イネーブル

1 = このポートの受信フロー制御を有効にする

0 = このポートの受信フロー制御を無効にする

R/W Note 5-1

2:0 予約済み R/W 000b
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5.2.3.2 XMII ポート制御 1 レジスタ 

Note 5-1 このフィールドの既定値は、RXD6_0( ポート 6) または RXD7_0( ポート 7) コンフィグレーション
ストラップ値で決まります。詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション ストラップ」(p. 16) を
参照してください。

Note 5-2 このフィールドの既定値は、RXD6_1( ポート 6) または RXD7_1( ポート 7) コンフィグレーション
ストラップ値で決まります。詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション ストラップ」(p. 16) を
参照してください。

Note 5-3 このフィールドの既定値は、RXD6_[3:2] ( ポート 6) または RXD7_[3:2] ( ポート 7) コンフィグレー
ション ストラップ値で決まります。詳細はセクション 3.2.1、「コンフィグレーション ストラップ」
(p. 16) を参照してください。

アドレス : 0xN301
ポート N: 6 ～ 5

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み R/W -
6 ポート速度 1000

1 = XMII ポート制御 0 レジスタのビット 4 の設定に従って、RGMII は 10 ま
たは 100 Mbps で動作する

0 = RGMII は 1000 Mbps で動作する

R/W Note 5-1

5 予約済み R/W 0b
4 RGMII Ingress 内部遅延 (RGMII_ID_ig)

1 = Ingress RGMII クロックに最小 1.5 ns の遅延を追加する

0 = 遅延を追加しない

R/W 0b

3 RGMII Egress 内部遅延 (RGMII_ID_eg)
1 = Egress RGMII クロックに最小 1.5 ns の遅延を追加する

0 = 遅延を追加しない

R/W 1b

2 MII/RMII モード

MII インターフェイス :
1 = MII インターフェイスは MAC デバイス ( 受信クロック等 ) として動作
する
0 = MII インターフェイスは PHY デバイス ( デバイスクロック等 ) として
動作する

RMII インターフェイス :
1 = RXC ピンで 50 MHz RMII REFCLK を受信する
0 = RXC ピンから 50 MHz RMII REFCLK を生成する

R/W Note 5-2

1:0 ポート インターフェイス タイプ選択

00 = インターフェイスを RGMII にする

01 = インターフェイスを RMII にする

10 = インターフェイスを MII にする

11 = インターフェイスを MII にする

R/W Note 5-3
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5.2.4 ポート N: ポートスイッチ MAC 制御レジスタ (0xN400 ～ 0xN4FF)

5.2.4.1 ポート MAC 制御 0 レジスタ 

5.2.4.2 ポート MAC 制御 1 レジスタ 

アドレス : 0xN400
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:4 予約済み RO 0x0
3 予約済み R/W 0b
2 予約済み RO 0b
1 ブロードキャスト ストーム保護イネーブル

1 = Ingress トラフィックのブロードキャスト ストーム保護を有効にする

0 = Ingress トラフィックのブロードキャスト ストーム保護を無効にする

R/W 0b

0 ジャンボパケット イネーブル

1 = 最大 9000 バイトのパケットサイズのペイロード ( ヘッダと CRC を除く )
を受け取る

0 = 標準のペイロード制限 (1500 バイト ) を適用する

R/W 0b

アドレス : 0xN401
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み R/W 0b
6 予約済み RO 0b

5:4 予約済み R/W 00b
3 バック プレッシャー イネーブル

バック プレッシャーは半二重にのみ使います。全二重は、別途有効にする
PAUSE フレームフロー制御を使います。

1 = ポートのバック プレッシャーを有効にする

0 = ポートのバック プレッシャーを無効にする

R/W 0b

2:1 予約済み R/W 00b
0 全フレーム転送

不正な (CRC エラー、過大、過小 ) フレームは通常ドロップされます。この
機能を使うと、ミラーリング目的に限ってこれらの不正フレームを転送で
きます。 
このビットは、フロー制御フレームのフィルタリングには影響しません。
フロー制御フレームのフィルタリングを無効にするにはスイッチ MAC 制御
4 レジスタを参照してください。

1 = この機能を有効にする

0 = この機能を無効にする

R/W 0b
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5.2.4.3 ポート Ingress レートリミット制御レジスタ 

アドレス : 0xN403
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6 ポートまたは優先度ベース Ingress レートリミット

1 = Ingress レートリミットをポートベースにする

0 = Ingress レートリミットを優先度ベースにする

R/W 0b

5 Ingress PPS モード

1 = Ingress レートリミットはパケット数に基づく (PPS モード有効 )
0 = Ingress レートリミットはビット数に基づく (PPS モード無効 )

R/W 0b

4 Ingress レートリミット フロー制御イネーブル

この機能を使うには、このポートのフロー制御も有効にする必要があります。
PHY 以外のポートについては XMII ポート制御 0 レジスタを、PHY ポート
については PHY オート ネゴシエーション アドバタイズ レジスタを参照し
てください。

1 = ポートの受信レートが超過するとフロー制御をアサートする

0 = Ingress レートリミットに基づくフロー制御はアサートしない

R/W 0b

3:2 Ingress 制限モード

これらのビットは、Ingress レートリミットに対してカウントおよび制限する
フレームの種類を決定します。

00 = 全てのフレームをカウントおよび制限する

01 = ブロードキャスト、マルチキャスト、フラッディングされたユニキャ
ストの各フレームのみをカウントおよび制限する

10 = ブロードキャストおよびマルチキャスト フレームのみをカウントおよび
制限する

11 = ブロードキャスト フレームのみをカウントおよび制限する

R/W 00b

1 IFG バイトカウント

1 = 各フレームの最小フレーム間ギャップ (IFG) バイト ( フレームあたり 12)
を Ingress レートリミット計算に含める

0 = IFG バイトカウントを Ingress レートリミット計算に含めない

R/W 0b

0 プリアンブル バイトカウント

PPS モードが有効 ( ビット 5) の場合、このビットは無効です。

1 = 各フレームのプリアンブル バイト ( フレームあたり 8) を Ingress レート
リミット計算に含める

0 = プリアンブル バイトカウントを Ingress レートリミット計算に含めない

R/W 0b
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5.2.4.4 ポート優先度 0 Ingress リミット制御レジスタ 

アドレス : 0xN410
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:0 優先度 0 フレームの Ingress データレート制限

コード値については表 5-3 を参照してください。

ポート優先度 7 Ingress リミット制御レジスタに書き込むまで更新されない
事に注意します。

R/W 0x00

表 5-3: Ingress および Egress レートリミットのためのデータレート選択テーブル

コード 10 Mbps 100 Mbps 1000 Mbps

7 ビット、
10 進数

PPS BPS PPS BPS PPS BPS

7d’0 19.2k 10 Mbps 192k 100 Mbps 1.92M 1000 Mbps

7d’1 ～

7d’10
1.92k * コード 1 Mbps * コード 1.92k * コード 1 Mbps * コード 19.2k * コード 1 Mbps * コード

7d’11 ～

7d’100
– 10 Mbps 1.92k * コード 1 Mbps * コード 19.2k * コード 10 Mbps * コード

7d’101 64 64 kbps 64 640 kbps 640 640 kbps

7d’102 128 128 kbps 128 1280 kbps 1280 1280 kbps

7d’103 256 192 kbps 256 1920 kbps 2560 1920 kbps

7d’104 384 256 kbps 384 256 kbps 3840 2560 kbps

7d’105 512 320 kbps 512 320 kbps 5120 3200 kbps

7d’106 640 384 kbps 640 384 kbps 6400 3840 kbps

7d’107 768 448 kbps 768 448 kbps 7680 4480 kbps

7d’108 896 512 kbps 896 512 kbps 8960 5120 kbps

7d’109 1024 576 kbps 1024 576 kbps 10,240 5760 kbps

7d’110 1152 640 kbps 1152 640 kbps 11,520 6400 kbps

7d’111 1280 704 kbps 1280 704 kbps 12,800 7040 kbps

7d’112 1408 768 kbps 1408 768 kbps 14,080 7680 kbps

7d’113 1536 832 kbps 1536 832 kbps 15,360 8320 kbps

7d’114 1664 896 kbps 1664 896 kbps 16,640 8960 kbps

7d’115 1792 960 kbps 1792 960 kbps 17,920 9600 kbps

Note: PPS = パケットレート (Packets Per Second)、BPS = ビットレート (Bits Per Second)
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5.2.4.5 ポート優先度 1 Ingress リミット制御レジスタ 

5.2.4.6 ポート優先度 2 Ingress リミット制御レジスタ 

5.2.4.7 ポート優先度 3 Ingress リミット制御レジスタ 

アドレス : 0xN411
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:0 優先度 1 フレームの Ingress データ レートリミット

ポート優先度 7 Ingress リミット制御レジスタに書き込むまで更新されない
事に注意します。

R/W 0x00

アドレス : 0xN412
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:0 優先度 2 フレームの Ingress データ レートリミット

ポート優先度 7 Ingress リミット制御レジスタに書き込むまで更新されない
事に注意します。

R/W 0x00

アドレス : 0xN413
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:0 優先度 3 フレームの Ingress データ レートリミット

ポート優先度 7 Ingress リミット制御レジスタに書き込むまで更新されない
事に注意します。

R/W 0x00
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5.2.4.8 ポート優先度 4 Ingress リミット制御レジスタ 

5.2.4.9 ポート優先度 5 Ingress リミット制御レジスタ 

5.2.4.10 ポート優先度 6 Ingress リミット制御レジスタ 

5.2.4.11 ポート優先度 7 Ingress リミット制御レジスタ 

アドレス : 0xN414
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:0 優先度 4 フレームの Ingress データ レートリミット

ポート優先度 7 Ingress リミット制御レジスタに書き込むまで更新されない
事に注意します。

R/W 0x00

アドレス : 0xN415
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:0 優先度 5 フレームの Ingress データ レートリミット

ポート優先度 7 Ingress リミット制御レジスタに書き込むまで更新されない
事に注意します。

R/W 0x00

アドレス : 0xN416
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:0 優先度 6 フレームの Ingress データ レートリミット

ポート優先度 7 Ingress リミット制御レジスタに書き込むまで更新されない
事に注意します。

R/W 0x00

アドレス : 0xN417
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:0 優先度 7 フレームの Ingress データ レートリミット R/W 0x00
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5.2.4.12 ポートキュー 0 Egress リミット制御レジスタ 

5.2.4.13 ポートキュー 1 Egress リミット制御レジスタ 

5.2.4.14 ポートキュー 2 Egress リミット制御レジスタ 

アドレス : 0xN420
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:0 キュー 0 フレームの Egress データ レートリミット

スイッチ MAC 制御 5 レジスタのビット 3 で Egress レートリミットを
「ポートベース」に設定している場合、このレジスタのみを設定に使います。
ポートキュー 1 ～ 3 Egress リミット制御レジスタは、キューベースの
レートリミットにのみ使います。

ポートキュー 3 Egress リミット制御レジスタに書き込むまで更新されない
事に注意します。

R/W 0x00

アドレス : 0xN421
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:0 キュー 1 フレームの Egress データ レートリミット

ポートキュー 3 Egress リミット制御レジスタに書き込むまで更新されない
事に注意します。

R/W 0x00

アドレス : 0xN422
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:0 キュー 2 フレームの Egress データ レートリミット

ポートキュー 3 Egress リミット制御レジスタに書き込むまで更新されない
事に注意します。

R/W 0x00
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5.2.4.15 ポートキュー 3 Egress リミット制御レジスタ 

5.2.5 ポート N: ポートスイッチ MIB カウンタレジスタ (0xN500 ～ 0xN5FF)
各ポートは 30 の MIB カウンタを備えています。これらは以下の 2 つの間接レジスタでアクセスします。MIB カウンタ

は読み出すとクリアされます。詳細はセクション 5.3.6、「MIB (Management Information Base) カウンタ」を参照し

てください。

5.2.5.1 ポート MIB 制御およびステータス レジスタ 

アドレス : 0xN423
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6:0 キュー 3 フレームの Egress データ レートリミット R/W 0x00

Note: スイッチMIB制御レジスタは、MIBカウンタのグローバル制御のための2つの追加ビットを備えています。

アドレス : 0xN500 ～ 0xN503
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 MIB カウンタ オーバーフロー表示

1 = カウンタがオーバーフローした

0 = カウンタはオーバーフローしていない

RO 0b

30:26 予約済み RO 0x00
25 MIB 読み出しイネーブル / カウント有効

カウンタ読み出しを初期化するには、このビットを「1」に設定します。
カウンタ読み出しが完了し、「MIB カウンタ値」のカウント値が利用可能に
なると、このビットは自動的に「0」にクリアされます。

R/W
SC

0b

24 MIB フラッシュおよびフリーズ イネーブル

ポートカウンタのフラッシュとフリーズのための関連グローバル MIB 制御
ビットについてはスイッチ MIB 制御レジスタを参照してください。

1 = このポートの MIB カウンタのフラッシュおよびフリーズ機能を有効に
する

0 = このポートの MIB カウンタのフラッシュおよびフリーズ機能を無効に
する

R/W 0b

23:16 MIB インデックス R/W 0x00
15:4 予約済み RO 0x000
3:0 MIB カウンタ値 [35:32] RO 0x0
DS00002330B_JP - p.132  2018 Microchip Technology Inc.



KSZ9897R

5.2.5.2 ポート MIB データレジスタ 

5.2.6 ポート N: ポートスイッチ ACL 制御レジスタ (0xN600 ～ 0xN6FF)
アクセス制御リスト (ACL) テーブルは各ポートに備わっています。それは以下の 2 つの間接レジスタでアクセスします。

詳細はセクション 5.3.5、「アクセス制御リスト (ACL) テーブル」を参照してください。

5.2.6.1 ポート ACL アクセス 0 レジスタ 

5.2.6.2 ポート ACL アクセス 1 レジスタ 

アドレス : 0xN504 ～ 0xN507
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:0 MIB カウンタ値 [31:0] RO 0x0000

アドレス : 0xN600
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:4 予約済み RO 0x0
3:0 FRN (First Rule Number) R/W 0x0

アドレス : 0xN601
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:6 予約済み R/W 00b
5:4 モード (MD)

00 = 動作を実行しない

01 = レイヤ 2 MAC ヘッダ フィルタリング

10 = レイヤ 3 IP アドレス フィルタリング

11 = レイヤ 4 TCP ポート番号フィルタリング /IP プロトコル フィルタリング

R/W 00b

3:2 イネーブル (ENB) R/W 00b
1 送信元 / 宛先 (S/D)

1 = 送信元

0 = 宛先

R/W 0b

0 等しい / 等しくない (EQ)
1 = 比較した値が等しい場合、一致とする

0 = 比較した値が等しくない場合、一致とする

R/W 0b
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5.2.6.3 ポート ACL アクセス 2 レジスタ 

5.2.6.4 ポート ACL アクセス 3 レジスタ 

5.2.6.5 ポート ACL アクセス 4 レジスタ 

5.2.6.6 ポート ACL アクセス 5 レジスタ 

5.2.6.7 ポート ACL アクセス 6 レジスタ 

アドレス : 0xN602
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [47:40] R/W 0x00

アドレス : 0xN603
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [39:32] R/W 0x00

アドレス : 0xN604
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [31:24] R/W 0x00

アドレス : 0xN605
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [23:16] R/W 0x00

アドレス : 0xN606
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [15:8] R/W 0x00
DS00002330B_JP - p.134  2018 Microchip Technology Inc.



KSZ9897R

5.2.6.8 ポート ACL アクセス 7 レジスタ 

5.2.6.9 ポート ACL アクセス 8 レジスタ 

5.2.6.10 ポート ACL アクセス 9 レジスタ 

5.2.6.11 ポート ACL アクセス A レジスタ 

アドレス : 0xN607
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [7:0] R/W 0x00

アドレス : 0xN608
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 EtherType (TYPE) [15:8] R/W 0x00

アドレス : 0xN609
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 EtherType (TYPE) [7:0] R/W 0x00

アドレス : 0xN60A
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:6 優先度モード (PM) R/W 00b
5:3 優先度 (P) R/W 00_0b
2 優先度注釈イネーブル (RPE) R/W 0b

1:0 注釈付きの優先度値 (RP) [2:1]
3 ビット「注釈付きの優先度値」フィールドの上位 2 ビットです。LSb に
ついてはポート ACL アクセス B レジスタを参照してください。

R/W 00b
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5.2.6.12 ポート ACL アクセス B レジスタ 

5.2.6.13 ポート ACL アクセス C レジスタ 

5.2.6.14 ポート ACL アクセス D レジスタ 

5.2.6.15 ポート ACL アクセス E レジスタ 

アドレス : 0xN60B
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 注釈付きの優先度値 (RP) [0]
3 ビット「注釈付きの優先度値」フィールドの LSb です。上位 2 ビットに
ついてはポート ACL アクセス B レジスタを参照してください。

R/W 0b

6:5 マップモード (MM) R/W 00b
4:0 予約済み R/W 0b

アドレス : 0xN60C
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 予約済み R/W 0x00

アドレス : 0xN60D
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み R/W 0b
6:0 転送ポート (Port Forward Map)

各ビットは 1 つの転送ポートに対応します。

ビット 0 はポート 1 に対応し、

ビット 1 はポート 2 に対応する等です。

1 = そのポートへの転送を有効にする

0 = そのポートに転送しない

R/W 000_0000b

アドレス : 0xN60E
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 RuleSet[15:8] R/W 0x00
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5.2.6.16 ポート ACL アクセス F レジスタ 

5.2.6.17 ポート ACL バイトイネーブル MSB レジスタ 

5.2.6.18 ポート ACL バイトイネーブル LSB レジスタ 

アドレス : 0xN60F
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 RuleSet[7:0] R/W 0x00

アドレス : 0xN610
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 バイトイネーブル [15:8]
ポート ACL バイトイネーブル LSB レジスタに書き込む事で読み書きを開始
する場合、各ビットは ACL バイトのうちの 1 つのアクセスを有効にします。

ビット 0 はポート ACL アクセス 7 レジスタに適用します。

ビット 1 はポート ACL アクセス 6 レジスタに適用し、( 以下同様 )
ビット 7 はポート ACL アクセス 0 レジスタに適用します。

1 = 対応するバイトを読み書き用に選択する

0 = 対応するバイトを選択しない

R/W 0x00

アドレス : 0xN611
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:0 バイトイネーブル [7:0]
ポート ACL バイトイネーブル LSB レジスタに書き込む事で読み書きを開始
する場合、各ビットは ACL バイトのうちの 1 つのアクセスを有効にします。

ビット 0 はポート ACL アクセス F レジスタに適用します。

ビット 1 はポート ACL アクセス E レジスタに適用し、( 以下同様 )
ビット 7 はポート ACL アクセス 8 レジスタに適用します。

1 = 対応するバイトを読み書き用に選択する

0 = 対応するバイトを選択しない

R/W 0x00
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5.2.6.19 ポート ACL アクセス制御 0 レジスタ 

アドレス : 0xN612
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み R/O 0b
6 書き込みステータス

1 = 書き込み動作は完了した

0 = 書き込み動作は完了していない

RO 1b

5 読み出しステータス

1 = 読み出し動作は完了した

0 = 読み出し動作は完了していない ( 結果レジスタを読み出す前に、このビッ
トがセットされるまでポーリングし続けます。)

RO 1b

4 書き込み / 読み出し

1 = 書き込み

0 = 読み出し

R/W 0b

3:0 ACL インデックス R/W 0x0
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5.2.7 ポート N: ポートスイッチ Ingress 制御レジスタ (0xN800 ～ 0xN8FF)

5.2.7.1 ポート ミラーリング制御レジスタ 

このレジスタは、ポート ミラーリングのためのポート制御ビットを格納しています。グローバルポート ミラーリング

およびスヌーピング制御レジスタも適切に設定する必要があります。

5.2.7.2 ポート優先度制御レジスタ 

必要な機能を実現するため、このレジスタでは一度に複数のビットをセットしてはいけません。 

アドレス : 0xN800
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b
6 受信スニフ

1 = このポートで受信する全てのパケットを「監視済みパケット」に指定し、
指定済みの「スニファポート」に転送する

0 = 受信監視なし

R/W 0b

5 送信スニフ

1 = このポートで送信する全てのパケットを「監視済みパケット」に指定し、
指定済みの「スニファポート」に転送する

0 = 送信監視なし

R/W 0b

4:2 予約済み RO 0_00b
1 スニファポート

1 = このポートをスニファポートに指定し、監視済みパケットを送信する

0 = スニファポートではない ( 通常動作 )

R/W 0b

0 予約済み RO 0b

アドレス : 0xN801
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 最優先

1 = 最優先を選択する

0 = 最優先を選択しない

R/W 0b

6 優先度の OR 演算

1 = 全ての有効な優先度を OR 演算する

0 = 全ての有効な優先度を OR 演算しない

R/W 0b

5 予約済み RO 0b
4 MAC アドレス優先度分類

1 = ポートの Ingress パケットの MAC アドレス優先度分類を有効にする

0 = MAC アドレス分類を無効にする

R/W 0b
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5.2.7.3 ポート Ingress MAC 制御レジスタ 

3 VLAN 優先度分類

1 = ポートの Ingress パケットの VLAN 優先度分類を有効にする

0 = VLAN 分類を無効にする

R/W 0b

2 802.1p 優先度分類

1 = ポートの Ingress パケットの 802.1p 優先度分類を有効にする

0 = 802.1p 優先度分類を無効にする

R/W 0b

1 Diffserv 優先度分類

1 = ポートの Ingress パケットの Diffserv 優先度分類を有効にする

0 = Diffserv 優先度分類を無効にする

R/W 0b

0 ACL 優先度分類

1 = ポートの Ingress パケットの ACL 優先度分類を有効にする

0 = ACL 優先度分類を無効にする 

R/W 0b

アドレス : 0xN802
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 ユーザ優先度の上限

1 = パケットの「ユーザ優先度フィールド」がポート既定値タグレジスタの
「ユーザ優先度フィールド」を上回る場合、パケットのユーザ優先度フィー
ルドをポート既定値タグ 0 レジスタのポート既定値タグのユーザ優先度
フィールドと置き換える

0 = このポートのユーザ優先度フィールドを置き換えない

R/W 0b

6:5 予約済み RO 0b
4 タグなしパケットの破棄

ホストポートでは、このビットは 0 のままにする必要があります。

1 = このポートの IEEE 802.1Q タグを持たない全ての Ingress パケットを破棄
する

0 = 破棄しない

R/W 0b

3 タグ付きパケットの破棄

1 = このポートの IEEE 802.1Q タグを持つ全ての Ingress パケットを破棄する

0 = 破棄しない 

R/W 0b

2:0 ポート既定値優先度分類

Diffserv 分類、802.1p 分類、VLAN 分類が無効の場合、または分類に失敗
する場合、このポートの Ingress パケットをここで指定する優先度で分類
します。取り得る値は 0 ～ 7 です。

R/W 000b

ビット 説明 タイプ 既定値
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5.2.7.4 ポート認証制御レジスタ 

5.2.7.5 ポートポインタ レジスタ 

アドレス : 0xN803
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:3 予約済み RO 0000_0b
2 アクセス制御リスト (ACL) イネーブル

1 = この機能を有効にする

0 = この機能を無効にする

R/O 0b

1:0 認証モード

00 = 転送モード : 認証を無効にする (ACL が有効な場合、ACL ルールを
持たない全てのトラフィックを転送します。それ以外の場合、ACL 動作を
適用します。)
01 = ブロックモード : 認証を有効にする (ACL が有効な場合、ACL ルール
を持たない全てのトラフィックをブロックします。それ以外の場合、ACL
動作を適用します。) 
10 = トラップモード : 認証を有効にする ( 全てのトラフィックをホスト
ポートに転送します。ACL が有効な場合、ACL ルールを持たない全ての
トラフィックをブロックします。それ以外の場合、ACL 動作を適用します。)
11 = 予約済み

R/W 00b

アドレス : 0xN804 ～ 0xN807
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:19 予約済み RO 0x0000

18:16 ポート インデックス
7 つのポートの間接割り当て位置を指定するのに使います。 

R/W 000b

15:2 予約済み RO 0x0000

1:0 キューポインタ
 4 つのキューの間接割り当て位置を指定するのに使います。

R/W 00b
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5.2.7.6 キューに対するポート優先度マッピング レジスタ 

アドレス : 0xN808 ～ 0xN80B
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:28 再生成した優先度 7 の優先度 ( キュー ) 値です。 
上位 2 ビットは予約済みです。

R/W xx11b

27:24 再生成した優先度 6 の優先度 ( キュー ) 値です。 
上位 2 ビットは予約済みです。

R/W xx11b

23:20 再生成した優先度 5 の優先度 ( キュー ) 値です。 
上位 2 ビットは予約済みです。

R/W xx10b

19:16 再生成した優先度 4 の優先度 ( キュー ) 値です。 
上位 2 ビットは予約済みです。

R/W xx10b

15:12 再生成した優先度 3 の優先度 ( キュー ) 値です。 
上位 2 ビットは予約済みです。

R/W xx01b

11:8 再生成した優先度 2 の優先度 ( キュー ) 値です。 
上位 2 ビットは予約済みです。

R/W xx01b

7:4 再生成した優先度 1 の優先度 ( キュー ) 値です。 
上位 2 ビットは予約済みです。

R/W xx00b

3:0 再生成した優先度 0 の優先度 ( キュー ) 値です。 
上位 2 ビットは予約済みです。

R/W xx00b
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5.2.7.7 ポートポリシング制御レジスタ 

アドレス : 0xN80C ～ 0xN80F
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:12 予約済み RO 0x00000

11 ドロップされた色
1 = 色パケット PMON は、その色のドロップされたパケットを保持する
0 = 色パケット PMON は、その色の全てのパケットを保持する

R/W 0b

10 全てをドロップ
1 = PM WRED で最大しきい値を上回っている限り、全てのパケットを
ドロップする
0 = WRED_PM_PROB_MULTIPLIER に基づいてパケットをドロップする

R/W 0b

9:8 パケットタイプ
ポート インデックスで指定したポートのキューポインタからの接続のために
読み出す PMON パケットタイプです。
11 = WRED_PMON は、読み出し中の赤パケット数を保持する
10 = WRED_PMON は、読み出し中の黄パケット数を保持する
01 = WRED_PMON は、読み出し中の緑パケット数を保持する
00 = WRED_PMON は、読み出し中にドロップされたパケット数を保持する

R/W 00b

7 ポートベースのポリシング
1 = ポリシングをポートおよびキューごとに行う
0 = ポリシングをキューごとのみで行う 
( ポート インデックス = 0 は、各キューに対して集合 CIR、PIR を設定する
のに使います。)

R/W 0b

6:5 NONDSCP_COLOR
 色認識のための非 IP フレームの色です。

R/W 01b

4 色マーカ イネーブル
1 = DSCP 色マーカを有効にする
0 = DSCP 色マーカを無効にする

R/W 0b

3 色再マッピング イネーブル
1 = DSCP 色再マッピングを有効にし、色認識する
0 = DSCP 色再マッピングを無効にし、DSCP 色を使う

R/W 0b

2 SRP のドロップ
1 = WRED が有効な間、SRP パケットのドロップを許可する
0 = WRED が有効でも、SRP パケットのドロップを許可しない

R/W 0b

1 ポリシングモード
ポリシングが有効な場合、このビットはそのキューにポリシングモードを設定
します。
1 = 色を認識しない
0 = Color-Aware モード

R/W 0b

0 ポリシング イネーブル
1 = ポリシングと WRED を有効にする
0 = ポリシングと WRED を無効にする

R/W 0b
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5.2.7.8 ポートポリシング キューレート レジスタ 

5.2.7.9 ポートポリシング キュー バーストサイズ レジスタ 

5.2.7.10 ポート WRED パケットメモリ制御レジスタ 0

アドレス : 0xN820 ～ 0xN823
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:16 保証情報レート
ポート インデックスで指定したポートのキューポインタからの接続のための
保証情報レートを指定します。 

R/W 0x1000

15:0 ピーク情報レート
ポート インデックスで指定したポートのキューポインタからの接続のための
キューのピーク情報レートを指定します。

R/W 0x2000

アドレス : 0xN824 ～ 0xN827
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:16 認定バーストサイズ
ポート インデックスで指定したポートのキューポインタからの接続でサポート
されるキューの認定バーストサイズをバイト単位で指定します。 

R/W 0x1000

15:0 ピーク情報レート
ポート インデックスで指定したポートのキューポインタからの接続でサポート
されるキューのピーク バーストサイズをバイト単位で指定します。

R/W 0x3000

アドレス : 0xN830 ～ 0xN833
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:27 予約済み RO 00000b

26:16 WRED パケットメモリ最大しきい値 R/W 0x400

15:11 予約済み RO 00000b

10:0 WRED パケットメモリ最小しきい値 R/W 0x080
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5.2.7.11 ポート WRED パケットメモリ制御レジスタ 1

5.2.7.12 ポート WRED キュー制御レジスタ 0

5.2.7.13 ポート WRED キュー制御レジスタ 1

アドレス : 0xN834 ～ 0xN837
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:27 予約済み RO 00000b

26:16 WRED パケットメモリ確率乗数 R/W 0x020

15:11 予約済み RO 00000b

10:0 WRED パケットメモリ平均キューサイズ R -

アドレス : 0xN840 ～ 0xN843
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:27 予約済み RO 00000b

26:16 WRED 最大キューしきい値
ポート インデックスで指定したポートのキューポインタからの接続のための
WRED 最大しきい値です。 

R/W 0x080

15:11 予約済み RO 00000b

10:0 WRED 最小キューしきい値
ポート インデックスで指定したポートのキューポインタからの接続のための
WRED 最小しきい値です。 

R/W 0x009

アドレス : 0xN844 ～ 0xN847
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:27 予約済み RO 00000b

26:16 WRED キュー確率乗数
ポート インデックスで指定したポートのキューポインタからの接続のための
確率乗数です。 

R/W 0x010

15:11 予約済み RO 00000b

10:0 WRED パケットメモリ平均キューサイズ
ポート インデックスで指定したポートのキューポインタからの接続のための
平均キューサイズです。

R -
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5.2.7.14 ポート WRED キュー性能監視制御レジスタ

アドレス : 0xN848 ～ 0xN84B
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 ランダムドロップ イネーブル
1 = ランダムドロップを有効にする
0 = ランダムドロップを無効にする

R/W 0b

30 PMON フラッシュ
1 =PMON カウンタをフラッシュする (Low から High へのエッジトリガによる
クリアです。)
0 = アクティビティなし

R/W 0x010

29 GYR ドロップ無効化
1 = 緑 / 黄 / 赤のドロップを無効にする
0 = 緑 / 黄 / 赤のドロップを有効にする

R/W 0b

28 YR ドロップ無効化
1 = 黄 / 赤のドロップを無効にする
0 = 黄 / 赤のドロップを有効にする

R/W 0b

27 R ドロップ無効化
1 = 赤のドロップを無効にする
0 = 赤のドロップを有効にする

R/W 0b

26 全てをドロップ
1 = 最大しきい値を上回っている限り、全てのパケットをドロップする
0 = WRED キュー確率乗数に基づきドロップする

R/W 0b

25:24 予約済み RO 00b

23:0 パケットイベント カウンタ
ポート インデックスで指定したポートのキューポインタからの接続のための
パケットイベント カウンタです。

R 0x00000
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5.2.8 ポート N: ポートスイッチ Egress 制御レジスタ (0xN900 ～ 0xN9FF)

5.2.8.1 ポート送信キュー インデックス レジスタ 

このレジスタは、後続の複数のレジスタにアクセスする際に使うインデックス値を保持します。このレジスタは、
アドレス 0xN903 のビット [7:0] で 8 ビットレジスタとしてアクセスできます。

5.2.8.2 ポート送信キュー PVID レジスタ 

このレジスタは、アドレス 0xN903 のビット [7:0] で 8 ビットレジスタとしてアクセスできます。

アドレス : 0xN900 ～ 0xN903
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:2 予約済み RO 0x00000000

1:0 キュー インデックス
 次のキューのコンフィグレーション レジスタのキュー番号を示します。

R/W 00

アドレス : 0xN904 ～ 0x907
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:1 予約済み RO 0x00000000
0 ポート VID の置き換え

1 = ゼロ以外の VLAN ID を持つ Egress パケットの場合、その VID を、
ポート既定値タグ 0 レジスタとポート既定値タグ 1 レジスタのポートの
既定値 VID と置き換える ( 二重タギングが有効な場合、ISP タグの ID を置き
換えます。)
0 = VID を置き換えない

R/W 0b
 2018 Microchip Technology Inc. DS00002330B_JP - p.147



KSZ9897R

5.2.8.3 ポート送信キュー制御 0 レジスタ 

このレジスタは索引付けされます。設定はキューおよびポートごとに適用します。このレジスタにアクセスする前に
ポート送信キュー インデックス レジスタのターゲットキュー番号を指定します。 

5.2.8.4 ポート送信キュー制御 1 レジスタ 

このレジスタは索引付けされます。設定は、キューおよびポートごとに適用します。このレジスタにアクセスする前
にポート送信キュー インデックス レジスタのターゲットキュー番号を指定します。 

アドレス : 0xN914
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:6 スケジューラ モード
 2 つまたは 4 つの送信キューを有効にする場合、Egress のスケジューリング
方法を設定します。
00 = 絶対優先 ( キュー 3 の全てのパケットは、それより小さい番号のキューの
パケットの前に送信します。キュー 2 の全てのパケットは、それより小さい
番号のキューのパケットの前に送信します ( 以下同様 )。)
10 = 重み付きラウンドロビン (WRR)( キューで索引付けされたポート送信
キュー制御 1 レジスタの重み付けの値に従って、次のキューを処理する前に、
制限された数のパケットをキューから送信します。全てのキューを順番に処理
します。)
01、11 = 予約済み

R/W 10b

5:0 予約済み RO 000000b

アドレス : 0xN915
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 予約済み RO 0b

6:0 WRR スケジューリングのキューの重み
重み付きラウンドロビン (WRR) スケジューリングの間、この値は、次の
キューを処理する前に特定のキューから送信できるパケット数を指定します。
ポートを 1 つの Egress キューに設定している場合、これらの値は関係あり
ません。どのキューにも 0 を割り当ててはいけません。
例えば 4 キュー構成の場合、各キューの重みの値は 8 ( キュー 3)、4 ( キュー 2)、
2 ( キュー 1)、1 ( キュー 0) です。 

R/W 0000001
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5.2.9 ポート N: ポートスイッチ キュー管理制御レジスタ (0xNA00 ～ 0xNAFF)

5.2.9.1 ポート制御 0 レジスタ 

5.2.9.2 ポート制御 1 レジスタ 

アドレス : 0xNA00 ～ 0xNA03
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

32:2 予約済み RO 0x0000000

1:0 ドロップモード

00 = ドロップしない。宛先が混雑すると、このポートにフロー制御を発行する

01 = 宛先が混雑すると、このポートから送信した優先度 0 のパケットを
ドロップし、このポートへのフロー制御を無効にする

10 = 宛先が混雑すると、このポートから送信した優先度 0、1 のパケットを
ドロップし、このポートへのフロー制御を無効にする

11 = 宛先が混雑すると、このポートから送信した優先度 0、1、2 のパケット
をドロップし、このポートへのフロー制御を無効にする

R/W 00b

アドレス : 0xNA04 ～ 0xNA07
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:7 予約済み RO 0x0000000
6:0 ポート VLAN メンバーシップ

各ビットは 1 つのデバイスポートに対応します。この機能は VLAN タグも
VLAN テーブルも利用せず、タグベースの VLAN 機能とは無関係です。
キュー管理制御 0 レジスタのビット 1 も参照してください。

ビット 0 はポート 1 です。

ビット 1 はポート 2、以下同様です。

1 = 対応するポートにフレームを転送する

0 = 対応するポートにフレームを転送しない

R/W 0x7F
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5.2.10 ポート N: ポートスイッチ アドレス ルックアップ制御レジスタ (0xNB00 ～ 0xNBFF)

5.2.10.1 ポート制御 2 レジスタ 

アドレス : 0xNB00
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7 NULL VID ルックアップ イネーブル

VID = 0 のタグ付きパケットの処理方法です。

1 = 標準以外の動作。VID = 0 を使った VLAN テーブル ルックアップ

0 = 標準の動作。1 = ポートの既定値 VID( ポート既定値タグ 0 レジスタと
ポート既定値タグ 1 レジスタ ) を使った VLAN テーブル ルックアップ

R/W 0b

6 Ingress VLAN フィルタリング

1 = VLAN テーブルの VID ポート メンバーシップが Ingress ポートを含まな
いパケットを破棄する

0 = Ingress のフィルタリングはしない

R/W 0b

5 PVID 不一致パケットの破棄

1 = VID が Ingress ポートの既定値 VID と一致しないパケットを破棄する

0 = VID を、ポートの既定値 VID と比較しない

R/W 0b

4 MAC ベース 802.1X イネーブル

1 = ルックアップ エンジンでの MAC ベース 802.1X 認証を有効にする

0 = ACL( 有効な場合 ) のみを使って MAC ベース認証を実行する

R/W 0b

3 自己アドレス フィルタリング – ポートイネーブル

受信パケットの送信元アドレスをスイッチ MAC アドレス 0 レジスタ～ス
イッチ MAC アドレス 5 レジスタの MAC アドレスと比較し、一致があると
そのパケットをドロップします。

自己アドレス フィルタリングを有効にするには、ポート イネーブルビット
とグローバル イネーブルビット ( スイッチ ルックアップ エンジン制御 1 レ
ジスタ ) の両方をセットする必要があります。

1 = このポートの自己アドレス フィルタリングを有効にする

0 = このポートの自己アドレス フィルタリングを無効にする

R/W 0b

2 予約済み RO 0b
1 予約済み R/W 0b
0 予約済み RO 0b
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5.2.10.2 ポート MSTP ポインタレジスタ 

5.2.10.3 ポート MSTP ステートレジスタ 

8 つの MSTP が存在するため、このレジスタを読み書きする際、ポート MSTP ポインタレジスタの MSTP ポインタ

を索引として使って特定の MSTP を選択します。

アドレス : 0xNB01
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:3 予約済み R/W 0000_0b
2:0 MSTP ポインタ

8 つの MSTP のいずれかを指定します。このポインタは、ポート MSTP
ステートレジスタを読み書きする際の索引として使います。 

R/W 000b

アドレス : 0xNB04
ポート N: 1 ～ 7

サイズ : 8 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

7:3 予約済み RO 0000_0b
2 ポート送信イネーブル

1 = このポートでのパケット送信を有効にする

0 = このポートでのパケット送信を無効にする

R/W 1b

1 ポート受信イネーブル

1 = このポートでのパケット受信を有効にする

0 = このポートでのパケット受信を無効にする

R/W 1b

0 ポート学習ディセーブル

1 = このポートでのスイッチアドレス学習を無効にする

0 = このポートでのスイッチアドレス学習を有効にする

R/W 0b
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5.3 各種のテーブルと MIB カウンタ ( アクセス )
間接アドレスとデータレジスタを使って、以下の各種のテーブルとカウンタにアクセスします。

• アドレス ルックアップ (ALU) テーブル

• 静的アドレステーブル

• 予約済みマルチキャスト アドレステーブル

• VLAN テーブル

• アクセス制御リスト (ACL) テーブル

• MIB (Management Information Base) カウンタ

5.3.1 アドレス ルックアップ (ALU) テーブル

アドレス ルックアップ テーブルは、MACアドレス検索に使う 3 つのテーブルのうちの最大のものです。このテーブルは、

MAC アドレスの動的エントリと静的エントリの両方をサポートしています。宛先アドレス (DA) 検索に対応して、

全てのテーブルを検索し、転送するパケットを決定します。送信元アドレス (SA) 検索に対応して、この ALU テーブル

のみを検索し、動的エントリのエージング、マイグレーション、学習を実行します。

静的アドレスエントリを静的アドレステーブルに書き込む事を推奨します。静的アドレステーブルがフルになると、
追加の静的アドレスエントリが ALU テーブルに書き込まれます。静的エントリはエージング処理されません。

この ALU テーブルと静的アドレステーブルのどちらの静的 DA 検索の結果も、動的 DA 検索の結果に優先します。

この ALU テーブルは、1K バケットを備えた合計 4K エントリの 4 way アソシエティブ メモリです。通常動作では、

MAC アドレス ( と任意で FID) はハッシュ値に変換され、10 ビット索引が生成されます。この 10 ビット索引は最大

4 エントリのバケットを指定します。しかし、各バケット内のエントリを個別にアドレス指定する事はできません。

バケットが格納する有効なエントリが 3 つ以下の場合、新規エントリがバケットに追加されます。4 つの有効なエントリ

でバケットがフルになると、新規エントリは、最後に使われてから最も長い時間使われていない動的エントリを上書
きします。

バケットが 2 つまたは 3 つの静的エントリを格納している場合、そのバケットに静的エントリを追加すると、フル直前

割り込みが生成されます ( アドレス ルックアップ テーブル割り込みレジスタ、グローバル割り込みステータス レジ

スタ参照 )。割り込みが生成されると、アドレス ルックアップ テーブルエントリ インデックス 0 レジスタのビット

[11:0] を読み出すために、新規静的エントリの 12 ビットの絶対アドレスが使えるようになります。

4 つの静的エントリでバケットがフルになると、追加の静的エントリを書き込もうとしても失敗し、書き込み失敗割り

込みが生成されます。割り込みが生成されると、アドレス ルックアップ テーブルエントリ インデックス 0 レジスタ

のビット [9:0] を読み出すために、フルバケットの 10 ビットの索引が使えるようになります。

バケットに 4 つの静的エントリが格納されても、動的エントリは学習されません。その場合、学習失敗割り込みが生成

されます。割り込みが生成されると、アドレス ルックアップ テーブルエントリ インデックス 1 レジスタのビット [9:0]
を読み出すために、フルバケットの 10 ビットの索引が使えるようになります。

このテーブルには、ALU テーブルレジスタを使って間接的にアクセスします。

• ALU テーブル インデックス 0 レジスタ

• ALU テーブル インデックス 1 レジスタ

• ALU テーブルアクセス制御レジスタ

• ALU テーブルエントリ 1 レジスタ

• ALU テーブルエントリ 2 レジスタ

• ALU テーブルエントリ 3 レジスタ

• ALU テーブルエントリ 4 レジスタ

全ての静的および動的エントリが読み出し可能ですが、書き込みは静的エントリのみ可能です。テーブルエントリの
大部分はハードウェア アドレス学習によって自動的に生成され、かつそのテーブルは 4 way アソシエティブであるため、

メモリアクセスの方法には以下の 3 種類があります。

1. MAC アドレスによる検索 : Ingress パケットの転送検索に使うものと同じハッシュタグ検索回路を使います。この
ハッシュタグ アルゴリズムは、スイッチ ルックアップ エンジン制御0レジスタのハッシュ方法 (HASH_OPTION)
ビットで指定します。これは通常、静的エントリを書き込む方法です ( 読み書き )。

2. 直接アドレス指定 ( 読み書き )
3. シーケンシャル検索 : 全ての有効なエントリを返します ( 読み出しのみ )。
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5.3.1.1 アドレス ルックアップ テーブルの読み出し動作

1. ALU テーブル インデックス 0 レジスタと ALU テーブル インデックス 1 レジスタに索引を書き込む。

a) MAC アドレスをハッシュ索引化機能に使います。これは、このテーブルの通常のアクセス機構です。

b) VLAN が有効な場合、FID も必要です。

c) テーブルを直接アドレス指定する場合、MAC アドレス フィールドのビット [11:0] に 12 ビットの索引が書き
込まれます。

2. ALU テーブルアクセス制御レジスタに書き込む。

a) ACTION フィールドを 10 に設定して読み出し動作を指示します。

b) DIRECT ビットでアドレス指定方法を選択します。

c) START_FINISH ビットをセットして動作を開始します。

3. ALU テーブルアクセス制御レジスタの読み出し / ポーリングを行う。

a) START_FINISH ビットが 0 に遷移して動作が完了した事を示します。

b) START_FINISH が 0 になると、VALID ビットは有効なエントリが見つかったかどうかを示します。VALID
ビットが「0」の場合、ステップ 4 に進む必要はありません。

c) VALID_ENTRY_OR_SEARCH_END ビットは、START_FINISH ビットと VALID ビットの集合体です。複数
のビットのポーリングが実用的でない場合、インバンド管理 (IBA) でレジスタにアクセスする際に使う事を
目的としたものです。

4. ALU テーブルエントリ 1 レジスタ、ALU テーブルエントリ 2 レジスタ、ALU テーブルエントリ 3 レジスタ、ALU
テーブルエントリ 4 レジスタから戻ったテーブルエントリの内容を読み出す ( 有効なエントリが戻らない場合、
これらのレジスタはオール 0 になります )。

図 5-3: アドレス ルックアップ テーブルの設定
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5.3.1.2 アドレス ルックアップ テーブルの検索動作

アドレス ルックアップ テーブルにアクセスする 2 番目の方法は、検索動作によるものです。テーブル全体を順次検索し、

有効なエントリを全て明らかにします。無効アドレスエントリをスキップする事でテーブル全体を効率的に検索でき
ます。ALU テーブルアクセス制御レジスタの START_FINISH ビットをセットするとテーブルの先頭から検索が始ま

ります。このビットは、検索が完了するとクリアされます。検索が始まると ALU テーブルアクセス制御レジスタの

VALID ビットはクリアされます。VALID ビットは、見つかった有効エントリが ALU テーブル エントリレジスタ (0x0420 ～

0x042F) 内で利用できるかどうかを示します。最後の ALU テーブル エントリレジスタ (ALU テーブルエントリ 4 レジ

スタ ) を読み出した後、自動的にアドレステーブル内の次の有効エントリの検索を続行します。テーブル内の全ての

有効エントリが戻るまで、START_FINISH ビットはセットされたままです。この検索は ALU テーブルアクセス制御

レジスタの START_FINISH ビットを 0 に設定する事でいつでも停止できます。

1. ALU テーブルアクセス制御レジスタに書き込む。

a) ACTION フィールドを 11 に設定して検索動作を指示します。

b) START_FINISH ビットをセットして動作を開始します。

2. VALID ビットがセットされるまでポーリングします。

a) SPI でも I2C でもなくインバンド管理 (IBA) でレジスタにアクセスする場合、代わりに
VALID_ENTRY_OR_SEARCH_END をポーリングします。このビットは High に遷移する事で、新規有効
エントリの戻りまたは検索の完了を示します。

3. ALU テーブルエントリ 1 レジスタ、ALU テーブルエントリ 2 レジスタ、ALU テーブルエントリ 3 レジスタ、ALU
テーブルエントリ 4 レジスタから、この順序でエントリを読み出す。 
a) 検索が終了し、読み出す有効エントリが他にない場合、これらのレジスタはオール 0 を戻します。その場合、

ステップ 5 に進みます。

4. START_FINISH = 0 の場合、ステップ 5 に進む。それ以外の場合、ステップ 2 に進む。

5. VALID_COUNT を読み出し、有効エントリ数を確認する。

5.3.1.3 アドレス ルックアップ テーブルの書き込み動作

1. 読み出し動作を実行し、現在のエントリの内容を取得する ( その値は ALU テーブルエントリ 1 レジスタ、ALU
テーブルエントリ 2 レジスタ、ALU テーブルエントリ 3 レジスタ、ALU テーブルエントリ 4 レジスタに保存さ
れます )。 

2. 必要に応じて現在のエントリを変更する。エントリがエージング処理されないように STATIC ビットをセットする。

3. ALU テーブルアクセス制御レジスタに書き込む。

a) ACTION フィールドを 01 に設定して書き込み動作を指示します。

b) DIRECT ビットでアドレス指定方法を選択します。

c) START_FINISH ビットをセットして動作を開始します。
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5.3.1.4 ALU テーブルエントリ 1 レジスタ

5.3.1.5 ALU テーブルエントリ 2 レジスタ

アドレス : 0x0420 ～ 0x0423 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 静的 (STATIC)
1 = エントリは静的であり、ホストプロセッサによって更新される。エー
ジング処理されない

0 = エントリは動的に学習され、エージング処理される

R/W 0b

30 SRC フィルタ

1 = 送信元アドレス学習中に送信元アドレスが一致すると、パケットを
ドロップする

0 = 送信元アドレスが一致してもドロップしない

R/W 0b

29 DES フィルタ

1 = 検索中に宛先アドレスが一致すると、パケットをドロップする

0 = 宛先が一致してもドロップしない

R/W 0b

28:26 優先度 (PRIORITY) ( 静的エントリ用 )
エージング カウント (AGE COUNT) ( 動的エントリ用 )
>0 = 前回のエージング プロセス以来、エントリはアクセスまたは学習された

( エントリが学習またはアクセスされるたびに既定値がリロードされます。
エージング プロセスの間、この値はデクリメントされます。)

0 = 前回のエージング プロセス以来、エントリはアクセスも学習もされて
いない ( エントリが静的でない場合、そのエントリは無効です。)

R/W 0_00b

25:3 予約済み RO 0x000000
2:0 MSTP

一致のための MSTP (Multiple Spanning Tree Protocol) グループ ID です。

R/W 000b

アドレス : 0x0424 ～ 0x0427 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 オーバーライド (OVERRIDE)
1 = ポートステートのオーバーライドを有効にする

0 = 有効にしない

R/W 0b

30:7 予約済み RO 0x000000
6:0 ポート転送 (PORT FORWARD)

各ビットは 1 つのデバイスポートに対応します。

ビット 0 はポート 1 です。

ビット 1 はポート 2、以下同様です。

1 = 対応するポートに転送する

0 = 対応するポートに転送しない

R/W 0x00
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5.3.1.6 ALU テーブルエントリ 3 レジスタ

5.3.1.7 ALU テーブルエントリ 4 レジスタ

5.3.2 静的アドレステーブル

静的アドレステーブルは、MAC アドレス検索に使う 3 つのテーブルのうちの 1 つです。このテーブルは最大 16 の静的

アドレスエントリを格納できます。それにより、主に動的エントリのために使われるアドレス ルックアップ テーブルに

書き込む静的エントリ数を最小化します。宛先アドレス (DA)検索に対応して、全てのテーブルを検索して転送するパケット

を決定します。このテーブル内のエントリはホストプロセッサによって書き込まれ、エージング処理されません。 

このテーブルとアドレス ルックアップ テーブルのどちらの静的DA検索の結果も、動的DA検索の結果に優先します。

静的アドレステーブルは 16 のエントリを格納しており、間接的にアクセスされます。静的アドレスおよび予約済み

マルチキャスト テーブル制御レジスタは索引付けと読み出し / 書き込み制御に使います。以下のレジスタはデータ

フィールドに使います。

• 静的アドレステーブル エントリ 1 レジスタ

• 静的アドレステーブル エントリ 2 レジスタ

• 静的アドレステーブル エントリ 3 レジスタ

• 静的アドレステーブル エントリ 4 レジスタ

5.3.2.1 静的アドレステーブルの書き込み動作

1. テーブルエントリの内容を静的アドレステーブル エントリ 1 レジスタ、静的アドレステーブル エントリ 2 レジ
スタ、静的アドレステーブル エントリ 3 レジスタ、静的アドレステーブル エントリ 4 レジスタに書き込む。

2. 静的アドレスおよび予約済みマルチキャスト テーブル制御レジスタに書き込む。

a) 4 ビットのインデックス値で TABLE_INDEX フィールドを書き込みます。

b) TABLE_SELECT ビットを 0 に設定して静的アドレステーブルを選択します。

c) ACTION ビットを 0 にクリアして書き込み動作を指示します。

d) START_FINISH ビットを 1 にセットして動作を開始します。

3. 動作が完了すると START_FINISH ビットは自動的にクリアされる。

5.3.2.2 静的アドレステーブルの読み出し動作

1. 静的アドレスおよび予約済みマルチキャスト テーブル制御レジスタに書き込む。

a) 4 ビットのインデックス値で TABLE_INDEX フィールドを書き込みます。

b) TABLE_SELECT ビットを 0 にクリアして静的アドレステーブルを選択します。

c) ACTION ビットを 1 にセットして読み出し動作を指示します。

アドレス : 0x0428 ～ 0x042B サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:23 予約済み RO 0x000
22:16 フィルタ ID (FILTER ID)

一致のための VLAN グループ ID です。

R/W 000_0000

15:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [47:32] R/W 0x0000

アドレス : 0x042C ～ 0x042F サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [31:0] R/W 0x00000000
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d) START_FINISH ビットを 1 に設定して動作を開始します。

2. 動作が完了すると START_FINISH ビットは自動的にクリアされる。

a) 静的アドレステーブル エントリ 1 レジスタ、静的アドレステーブル エントリ 2 レジスタ、静的アドレステー
ブル エントリ 3 レジスタ、静的アドレステーブル エントリ 4 レジスタから索引付けされたエントリの内容
を読み出します。

5.3.2.3 静的アドレステーブル エントリ 1 レジスタ

5.3.2.4 静的アドレステーブル エントリ 2 レジスタ

アドレス : 0x0420 ～ 0x0423 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 有効 (VALID)
1 = エントリは有効である

0 = エントリは無効である

R/W 0b

30 SRC フィルタ

1 = 送信元アドレス学習中に送信元アドレスが一致すると、パケットを
ドロップする

0 = 送信元アドレスが一致してもドロップしない

R/W 0b

29 DES フィルタ

1 = 検索中に宛先アドレスが一致すると、パケットをドロップする

0 = 宛先が一致してもドロップしない

R/W 0b

28:26 優先度 (PRIORITY) R/W 0_00b
25:3 予約済み RO 0x000000
2:0 MSTP

一致のための MSTP (Multiple Spanning Tree Protocol) グループ ID です。

R/W 000b

アドレス : 0x0424 ～ 0x0427 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31 オーバーライド (OVERRIDE)
1 = ポートのステートのオーバーライドを有効にする

0 = 有効にしない

R/W 0b

30 FID 使用 (USE FID)
一致のためのマルチキャスト パケットに FID を使います。

R/W 0b

29:7 予約済み RO 0x000000
6:0 ポート転送 (PORT FORWARD)

各ビットは 1 つのデバイスポートに対応します。

ビット 0 はポート 1 です。

ビット 1 はポート 2、以下同様です。

1 = 対応するポートに転送する

0 = 対応するポートに転送しない

R/W 0x00
 2018 Microchip Technology Inc. DS00002330B_JP - p.157



KSZ9897R

5.3.2.5 静的アドレステーブル エントリ 3 レジスタ

5.3.2.6 静的アドレステーブル エントリ 4 レジスタ

5.3.3 予約済みマルチキャスト アドレステーブル

予約済みマルチキャスト アドレステーブルは、48 の特定のマルチキャスト アドレスに対する転送ポートを決定します。

このテーブルはマルチキャスト アドレスの下位 6 ビットでアドレス指定されます。このテーブルは転送するデバイス

ポートを示すビット (PORT FORWARD フィールド ) を格納しています。このテーブルは、表 4-6 の第 1 列のグループ

番号ではアドレス指定されません。48 のアドレスは 8 つの固定グループに分類されており、1 つのアドレスの転送

ポートを変更すると、同じグループのその他の全てのアドレスも同様に変更される事に注意する必要があります。

予約済みマルチキャスト テーブルは、静的アドレステーブルと同じ方法、同じ間接アクセスレジスタを使ってアクセス

します。静的アドレスおよび予約済みマルチキャスト テーブル制御レジスタは索引付けと読み出し / 書き込み制御に

使い、予約済みマルチキャスト アドレステーブル エントリ 2 レジスタはデータフィールドに使います。

5.3.3.1 予約済みマルチキャスト テーブルの書き込み動作

1. 予約済みマルチキャスト アドレステーブル エントリ 2 レジスタに PORT FORWARD 値を書き込む。

2. 静的アドレスおよび予約済みマルチキャスト テーブル制御レジスタに書き込む。

a) 6 ビットのインデックス値で TABLE_INDEX フィールドを書き込みます。

b) TABLE_SELECT ビットを 1 に設定して予約済みマルチキャスト テーブルを選択します。

c) ACTION ビットを 0 に設定して書き込み動作を指示します。

d) START_FINISH ビットを 1 に設定して動作を開始します。

3. 動作が完了すると START_FINISH ビットは自動的にクリアされる。

5.3.3.2 予約済みマルチキャスト テーブルの読み出し動作

1. 静的アドレスおよび予約済みマルチキャスト テーブル制御レジスタに書き込む。

a) 6 ビットのインデックス値で TABLE_INDEX フィールドを書き込みます。

b) TABLE_SELECT ビットを 1 に設定して予約済みマルチキャスト テーブルを選択します。

c) ACTION ビットを 1 に設定して読み出し動作を指示します。

d) START_FINISH ビットを 1 に設定して動作を開始します。

2. 動作が完了すると START_FINISH ビットは自動的にクリアされる。

a) 予約済みマルチキャスト アドレステーブル エントリ 2 レジスタから索引付けされたエントリの内容を読み
出します。

アドレス : 0x0428 ～ 0x042B サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:23 予約済み RO 0x000
22:16 フィルタ ID (FILTER ID)

一致のための VLAN グループ ID です。

R/W 000_0000b

15:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [47:32] R/W 0x0000

アドレス : 0x042C ～ 0x042F サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:0 MAC アドレス (MAC ADDRESS) [31:0] R/W 0x00000000
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5.3.3.3 予約済みマルチキャスト アドレステーブル エントリ 2 レジスタ

5.3.4 VLAN テーブル

内部 VLAN テーブルは VLAN 検索に使います。802.1Q VLAN モードが有効 ( スイッチ ルックアップ エンジン制御 0
レジスタ ) な場合、このテーブルを使って Ingress パケットに関連する VLAN 情報を取得します。このテーブルは 4096
のエントリ (VLAN ごとに 1 つ ) を保持します。802.1Q VLAN を有効にする前にこのテーブルを設定する必要があり

ます。VLAN テーブルは、以下の間接レジスタを使って一度に 1 つのエントリをアクセスします。

• VLAN テーブルエントリ 0 レジスタ

• VLAN テーブルエントリ 1 レジスタ

• VLAN テーブルエントリ 2 レジスタ

• VLAN テーブル インデックス レジスタ

• VLAN テーブルアクセス制御レジスタ

図 5-4 と表 5-4 に、このテーブルのデータフィールドを示します。 

アドレス : 0x0424 ～ 0x0427 サイズ : 32 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

31:30 予約済み R/W 00b
29:7 予約済み RO 0x000000
6:0 ポート転送 (PORT FORWARD)

各ビットは 1 つのデバイスポートに対応します。

ビット 0 はポート 1 です。

ビット 1 はポート 2、以下同様です。

1 = 対応するポートに転送する

0 = 対応するポートに転送しない

R/W 0x00

図 5-4: VLAN テーブルの構成

PORT FORWARD

FILTER ID

PORT UNTAG

MSTP INDEX

PRIORITY

FORWARD OPTION

VALID

Entry # 0

Entry # 4095

Entry # 4094

Entry # 1

Entry # 2

Entry # 3

Entry # 4
V    FO    PRIORITY    MSTP    FID    UNTAG    FORWARD
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表 5-4: VLAN テーブルのデータフィールド

5.3.4.1 VLAN テーブル書き込み動作

1. 図 5-4 と表 5-4 に示すように、データフィールドを設定するために VLAN テーブルエントリ 0 レジスタ、VLAN
テーブルエントリ 1 レジスタ、VLAN テーブルエントリ 2 レジスタに書き込む。

2. VLAN テーブル インデックス レジスタの VLAN インデックス値を書き込む (VLAN インデックス値は、テーブル
エントリを選択するための 12 ビットの索引 ( アドレス ) です。この値は、検索中にテーブルに索引付けする VID
と等価です )。

3. VLAN テーブルアクセス制御レジスタを設定して書き込み動作を指定し、「VLAN テーブル動作開始」( ビット 7)
をセットする。動作が完了するとビット 7 は自動的にクリアされる。

5.3.4.2 VLAN テーブル読み出し動作

1. VLANテーブル インデックス レジスタのVLANインデックス値を書き込み、4kテーブルエントリの1つを選択する。

2. VLAN テーブルアクセス制御レジスタを設定して読み出し動作を指定し、「VLAN テーブル動作開始」( ビット 7)
をセットする。動作が完了するとビット 7 は自動的にクリアされる。

3. VLAN テーブルエントリ 0 レジスタ、VLAN テーブルエントリ 1 レジスタ、VLAN テーブルエントリ 2 レジスタ
を読み出し、VLAN テーブルからの読み出し結果を取り出す。

5.3.5 アクセス制御リスト (ACL) テーブル

ACL フィルタリングは各ポートに個別に実装されています。ACL テーブルは、ポート N: ポートスイッチ ACL 制御レ

ジスタ (0xN600 ～ 0xN6FF) を使ってアクセスします。各 ACL テーブルの 16 のエントリは、インデックス レジスタ

で間接的にアドレス指定します。

表 5-5 に、ACL テーブルエントリの各種フィールドのデータレジスタへの割り当て方法を示します。ポート ACL バ

イトイネーブル MSB レジスタとポート ACL バイトイネーブル LSB レジスタを使うと、バイトの任意の組み合わせの

読み書きが可能です。これは一致ルール、動作ルール、プロセス フィールドを別々に書き込む場合に便利です。これら

のバイトイネーブル レジスタは 16 ビット長であり、16 のデータレジスタ ( ポート ACL アクセス 0 レジスタ～ポート

ACLアクセスFレジスタ)に対応しています。イネーブルビットは、以下のように逆の順序で適用される事に注意します。

ビット 0 はポート ACL アクセス F レジスタ

ビット 1 はポート ACL アクセス E レジスタ

…

ビット 14 はポート ACL アクセス 1 レジスタ

ビット 15 はポート ACL アクセス 0 レジスタ

また、ポート ACL アクセス C レジスタは未使用で、バイトイネーブルビット 3 はドントケアです。

フィールド サイズ ( ビット ) 説明

有効 (VALID) 1 1 の場合、テーブルエントリが有効である事を示します。

転送オプション
(FORWARD 
OPTION)

1 1 の場合、VLAN ポートテーブル (PORT FORWARD フィールド ) に
転送します。 
0 の場合、詳細は表 4-8、「VLAN 転送」を参照してください。

優先度 (PRIORITY) 3 この VID の優先度値です。

MSTP インデックス
(MSTP INDEX)

3 MSTP (Multiple Spanning Tree Protocol) の索引です。

フィルタ ID 
(FILTER ID)

7 フィルタ ID 値です。この値を宛先アドレスと組み合わせてハッシュ
値に変換し、アドレス ルックアップ テーブルに索引付けします。

ポートアンタグ
(PORT UNTAG)

7 
(1 ビット / ポート )

1 の場合、その Egress ポートでタグを外します。 
0 の場合、タグを外しません。

ポート転送 (PORT 
FORWARD)

7
(1 ビット / ポート )

VLAN のポート メンバーシップ リストです。ポート 1 に対応する LSB
をはじめとして、各ポートに 1 ビットが割り当てられています。 
ビット値が 1 の場合、対応するポートが、その VID のポート メン
バーシップ リストに含まれている事を示します。 
0 の場合、そのポートは含まれていません。
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5.3.5.1 ACL テーブルの読み出し

1. ACLインデックス フィールドのテーブルエントリ番号 (0～15)をポートACLアクセス制御 0レジスタに書き込み、
「書き込み / 読み出し」( ビット 4) を 0 にクリアする ( ビット 4 に 1 を書き込むと読み出し動作を開始します )。

2. ポート ACL アクセス制御 0 レジスタの「読み出しステータス」ビットをポーリングし、読み出し動作が完了した
かどうかを調べる。

3. 動作が完了すると、ポート ACL アクセス 0 レジスタ～ポート ACL アクセス F レジスタからデータを取得できる。 

表 5-5: ACL フィールド レジスタの割り当て

レジスタ ビット

MD = 01
ENB = 00

カウントモード

MD = 01
ENB ≠ 00

MD = 10 MD = 11

0xN600 7:4 予約済み

3:0 プロセス フィールド : FRN[3:0]
0xN601 7:6 予約済み

5:4 MD[1:0]
3:2 ENB[1:0]
1 S/D
0 EQ

0xN602 7:0 MAC ADDRESS[47:0] IP ADDRESS[31:0] MAX PORT[15:0]
0xN603 7:0
0xN604 7:0 MIN PORT[15:0]
0xN605 7:0
0xN606 7:3 IP MASK[31:0] 予約済み

2:1 PC[1:0]
0 PRO[7:0]

0xN607 7:1
0 FME

0xN608 7:0 TYPE[15:0] FMSK[7:0]
0xN609 7:0 FLAG[7:0]
0xN60A 7:6 COUNT[10:3] 動作 (ACTION) ルール : PM[1:0]

5:3 動作 (ACTION) ルール : P[2:0]
2 動作 (ACTION) ルール : RPE

1:0 動作 (ACTION) ルール : RP[2:1]
0xN60B 7 COUNT[2:0] 動作 (ACTION) フィールド : RP[0]

6:5 動作 (ACTION) フィールド : MM[1:0]
4:0 予約済み

0xN60C 7:0 予約済み

0xN60D 7 予約済み

6 TU 動作 (ACTION) フィールド : FORWARD[6:0]
5 CA

4:0 予約済み

0xN60E 7:0 プロセス フィールド : RuleSet[15:8]
0xN60F 7:0 プロセス フィールド : RuleSet[7:0]
 2018 Microchip Technology Inc. DS00002330B_JP - p.161



KSZ9897R

5.3.5.2 ACL テーブルの書き込み

1. ポート ACL アクセス 0 レジスタ～ポート ACL アクセス F レジスタに ACL テーブルエントリ値を書き込む。

2. ポート ACL バイトイネーブル MSB レジスタとポート ACL バイトイネーブル LSB レジスタに書き込み、ACL
テーブルに書き込むレジスタ ( ポート ACL アクセス 0 レジスタ～ポート ACL アクセス F レジスタ ) を選択する。

3. ACL インデックス フィールドのテーブルエントリ番号をポート ACL アクセス制御 0 レジスタに書き込み、「書き
込み / 読み出し」( ビット 4) を 1 にセットする ( ビット 4 に 1 を書き込むと書き込み動作を開始します )。

4. ポート ACL アクセス制御 0 レジスタの「書き込みステータス」ビットをポーリングし、動作が完了したかどうか
を調べる。

5.3.6 MIB (Management Information Base) カウンタ

各ポートは 36 の MIB カウンタを備えています。これらのカウンタは、ネットワーク管理のため、Ingress および

Egress トラフィックとイベントに関する各種統計を集めます。これらには、ポート MIB 制御およびステータス レジ

スタとポート MIB データレジスタを使って間接的にアクセスします。スイッチ MIB 制御レジスタは、MIB カウンタ

のグローバル フラッシュ / フリーズ制御を備えています。

表 5-6: MIB カウンタ

MIB イン
デックス

MIB カウンタ
サイズ 

( ビット ) 説明

0x00 RxHiPriorityByte 30 RX 高優先度オクテット カウント ( 不良パケットを含む )
0x01 RxUndersizePkt 30 RX アンダーサイズ パケット (CRC は有効 )
0x02 RxFragments 30 RX フラグメント パケット (CRC が無効、シンボルエラーまたは

アラインメント エラー )
0x03 RxOversize 30 RX オーバーサイズ パケット (CRC は有効、1536 または 1522 バイト

を超えるパケット )
0x04 RxJabbers 30 CRC エラー、アラインメント エラー、シンボルエラーのいずれか

を含む 1522 バイトより長い RX パケット ( 上限は最大パケット
サイズの設定によって異なる )、または 1916 バイトより長いの RX
パケット

0x05 RxSymbolError 30 プリアンブルとパケットサイズは正しいが無効なデータシンボルを
含む RX パケット

0x06 RxCRCerror 30 サイズが 64 ～ 1522 バイトの、バイト数が整数である CRC が無効
な RX パケット 
( 上限は最大パケットサイズの設定によって異なる )

0x07 RxAlighmentError 30 サイズが 64 ～ 1522 バイトの、バイト数が整数でない CRC が無効
な RX パケット 
( 上限は最大パケットサイズの設定によって異なる )

0x08 RxControl8808Pkts 30 EtherType フィールドの値で 0x8808 を受信した MAC 制御フレーム

0x09 RxPausePkts 30 受信した PAUSE フレーム (PAUSE は EtherType (0x8808)、DA 制御
オペコード (0x0001)、データ長 ( 最小 64 バイト )、有効な CRC に
よって定義される )

0x0A RxBroadcast 30 有効な RX ブロードキャスト パケット ( 無効なブロードキャスト 
パケットまたは有効なマルチキャスト パケットを含まない )

0x0B RxMulticast 30 有効な RX マルチキャスト パケット (MAC 制御フレーム、無効な
マルチキャスト パケット、有効なブロードキャスト パケットを含
まない )

0x0C RxUnicast 30 有効な RX ユニキャスト パケット

0x0D Rx64Octets 30 長さが 64 バイトの RX パケット ( 不良パケットを含む )
0x0E Rx65to127Octets 30 長さが 65 ～ 127 バイトの RX パケット ( 不良パケットを含む )
0x0F Rx128to255Octets 30 長さが 128 ～ 255 バイトの RX パケット ( 不良パケットを含む )
0x10 Rx256to511Octets 30 長さが 256 ～ 511 バイトの RX パケット ( 不良パケットを含む )
0x11 Rx512to2023Octets 30 長さが 512 ～ 1023 バイトの RX パケット ( 不良パケットを含む )
0x12 Rx1024to1522Octets 30 長さが 1024 ～ 1522 バイトの RX パケット ( 不良パケットを含む )
0x13 Rx1523to2000Octets 30 長さが 1523 ～ 2000 バイトの RX パケット ( 不良パケットを含む )
0x14 Rx2001+Octets 30 長さが 2001 バイト～上限の RX パケット ( 不良パケットを含む )
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5.3.6.1 MIB カウンタ読み出し動作

MIB カウンタを読み出すには間接アクセスレジスタを使います。ポート MIB 制御およびステータス レジスタとポート

MIB データレジスタを使って、各ポートに対してレジスタを個別にアクセスできます。全ての MIB カウンタは読み出

すとクリアされます。カウンタの読み出し手順は以下の通りです。

1. ポート MIB 制御およびステータス レジスタのビット [23:16] に MIB インデックスを書き込む。

2. ポート MIB 制御およびステータス レジスタのビット 25 の「MIB 読み出しイネーブル」をセットする ( この手順
と直前の手順は一緒に行う事ができます )。

3. ポート MIB 制御およびステータス レジスタのビット 25 の「MIB 読み出しイネーブル / カウント有効」を読み
出す (「0」の値は、読み出しが完了し、かつカウントが有効である事を示します )。

4. ポート MIB データレジスタからカウント値を読み出す (36 ビットカウンタの場合、ポート MIB 制御およびステー
タス レジスタからカウンタビット [35:32] が読み出されます )。ポート MIB 制御およびステータス レジスタには
カウンタ オーバーフロー ビットもあります。

0x15 TxHiPriorityByte 30 有効な TX 高優先度オクテットの数 (PAUSE パケットを含む )
0x16 TxLateCollision 30 パケットの送信から 512 ビット時間が過ぎた後で検出されたコリ

ジョン

0x17 TxPausePkts 30 送信した PAUSE フレーム (PAUSE は EtherType (0x8808)、DA 制
御オペコード (0x0001)、データ長 ( 最小 64 バイト )、有効な CRC
によって定義される )

0x18 TxBroadcastPkts 30 有効な TX ブロードキャスト パケット ( 無効なブロードキャスト 
パケット、有効なマルチキャスト パケットを含まない )

0x19 TxMulticastPkts 30 有効な TX マルチキャスト パケット (MAC 制御フレーム、無効な
マルチキャスト パケット、有効なブロードキャスト パケットを含
まない )

0x1A TxUnicastPkts 30 有効な TX ユニキャスト パケット

0x1B TxDeferred 30 媒体がビジーであるために最初の送信試行が遅延した TX パケット

0x1C TxTotalCollision 30 TX 総コリジョン ( 半二重のみ )
0x1D TxExcessiveCollision 30 過剰なコリジョンによる送信失敗

0x1E TxSingleCollision 30 コリジョンが 1 回でも発生すると送信が禁止される条件下で、送信
に成功したフレーム

0x1F TxMultipleCollision 30 コリジョンが複数回発生すると送信が禁止される条件下で、送信に
成功したフレーム

0x80 RxByteCnt 36 RX バイトカウント

0x81 TxByteCnt 36 TX バイトカウント

0x82 RxDropPackets 30 リソース不足のために破棄された RX パケットの数

0x83 TXDropPackets 30 リソース不足のために破棄された TX パケットの数

表 5-6: MIB カウンタ ( 続き )
MIB イン
デックス

MIB カウンタ
サイズ 

( ビット ) 説明
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5.3.6.2 MIB カウンタフリーズおよびフラッシュ機能

カウンタのフリーズおよびフラッシュ機能はポートごとに利用できます。カウンタのフリーズとフラッシュは、スイッチ
MIB 制御レジスタの適切なビットを設定する事で開始されます。フリーズまたはフラッシュ機能は、この機能を有効

にした全てのポートに適用されます。任意のポートのフラッシュとフリーズを有効にするには、ポート MIB 制御および

ステータス レジスタのビット 24 をセットします。

以下の手順は、フラッシュとフリーズを使って全てのポートの 1 秒間の MIB 統計を収集する方法の一例を示します。

1. 全てのポート N に対してポート MIB 制御およびステータス レジスタのビット 24 の「MIB フラッシュおよび
フリーズ イネーブル」ビットをセットする。

2. スイッチ MIB 制御レジスタに 0x40 を書き込み、全ての有効なポートの MIB カウンタをフリーズする。

3. スイッチ MIB 制御レジスタに 0xC0 を書き込み、全ての有効なポートの MIB カウンタをクリアする ( カウンタの
フリーズも継続する )。

4. 1 秒間の初めに、スイッチ MIB 制御レジスタに 0x00 を書き込みカウンタを有効にする。

5. 1 秒間の終わりに、スイッチ MIB 制御レジスタに 0x40 を書き込みカウンタをフリーズする。

6. 各ポートについてカウント値を読み出す。

5.4 MMD (MDIO Manageable Device) レジスタ ( 間接 )
MMD レジスタは、最大 32 個の MMD デバイスアドレスへの間接読み書きアクセスを提供します。IEEE 802.3 仕様書

の Clause 22 の定義に従い、各デバイスは最大 65,536 個の 16 ビットレジスタをサポートしています。しかし、

KSZ9897R はレジスタのごく一部の機能だけを使います。アクセスできる MMD デバイスアドレスと、それらに関連

付けられたレジスタアドレスの一覧は表 5-7、「MMD 関連のレジスタマップ」を参照してください。サポートする

MMD レジスタの詳細は、以下のサブセクションで説明します。

以下の 2 つの標準ポートレジスタは、間接 MMD レジスタへアクセスするためのポータルレジスタとして機能します。

• PHY MMD 設定レジスタ 
• PHY MMD データレジスタ 

例 : MMD レジスタ書き込み

MMD - デバイスアドレス 2h/ レジスタ 00h に 0010h を書き込む事により、シングル LED モードを有効にします。

1. PHY MMD 設定レジスタに 0002h を書き込む // MMD – デバイスアドレス 2h向けにレジスタアドレスを設定する

2. PHY MMD データレジスタに 0000h を書き込む // MMD – デバイスアドレス 2h のレジスタ 00h を選択する

3. PHY MMD 設定レジスタに 4002h を書き込む // MMD – デバイスアドレス 2h/ レジスタ 00h のレジスタデータを
選択する

4. PHY MMD データレジスタに 0010h を書き込む // MMD – デバイスアドレス2h/レジスタ00hに値0010hを書き込む

例 : MMD レジスタ読み出し

MMD - デバイスアドレス 2h/ レジスタ 11h ～ 13h から LED モードステータスを読み出します。

1. PHY MMD設定レジスタに 0002hを書き込む // MMD – デバイスアドレス 2h向けにレジスタアドレスを設定する

2. PHY MMD データレジスタに 0000h を書き込む // MMD – デバイスアドレス 2h のレジスタ 00h を選択する

3. PHY MMD 設定レジスタに 4002h を書き込む // MMD – デバイスアドレス 2h/ レジスタ 00h のレジスタデータを
選択する

4. PHY MMD データレジスタを読み出す // MMD – デバイスアドレス2h/レジスタ00h内のデータを読み出す

TABLE 5-7:MMD 関連のレジスタマップ

デバイスアドレス
 (16 進数 )

レジスタアドレス
(16 進数 ) 説明

2h 00h MMD LED モードレジスタ

7h 3Ch MMD EEE アドバタイズメント レジスタ
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5.4.1 MMD LED モードレジスタ

5.4.2 MMD EEE アドバタイズメント レジスタ

MMD アドレス :
レジスタ :

0x02
0x00

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:5 予約済み RO 0x000
4 LED モード

1 = シングル LED モード

0 = Tri-Color デュアル LED モード

R/W 0b

3:0 予約済み RO 0001b

MMD アドレス :
レジスタ :

0x07
0x3C

サイズ : 16 ビット

ビット 説明 タイプ 既定値

15:3 予約済み RO 0x000
2 1000BASE-T EEE イネーブル

1 = 1000 Mbps EEE に対応する
0 = 1000 Mbps EEE に対応しない

R/W 1b

1 100BASE-T EEE イネーブル

1 = 100 Mbps EEE に対応する
0 = 100 Mbps EEE に対応しない

R/W 1b

0 予約済み RO 0b
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6.0 動作特性

6.1 絶対最大定格 *
電源電圧 (AVDDL、DVDDL)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . -0.5 ～ +1.8 V

電源電圧 (AVDDH、VDDIO). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . -0.5 ～ +5.0 V

入力電圧 ( 全入力 ) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . –0.5 ～ +5.0 V

出力電圧 ( 全出力 ) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . –0.5 ～ +5.0 V

ピン温度 ( はんだ付け 20 秒 )  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . +260 ℃

保管温度 (TS) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .-65 ～ +150 ℃

最高接合部温度 (TJ) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . +125 ℃

ESD 耐量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . +/-6 kV (HBM)

* ここに記載した「絶対最大定格」を超える条件は、デバイスに恒久的な損傷を生じさせる可能性があります。これは

ストレス定格です。絶対最大定格条件を超えて長期間曝露させるとデバイスの信頼性に影響する可能性があります。
セクション 6.2、「動作条件 **」、セクション 6.3、「電気的特性」、その他本仕様書の関連セクションに示す条件外での

デバイス運用は想定していません。

6.2 動作条件 **

電源電圧 (AVDDL、DVDDL)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . +1.14 ～ +1.26 V

電源電圧 (AVDDH)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . +2.375 ～ +2.625 V

電源電圧 (VDDIO @ 3.3 V) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . +3.135 ～ +3.465 V

電源電圧 (VDDIO @ 2.5 V) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . +2.375 ～ +2.625 V

電源電圧 (VDDIO @ 1.8 V) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . +1.71 ～ +1.89 V

動作周囲温度、無風状態 (TA)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . Note 6-1

接合部 - 大気間熱抵抗 (ΘJA) (Note 6-2)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .Note 6-3

接合部 - ケース表面間熱抵抗 (ΨJT) (Note 6-2)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 0.04 ℃ /W

接合部 - ケース間熱抵抗 (ΘJC) (Note 6-2)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .Note 6-4

Note 6-1 0 ～ +70 ℃ ( 商業用温度レンジ品 )、-40 ～ +85 ℃ ( 産業用温度レンジ品 )
Note 6-2 ΨJT と ΘJA は風速が 0 m/s の場合の値です。産業用の応用には 6 層 PCB が必要です。

Note 6-3 JESD51 準拠の 6 層 PCB で 11.3 ℃ /W、JESD51 準拠の 4 層 PCB で 14.4 ℃ /W です。 
Note 6-4 JESD51 準拠の 6 層 PCB で 1.5 ℃ /W、JESD51 準拠の 4 層 PCB で 1.21 ℃ /W です。 

** このセクションに記載したレンジ内でのみデバイスの正常な動作を保証します。
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6.3 電気的特性

TA = 25 ℃

表 6-1: 電気的特性

記号 パラメータ 条件 Min. Typ. Max. 単位

消費電流 - 1000 Mbps 動作

IDD_AH AVDDH 消費電流 VDDIO @ 3.3 V
ポート 1 ～ 5 は 1000BASE-T
ポート 6 および 7 は RGMII 
(1000 Mbps)
全ポート使用率 100%

330 mA

IDD_IO VDDIO 消費電流 80 mA

IDD_CA AVDDL 消費電流 460 mA

IDD_CD DVDDL 消費電流 750 mA

消費電流 - 1000/100 Mbps 混在動作

IDD_AH AVDDH 消費電流 VDDIO @ 3.3 V
ポート 1 ～ 5 は 100BASE-TX
ポート 6 および 7 は RGMII 
(1000 Mbps)
全ポート使用率 100%

150 mA

IDD_IO VDDIO 消費電流 80 mA

IDD_CA AVDDL 消費電流 140 mA

IDD_CD DVDDL 消費電流 350 mA

消費電流 - 100 Mbps 動作

IDD_AH AVDDH 消費電流 VDDIO @ 3.3 V
ポート 1 ～ 5 は 100BASE-TX
ポート 6 および 7 は MII
(100 Mbps)
全ポート使用率 100%

140 mA

IDD_IO VDDIO 消費電流 35 mA

IDD_CA AVDDL 消費電流 140 mA

IDD_CD DVDDL 消費電流 350 mA

消費電流 - 10 Mbps 動作

IDD_AH AVDDH 消費電流 VDDIO @ 3.3 V
ポート 1 ～ 5 は 10BASE-Te
ポート 6 および 7 は MII 
(10 Mbps)
全ポート使用率 100%

100 mA

IDD_IO VDDIO 消費電流 (3.3 V) 30 mA

IDD_CA AVDDL 消費電流 30 mA

IDD_CD DVDDL 消費電流 150 mA

消費電流 - 電源管理 - エナジー ディテクトモード

IDD_AH AVDDH 消費電流 20 mA

IDD_IO VDDIO 消費電流 (3.3 V) 30 mA

IDD_CA AVDDL 消費電流 30 mA

IDD_CD DVDDL 消費電流 150 mA

消費電流 - 電源管理 - ソフト パワーダウン モード

IDD_AH AVDDH 消費電流 2 mA

IDD_IO VDDIO 消費電流 (3.3 V) 6 mA

IDD_CA AVDDL 消費電流 0.01 mA

IDD_CD DVDDL 消費電流 5 mA
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I タイプ CMOS 入力バッファ (VDDIO = 3.3/2.5/1.8 V)
VIH 入力 High 電圧 2.1/1.7/1.3 V

VIL 入力 Low 電圧 0.9/0.9/0.6 V

IIN 入力電流 VIN = GND ～ VDDIO -10 10 µA

O8 タイプ CMOS 出力バッファ (VDDIO = 3.3/2.5/1.8 V)
VOH 出力 High 電圧 IOH = 8/8/6 mA 2.4/1.9/1.5 V

VOL 出力 Low 電圧 IOL = 8/8/6 mA 0.4/0.4/0.2 V

IOZ 出力トライステート リーク電流 VIN = GND ～ VDDIO 10 µA

O24 タイプ CMOS 出力バッファ (VDDIO = 3.3/2.5/1.8 V)
VOH 出力 High 電圧 IOH = 24/24/20 mA 2.4/1.9/1.5 V

VOL 出力 Low 電圧 IOL = 24/24/20 mA 0.4/0.4/0.2 V

IOZ 出力トライステート リーク電流 VIN = GND ～ VDDIO 10 µA

I/O ピン内部プルアップ / プルダウン実効抵抗

R1.8PU I/O ピン実効 
プルアップ抵抗

VDDIO = 1.8 V

125 kΩ

R1.8PD I/O ピン実効 
プルダウン抵抗

97 kΩ

R2.5PU I/O ピン実効 
プルアップ抵抗

VDDIO = 2.5 V

58 kΩ

R2.5PD I/O ピン実効 
プルダウン抵抗

51 kΩ

R3.3PU I/O ピン実効 
プルアップ抵抗

VDDIO = 3.3 V

38 kΩ

R3.3PD I/O ピン実効 
プルダウン抵抗

39 kΩ

100BASE-TX 送信 (1:1 トランスの後段を差動にて計測 )
VO ピーク差動出力 差動出力に 100 Ω 終端抵抗 ±0.95 ±1.05 V

Vimb 出力電圧不均衡 差動出力に 100 Ω 終端抵抗 2 %

tr , tf 立ち上がり / 立ち下がり時間 3 5 ns

立ち上がり / 立ち下がり不均衡 0 0.5 ns

デューティ サイクル歪み ±0.25 ns

オーバーシュート 5 %

VSET ISET の参照電圧 (6.04 kΩ( 精度
1%) 抵抗使用 )

1.21 V

出力ジッタ ピークツーピーク 0.7 1.4 ns

表 6-1: 電気的特性 ( 続き )
記号 パラメータ 条件 Min. Typ. Max. 単位
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10BASE-Te 受信

Vsq スケルチしきい値 5 MHz 矩形波 400 mV

10BASE-Te 送信 (1:1 トランスの後段を差動にて計測 )
Vp ピーク差動出力電圧 差動出力に 100 Ω 終端抵抗 1.54 1.75 1.96 V

追加ジッタ 差動出力に 100 Ω 終端抵抗 
( ピークツーピーク )

3.5 ns

tr , tf 立ち上がり / 立ち下がり時間 25 ns

表 6-1: 電気的特性 ( 続き )
記号 パラメータ 条件 Min. Typ. Max. 単位
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6.4 タイミング仕様

このセクションではデバイスの各種タイミング仕様を示します。

6.4.1 RGMII タイミング

図 6-1 に、RGMII のタイミング要件を示します。 

Note 6-1 入力データと入力クロックの間のスキューがない ( または十分ではない ) 場合、XMII ポート制御 1
レジスタレジスタのRGMII Ingress内部遅延ビットをセットする事で TX_CLKピンに内部遅延を追加
できます。この機能を使うと、セットアップ時間要件が公称 1.3 ns 減少し、ホールド時間要件が公称
1.3 ns 増加します。 

Note 6-2 RGMII インターフェイスは RGMII 仕様バージョン 2.0 に準拠しています。この仕様は、駆動デバイスが
出力クロックを出力データに対して遅延させる事を規定しています。これが TSKEW パラメータです。
このスキューは、XMII ポート制御 1 レジスタレジスタの RGMII Egress 内部遅延ビットをクリアする
事で無効にできます。通常、これは推奨しません。 

Note: I2C インターフェイス タイミングは NXP 社の『I2C-Bus Specification』(UM10204、Rev. 6) ( 高速モード
と低速モード ) に準拠しています。詳細は『I2C-Bus Specification』を参照してください。 

図 6-1: RGMII タイミング

表 6-2: RGMII タイミング値

記号 説明 Min. Typ. Max. 単位

TSETUP
ポート 6 データ - クロック間入力セットアップ (Note 6-1) 2.2 ns
ポート 7 データ - クロック間入力セットアップ (Note 6-1) 1.3 ns

THOLD
ポート 6 データ - クロック間入力ホールド (Note 6-1) 0 ns
ポート 7 データ - クロック間入力ホールド (Note 6-1) 0.7 ns

TSKEW データ - クロック間出力スキュー (Note 6-2) 1.2 2.0 ns
TCYC クロックサイクル周期 (Note 6-3) 7.2 8 8.8 ns

Duty_G 1000 Mbps のデューティ サイクル 45 50 55 %
Duty_T 10/100 Mbps のデューティ サイクル 40 50 60 %
Tr / Tf 立ち上がり / 立ち下がり時間 (20 ～ 80%) Note 6-4 ns

TX_CLK

TX_CTL
TXD[3:0]

TCYC

TSETUP THOLD TSETUP THOLD

RX_CTL
RXD[3:0]

RX_CLK

TSKEW

TCYC
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Note 6-3 10 Mbps と 100 Mbps に対して、TCYC はそれぞれ 400 ns +/- 40 ns と 40 ns +/- 4 ns にスケーリング

します。 
Note 6-4 VDDIO = 3.3 V/2.5 V の場合は 0.75 ns、VDDIO = 1.8 V の場合は 1.0 ns です。

6.4.2 MII のタイミング

6.4.2.1 MAC モードの MII 送信タイミング

図 6-2 に、KSZ9897R を MAC モードで動作させている際の、PHY またはその他のデバイスへの KSZ9897R の書き込

み動作を示します。

図 6-2: MAC モードの MII 送信タイミング

表 6-3: MAC モードの MII 送信タイミング値

記号 説明 Min. Typ. Max. 単位

tP
(100BASE-TX/ 
10BASE-Te)

RX_CLK 周期 40/400 ns

tWL
(100BASE-TX / 

10BASE-Te)

RX_CLK Low パルス幅 20/200 ns

tWH
(100BASE-TX / 

10BASE-Te)

RX_CLK High パルス幅 20/200 ns

tOD RX_CLK 立ち上がりエッジからの RX_DV、RXD_[3:0] 出力遅延 16 ns
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6.4.2.2 MAC モードの MII 受信タイミング

図 6-3 に、KSZ9897R を MAC モードで動作させている際の、PHY またはその他のデバイスからの KSZ9897R の読み

出し動作を示します。

図 6-3: MAC モードの MII 受信タイミング

表 6-4: MAC モードの MII 受信タイミング値

記号 説明 Min. Typ. Max. 単位

tP
(100BASE-TX / 

10BASE-Te)

TX_CLK 周期 40/400 ns

tWL
(100BASE-TX / 

10BASE-Te)

TX_CLK Low パルス幅 20/200 ns

tWH
(100BASE-TX / 

10BASE-Te)

TX_CLK High パルス幅 20/200 ns

tSU1 TX_CLK立ち上がりエッジまでのTXD_[3:0]セットアップ時間 10 ns
tSU2 TX_CLK 立ち上がりエッジまでの TX_EN、TX_ER セットアップ

時間

10 ns

tHD1 TX_CLK 立ち上がりエッジからの TXD_[3:0] ホールド時間 10 ns
tHD2 TX_CLK 立ち上がりエッジからの TX_EN、TX_ER ホールド時間 10 ns
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6.4.2.3 PHY モードの MII 受信タイミング

図 6-4: PHY モードの MII 受信タイミング

表 6-5: PHY モードの MII 受信タイミング値

記号 説明 Min. Typ. Max. 単位

tP
(100BASE-TX / 

10BASE-Te)

RX_CLK 周期 40/400 ns

tWL
(100BASE-TX / 

10BASE-Te)

RX_CLK Low パルス幅 20/200 ns

tWH
(100BASE-TX / 

10BASE-Te)

RX_CLK High パルス幅 20/200 ns

tOD RX_CLK 立ち上がりエッジからの RX_DV、RXD_[3:0] 出力遅延 20 ns
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6.4.2.4 PHY モードの MII 送信タイミング

図 6-5: PHY モードの MII 送信タイミング

表 6-6: PHY モードの MII 送信タイミング値

記号 説明 Min. Typ. Max. 単位

tP
(100BASE-TX / 

10BASE-Te)

TX_CLK 周期 40/400 ns

tWL
(100BASE-TX / 

10BASE-Te)

TX_CLK Low パルス幅 20/200 ns

tWH
(100BASE-TX / 

10BASE-Te)

TX_CLK High パルス幅 20/200 ns

tSU1 TX_CLK立ち上がりエッジまでのTXD_[3:0]セットアップ時間 10 ns
tSU2 TX_CLK立ち上がりエッジまでのTX_EN、TX_ERセットアップ

時間

10 ns

tHD1 TX_CLK 立ち上がりエッジからの TXD_[3:0] ホールド時間 0 ns
tHD2 TX_CLK立ち上がりエッジからのTX_EN、TX_ERホールド時間 0 ns
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6.4.3 RMII タイミング

図 6-6 と図 6-7 に、RMII のタイミング要件を示します。 

図 6-6: RMII 送信タイミング

図 6-7: RMII 受信タイミング

表 6-7: RMII タイミング値

記号 説明 Min. Typ. Max. 単位

tcyc クロックサイクル 20 ns
t1 セットアップ時間 4 ns
t2 ホールド時間 2 ns
tod 出力遅延 7 9 13 ns
 2018 Microchip Technology Inc. DS00002330B_JP - p.175



KSZ9897R

6.4.4 MIIM タイミング

図 6-8 に、MIIM のタイミング要件を示します。 

図 6-8: MIIM タイミング

表 6-8: MIIM タイミング値

記号 説明 Min. Typ. Max. 単位

tP MDC 周期 400 ns
tOD 出力遅延 200 ns
tSU MDC 立ち上がりエッジまでの MDIO セットアップ時間 10 ns
tHD MDC 立ち上がりエッジからの MDIO ホールド時間 5 ns
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6.4.5 SPI タイミング

図 6-9 と図 6-10 に、SPI のタイミング要件を示します。 

図 6-9: SPI データ入力タイミング

図 6-10: SPI データ出力タイミング

表 6-9: SPI タイミング値

記号 説明 Min. Typ. Max. 単位

fSCLK SCL クロック周波数 50 MHz
t1 SCS_N アクティブ セットアップ時間 8 ns
t2 SDI データ入力セットアップ時間 3 ns
t3 SDI データ入力ホールド時間 3 ns
t4 SCS_N アクティブ ホールド時間 8 ns
t5 SCS_N ディセーブル High 時間 8 ns
t6 SCL 立ち下がりエッジから SDO データ出力有効までの時間 2 9 ns
t7 SCS_N 非アクティブから SDO データ入力有効までの時間 1 ns

SCS_N

SDI

SDO

SCL

SCL

SCS_N

SDO

SDO

SDI
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6.4.6 オート ネゴシエーション タイミング

図 6-11 に、オート ネゴシエーションのタイミング要件を示します。 

図 6-11: オート ネゴシエーション タイミング

表 6-10: オート ネゴシエーション タイミング値

記号 説明 Min. Typ. Max. 単位

tBTB FLP バーストから次の FLP バーストまでの時間 8 16 24 ms
tFLPW FLP バースト幅 2 ms
tPW クロック / データパルス幅 100 ns
tCTD クロックパルスからデータパルスまでの時間 55.5 64 69.5 μs
tCTC クロックパルスから次のクロックパルスまでの時間 111 128 139 μs

バーストあたりのクロック / データパルス数 17 33
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6.4.7 パワーアップおよびリセット タイミング

図 6-12 に、パワーアップとリセットのタイミング要件を示します。 

図 6-12: パワーアップおよびリセット タイミング

表 6-11: パワーアップおよびリセット タイミング値

記号 説明 Min. Typ. Max. 単位

tvr 電源電圧立ち上がり時間 (monotonic である事 ) 200 μs
tsr リセットをディアサートするまでの電源電圧安定化時間 10 ms
tcs コンフィグレーション ストラップ入力セットアップ時間 5 ns
tch コンフィグレーション ストラップ入力ホールド時間 5 ns
trc リセットのディアサートからコンフィグレーション ストラップ

ピン出力までの時間

6 ns

tpc 電源遮断から起動までの待機時間 150 ms

Note 1: 推奨する電源シーケンスは、全ての電圧を同時に立ち上げる事です。しかし、それが実現できない場合、
推奨する起動手順は、先にトランシーバ (AVDDH) およびデジタル I/O (VDDIO) 電圧を投入してから低電圧
コア (AVDDL、DVDDL) を投入する事です。トランシーバ (AVDDH) およびデジタル I/O (VDDIO) 電源
レールの間の起動順には特別な要件はありません。全ての電源電圧の投入波形は monotonic である事が
必要です。 

Note 2: どのインターフェイスを介して本デバイスのプログラミングを開始する場合も、リセットのディアサート
後に 100 μs 以上待機する事を推奨します。

Note 3: 推奨する電源遮断手順は、先に低電圧コアを遮断してからトランシーバおよびデジタル I/O 電圧を遮断
するか、全ての電源を同時に遮断する事です。
次の起動は、本デバイスへの全ての電源電圧が 0.4 V を下回ってから実行する必要があります。また、電源
遮断から起動までの間に 150 ms 以上の待機時間が必要です。

tsr

tcs tch

trc

SUPPLY 
VOLTAGES

RESET_N

CONFIGURATION 
STRAP INPUT

CONFIGURATION 
STRAP OUTPUT

CORE (AVDDL, DVDDL)

TRANSCEIVER (AVDDH), DIGITAL I/Os (VDDIO)

tvr

tpc

NOTE 
1

NOTE 
2

NOTE 
3
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6.5 クロック仕様

KSZ9897R に 25 MHz 参照クロックを提供するため、水晶振動子または外部クロック源 ( オシレータ等 ) を使います。

外部クロック源を使う場合、XO ピンはフローティング状態のままにする必要があります。XI/XO 回路は AVDDH から

電力を供給するため、外部クロック源も同じ電源レールから電力を供給する必要があります。図 6-13 に、利用できる

接続方法を示します。表 6-12 に、推奨する水晶振動子の仕様を示します。

図 6-13: 入力参照クロックの接続方法

表 6-12: 参照クロック水晶振動子の特性

特性 Min. Typ. Max. 単位

発振モード 基本波

周波数 25 MHz
周波数公差 ±50 ppm
等価直列抵抗 (ESR) 50 Ω
トータルピリオド ジッタ ( ピークツーピーク ) 100 ps
励振レベル (Drive Level) 100 µW

25 MHz OSC 
+/-50ppm No

Connect

                
   XI

   XO

               
   XI

   XO

25 MHz XTAL 
+/-50ppm

Ethernet Switch Ethernet Switch
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7.0 設計ガイドライン

このセクションでは、以下に示す一般的な設計ガイドラインを説明します。

• リセット回路のガイドライン

• パルストランスの接続と選定のガイドライン

7.1 リセット回路のガイドライン

図 7-1 に、リセットが電源によってトリガされる場合に KSZ9897R に起動するための推奨リセット回路を示します。

図 7-2 のリセット回路は、リセット信号が別のデバイス ( 例 : CPU) によって駆動されるアプリケーション向けに推奨

します。パワーオン リセット時、R、C、D1 は必要なランプ立ち上がり時間を提供し、KSZ9897R をリセットします。

CPU からの RST_OUT_N は、起動後にウォームリセットを提供します。

図 7-1: シンプルなリセット回路

図 7-2: CPU リセット インターフェイス向けのリセット回路

Ethernet
Switch

VDDIO

D1

D1: 1N4148

R 10K

C 10uF

RESET_N

Ethernet
Switch CPU/FPGA

VDDIO

C 10uF

R 10K

RST_OUT_N

D1

D2

D1, D2: 1N4148

RESET_N
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7.2 パルストランスの接続と選定のガイドライン

ライン インターフェイスには 1:1 のパルストランスが必要です。FCC 要件を超える設計には、コモンモード チョーク

を内蔵したパルストランスを使います。チョークに続けてオプションの単巻トランス段を接続すると、コモンモード

ノイズと信号をさらに減衰させる事ができます。

KSZ9897R の PHY ポートは電圧モード送信ドライバと終端抵抗を内蔵しています。電圧モードの実装により、送信

ドライバはコモンモード電圧を 4 つの差動ペアに供給します。従って、KSZ9897R 側の 4 つのパルストランス センター

タップ ピンは基板上のどの電源にも接続しません。センタータップ ピンは互いに接続せず、別々の 0.1 µF コモンモード

コンデンサを介してグランドへ接続します。このように分離するのは、接続の速度モードによっては差動ペアの間で
コモンモード電圧が異なる可能性があるためです。

図 7-3 に、KSZ9897R の PHY ポート向けの代表的なパルストランス回路を示します。

表 7-1 に、推奨するパルストランス特性を示します。 

図 7-3: 代表的なパルストランス回路

表 7-1: パルストランスの選定基準

パラメータ 値 試験条件

巻き数比 1 CT : 1 CT
開回路インダクタンス (min.) 350 µH 100 mV、100 kHz、8 mA
挿入損失 (typ.) 1.0 dB 100 kHz ～ 100 MHz
HIPOT (min.) 1500 Vrms

1

2

3

7

8

4

5

6

4X 75 
Ohm

1000 pF / 2kV

CHASSIS GROUND

(4X 0.1uF)

TXRXxP_A

TXRXxM_A

TXRXxP_B

TXRXxM_B

TXRXxP_C

TXRXxM_C

TXRXxP_D

TXRXxM_D

SIGNAL GROUND
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表 7-2 に、KSZ9897R に使用可能なシングルポート パルストランスの一覧を示します。これらは、分離されたパルス

トランス センタータップ ピンをギガビット PHY チップ側に備えています。 
表 7-2: 使用可能なシングルポート 10/100/1000 パルストランス

メーカー 製品番号 オートトランス 温度レンジ
パルストランス + 

RJ-45
Bel Fuse 0826-1G1T-23-F Yes 0 ～ 70 ℃ Yes
HALO TG1G-E001NZRL No -40 ～ 85 ℃ No
HALO TG1G-S001NZRL No 0 ～ 70 ℃ No
HALO TG1G-S002NZRL Yes 0 ～ 70 ℃ No
Pulse H5007NL Yes 0 ～ 70 ℃ No
Pulse H5062NL Yes 0 ～ 70 ℃ No
Pulse HX5008NL Yes -40 ～ 85 ℃ No
Pulse JK0654219NL Yes 0 ～ 70 ℃ Yes
Pulse JK0-0136NL No 0 ～ 70 ℃ Yes
TDK TLA-7T101LF No 0 ～ 70 ℃ No
Wurth/Midcom 000-7093-37R-LF1 Yes 0 ～ 70 ℃ No
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8.0 パッケージ情報

8.1 パッケージのマーキング情報

 

* デバイスの標準的なマーキングは、Microchip 社の製品番号、年コード、週コード、トレーサビリティ コードで

構成されます。デバイスにこれ以外のマーキングを施す場合、追加料金が発生します。詳細は弊社もしくは正規
代理店までお問い合わせください。QTP デバイスの場合、特注マーキングの追加料金は QTP 料金に含まれます。

凡例 : t 仕様温度の識別子 (C = 商業用、I = 産業用 )
R 製品リビジョン

nnn 内部コード

e3 無光沢スズ (Sn) めっきの使用を示す鉛フリー JEDEC® マーク

VVV 組み立て工場

CO 原産国

YY 年コード ( 西暦の下 2 桁 )
WW 週コード (1 月 1 日の週を「01」とする )

Note: Microchip 社の製品番号が 1 行に収まりきらない場合は複数行を使います。
この場合お客様固有情報に使える文字数が制限されます。

128-TQFP-EP

MICROCHIP
KSZ9897RTXt

Rnnn e3
VVVCO

YYWWNNN

e3
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8.2 パッケージ図面

Note: 最新のパッケージ図面については、以下のウェブページにある「Microchip Packaging Specification 
(Microchip 社パッケージ仕様 )」を参照してください。 
http://www.microchip.com/packaging

図 8-1: パッケージ ( 図面と寸法 )
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補遺 A: 改訂履歴

表 A-1: 改訂履歴

リビジョン セクション / 図 / 項目 改訂内容

DS00002330B (03-10-17) セクション 4.1.10、「リモート
PHY ループバック」(p. 22)

新規のセクションを追加しました。

セクション 4.4.5.1、「2 レー
ト 3 色マーカ」(p. 35)

新規のセクションを追加しました。

セクション 4.4.5.2、「重み付
きランダム初期検出 (WRED: 
Weighted Random Early 
Detection)」(p. 35)

追加情報でセクションを更新しました。 

セクション 4.9.3、「MIIM (MII 
Management) インターフェイ
ス」(p. 53)、セクション
4.9.3.1、「標準 MIIM レジスタ
( 直接 )」、セクション 4.9.3.2、

「MMD (MDIO Manageable 
Device) レジスタ ( 間接 )」

セクションの最後に情報を追加しました。標準
MIIM および MMD レジスタの新規サブセクション
を追加しました。

セクション 5.4、「MMD 
(MDIO Manageable Device)
レジスタ ( 間接 )」(p. 164)

新規のセクションを追加しました。

セクション 5.2.7.8、「ポート
ポリシング キューレート レジ
スタ」(p. 144) ～セクション
5.2.7.14、「ポート WRED
キュー性能監視制御レジスタ」
(p. 146)

新規のレジスタ定義を追加しました。 

セクション 6.4.1、「RGMII
タイミング」(p. 170)

RGMII タイミング図およびデータを更新しました。

表 1-2、「バッファタイプ」
(p. 6)、表 3-2、「ピンの説明」
(p. 11)、表 6-1、「電気的特性」
(p. 167)

ピンのバッファタイプの情報を更新 / 明確化しま
した。

DS00002330A (01-13-17) 本書は初版です。
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Microchip 社のウェブサイト

Microchip 社はウェブサイト (www.microchip.com) でオンライン サポートを提供しています。当ウェブサイトでは、

お客様に役立つ情報やファイルを簡単に見つけ出せます。一般的なインターネット ブラウザから以下の内容がご覧に

なれます。

• 製品サポート – データシートとエラッタ、アプリケーション ノートとサンプル プログラム、設計リソース、ユーザ
ガイドとハードウェア サポート文書、最新のソフトウェアと過去のソフトウェア

• 技術サポート – よく寄せられる質問 (FAQ)、技術サポートのご依頼、オンライン ディスカッション グループ、
Microchip 社のコンサルタント プログラムおよびメンバーリスト

• ご注文とお問い合わせ - 製品セレクタと注文ガイド、最新プレスリリース、セミナー / イベントの一覧、お問い合
わせ先 ( 営業所 / 販売代理店 ) の一覧

お客様向け変更通知サービス

Microchip 社のお客様向け変更通知サービスは、お客様に Microchip 社製品の最新情報をお届けするサービスです。

ご興味のある製品ファミリまたは開発ツールに関する変更、更新、リビジョン、エラッタ情報をいち早くメールにて
お知らせします。

Microchip社ウェブサイト (www.microchip.com)にアクセスし、[DESIGN SUPPORT]メニューの下の [Product Change
Notification] からご登録ください。

お客様サポート

Microchip 社製品をお使いのお客様は、以下のチャンネルからサポートをご利用頂けます。

• 販売代理店

• 弊社営業所

• 技術サポート

サポートは販売代理店にお問い合わせください。もしくは弊社までご連絡ください。本書の最後のページに各国の
営業所の一覧を記載しています。

技術サポートは以下のウェブページからもご利用になれます。http://www.microchip.com/support

http://www.microchip.com
http://www.microchip.com
http://www.microchip.com
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製品識別システム

ご注文または製品の価格 / 納期に関しては、弊社または販売代理店までお問い合わせください。

   

デバイス : KSZ9897R= 7 ポートスイッチ (2xRGMII/MII/RMII インター
フェイス )

パッケージ : TX = 128 ピン TQFP-EP

温度レンジ : C = 0° ～ +70 °C( 商用温度レンジ )
I = -40° ～ +85 °C( 産業用温度レンジ )

テープ & リール
オプション :

空欄 = 標準梱包 ( トレイ )
-TR = テープ＆リール (Note 1)

例 :
a) KSZ9897RTXC

128 ピン TQFP-EP パッケージ、
商業用温度レンジ、
標準梱包

b) KSZ9897RTXI-TR
128 ピン TQFP-EP パッケージ、
産業用温度レンジ、
テープ & リール

Note 1: テープ＆リールの識別情報は、カタログの
製品番号説明に記載しています。これは
製品の注文時に使う識別情報であり、デバ
イスのパッケージには印刷していません。
テープ & リールが選択できるパッケージ
の在庫 / 供給状況は、弊社までお問い合わ
せください。

製品番号 XXX

パッケージ 温度デバイス

[XX]( 1)

テープ & リール
オプションレンジ
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Microchip 社製デバイスのコード保護機能に関して以下の点にご注意ください。

• Microchip 社製品は、該当する Microchip 社データシートに記載の仕様を満たしています。

• Microchip 社では、通常の条件ならびに仕様に従って使用した場合、Microchip 社製品のセキュリティ レベルは、現在市場に

流通している同種製品の中でも最も高度であると考えています。

• しかし、コード保護機能を解除するための不正かつ違法な方法が存在する事もまた事実です。弊社の理解では、こうした手法

は Microchip 社データシートにある動作仕様書以外の方法で Microchip 社製品を使用する事になります。このような行為は知
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